
JGN活動状況調査2022　単純集計表
■調査名 JGN活動状況調査2022
■調査⽅法 WEBを利⽤したアンケート調査
■実施期間 2022年9⽉16⽇〜2022年10⽉7⽇

 ■調査対象 推進団体・協議会
■有効サンプル数 46回答

■項⽬

質問番号 質問内容
Q1 ご回答者の地域名を教えてください。
Q2 ご回答者の所属や役職を教えてください。（⾮公開）
Q3 お名前（⾮公開）
Q4 メールアドレス（⾮公開）
Q5 電話番号（⾮公開）
Q6 現在、ジオパーク活動の効果として運営団体が⼀番期待していることは何ですか︖
Q7 前問で「その他」と回答した⽅に伺います。その内容を教えてください。
Q8 現在⼀番期待していることについて、効果はあがっていますか︖
Q9 現在、運営団体が関わっている活動（運営団体主催以外も含む）について、あえて分けると

Q10

運営団体が関わっている活動（運営団体主催以外も含む）について、あえて分けるとすれば
どのような⽐率が理想でしょうか︖保全・教育研究・地域振興（観光を含む）の⽐率を、合
計が10になるように、整数のみでお答えください（例︓保全︓教育研究︓地域振興＝１︓
４︓５）

Q11 ユネスコのガイドラインに⽰されているジオパークの理念について、2021年度に運営団体内や
地域内で共有する場を設けましたか︖

Q12 前問で「設けていない」と回答した⽅に伺います。設けられなかった理由は何ですか︖

Q13 ユネスコのガイドラインに⽰されているジオパークの理念について、運営団体内や地域内の理解
度はどのくらいですか︖

Q14 解説看板（ジオサイト等における説明看板）　整備済み数量（箇所数）
Q15 誘導看板（ジオサイト等における説明看板）　整備済み数量（箇所数）

Q16 拠点施設（ビジターセンターや博物館など情報発信の中⼼となる施設）　 整備済み数量
（箇所数）

Q17 案内所（⾒学者に対する情報提供ができる施設）　整備済み数量（箇所数）

Q18 ジオパークの整備状況について、外国語対応があるものを選んでください。いくつでも選択可能
です。

Q19 2021年度運営団体のジオパークに係る⽀出の決算総額（⾃治体からの負担⾦を含む）

Q20 2021年度運営団体のジオパークに係る⽀出の財源の内訳を教えてください。（例︓⾃治体
からの負担⾦〇円、国からの補助⾦〇円）

Q21 2021年度⾃治体のジオパークに係る⽀出の決算総額（運営団体への負担⾦を含まない）

Q22 2021年度の運営団体の会合の開催回数　（総会レベルの会合）
Q23 2021年度の運営団体の会合の開催回数　（役員会・幹事会レベル）
Q24 2021年度の運営団体の会合の開催回数　（（Q22、Q23を除いた）その他）

Q25 前問の「その他」の運営団体の会合について、内訳を教えてください。（例︓教育部会5回、
ガイド部会3回、商品開発部会3回）

Q26 フルタイム・期間の定めのない雇⽤（専任）
Q26 フルタイム・期間の定めのない雇⽤（兼任）
Q26 フルタイム・期間の定めのある雇⽤（専任）
Q26 フルタイム・期間の定めのある雇⽤（兼任）
Q26 パートタイム（専任）

■ジオパークの整備状況（全体計画数量、2021年度末までの整備数量）について

2022年3⽉末時点の運営団体事務局スタッフについてそれぞれの⼈数を教えてください。



質問番号 質問内容
Q26 パートタイム（兼任）
Q27 運営団体構成⾃治体の役所内で担当課以外の部署との連携はありますか︖

Q28 運営団体構成⾃治体の役所内で職員同⼠が情報共有できる環境整備をおこなっています
か︖

Q29 運営団体構成⾃治体の部課⻑等の管理職会議の中でジオパークの取り組みは話題に取り
上げられますか︖

Q30 2021年度に運営団体構成⾃治体の担当者以外の職員が⾃発的にジオパーク活動を推進
する取り組みはありましたか︖

Q31 ジオパークに関する住⺠説明会 開催回数 2021年度　※運営団体主催以外も含む

Q32 ジオパークに関する各種講演会 開催回数（研修会との同時開催含む）2021年度　※運
営団体主催以外も含む

Q33 ジオパークに関する各種研修会 開催回数（教員研修は除く） 2021年度　※運営団体主
催以外も含む

Q34 ジオパークに関する⼦どもを対象とした学習イベントの開催回数 2021年度　※運営団体主
催以外も含む

Q35 議会はジオパーク活動に理解がありますか︖
Q36 議会としてジオパーク活動への参加はありますか︖
Q37 参加がある場合は2021年度はどのような参加がありましたか︖
Q38 地質遺産の保護・保全について、どのような活動をおこなっていますか︖

Q39 地域住⺠や企業等を巻き込んだ保全に関する取り組みはありますか︖　※運営団体主催以
外も含む

Q40 前問で取り組みが「ある」と回答した⽅に伺います。具体的な取り組みを記⼊してください。

Q41 ジオパークで設定している「サイト」をどのようなものだととらえていますか︖ 1番あてはまるものを
選んでください。

Q42 前問の「その他」と回答した⽅に伺います。その内容を教えてください。

Q43 ジオパークで設定している「サイト」をどのようなものだととらえていますか︖ 2番⽬にあてはまるも
のを選んでください。

Q44 前問の「その他」と回答した⽅に伺います。その内容を教えてください。

Q45 ジオパークで設定している「サイト」をどのようなものだととらえていますか︖ 3番⽬にあてはまるも
のを選んでください。

Q46 前問の「その他」と回答した⽅に伺います。その内容を教えてください。
Q47 保全活動を主体的に担っているのはどこですか︖いくつでも選択可能です。
Q48 ジオパークの運営団体に、保全や保護を専⾨とする部会はありますか︖
Q49 保全の観点から、⼊場制限などを設けているジオサイトはありますか︖

Q50 ジオパークとしての管理運営計画（基本構想、基本計画　等）に、保全に関する記載はあり
ますか︖

Q51 ジオパークとしての保全計画を策定していますか︖
Q52 ジオサイトの定期的なモニタリングとメンテナンスをおこなっていますか︖

Q53 ⾃然公園（国⽴公園・国定公園・都道府県⽴⾃然公園）について、当てはまるものを⼀つ
選んでください。

Q53 ⾃然環境保全地域について、当てはまるものを⼀つ選んでください。
Q53 ⿃獣保護区について、当てはまるものを⼀つ選んでください。
Q53 名勝・天然記念物について、当てはまるものを⼀つ選んでください。
Q53 保安林について、当てはまるものを⼀つ選んでください。
Q53 保護林（森林⽣態系保護地域等）について、当てはまるものを⼀つ選んでください。
Q54 保全活動において、現在抱えている悩みがあれば、その内容を教えてください。

Q55 誘客のためにジオパーク（⽬指す地域含む）の情報発信を⾏っているものを教えてください。い
くつでも選択可能です。

Q56 前問の情報発信のうち外国語対応があるものを教えてください。いくつでも選択可能です。
Q57 ホームページにかかる2021年度の事業費を教えてください。
Q58 ホームページの年間更新頻度を教えてください。
Q59 SNS（ホームページ以外）の年間更新頻度を教えてください。
Q60 ガイド付き（ジオ）ツアーがありますか︖　※運営団体主催以外も含む
Q61 地域内のジオパークの案内ができるガイド(認定ジオガイドに限らない)の⼈数を記⼊してくださ

ジオパークエリア内での法的な保護について教えてください。



質問番号 質問内容
Q62 前問のガイドのうち有料ガイドの⼈数を記⼊してください

Q63 利⽤者に対してガイドした件数を教えてください。無料ガイド 2021年度　※運営団体主催以
外も含む

Q63 利⽤者に対してガイドした件数を教えてください。有料ガイド 2021年度　※運営団体主催以
外も含む

Q64 悪天候などによりツアーが中⽌になった場合の代替策はありますか︖　※運営団体主催以外
Q65 前問で「ある」と回答した⽅に伺います。どのような代替策ですか︖

Q66 利⽤者の声を集約する環境を整えているものがあれば教えてください。いくつでも選択可能で
す。

Q67 ジオサイトを巡る⾒学者が利⽤できる交通⼿段があれば教えてください。いくつでも選択可能で
す。

Q68 前問の交通⼿段のうち、時刻表や連絡先が⾒やすい場所へ掲⽰しているものを教えてくださ
い。いくつでも選択可能です。

Q69 ガイド育成のための講座等を実施していますか。
Q70 前問で「実施している」と回答した⽅に伺います。実施形式を教えてください。

Q71 前問でオンライン形式で実施していると回答した⽅に伺います。その講座の視聴可能な範囲に
ついて教えてください。（例︓ガイド団体の会員限定で公開している 等）

Q72 Q69で「実施している」と回答した⽅にお伺いします。講座内容について教えてください。

Q73
ガイドが受け取るガイド料はどのように設定していますか。
（例︓○○ガイドの会ガイド１⼈につき1時間1,000円(ガイド１⼈につき参加者10⼈ま
で)、

Q74 その他、ガイド育成のための独⾃のとりくみがあれば教えてください。
Q75 ガイド付きツアーでジオサイトを巡る⾒学者を対象とした保険に加⼊していますか︖
Q76 ジオサイトを案内するガイドを対象とした保険に加⼊していますか︖
Q77 経済効果の分析をおこなっていますか︖

Q78 前問で「おこなっている」と回答した⽅にお伺いします。どのような項⽬で分析しているか教えてく
ださい。いくつでも選択可能です。

Q79 運営団体の対象地域の観光収⼊ 2021年度
Q80 運営団体の対象地域の⼊込客数（⾃治体で公表されている数値）  2021年度
Q81 修学旅⾏および研修旅⾏等で訪れた団体数 ⼩学校  2021年度
Q81 修学旅⾏および研修旅⾏等で訪れた団体数 中学校 2021年度
Q81 修学旅⾏および研修旅⾏等で訪れた団体数 ⾼校  2021年度
Q81 修学旅⾏および研修旅⾏等で訪れた団体数 ⼤学・⼤学院 2021年度
Q81 修学旅⾏および研修旅⾏等で訪れた団体数 研究者  2021年度
Q81 修学旅⾏および研修旅⾏等で訪れた団体数 外国⼈団体、その他  2021年度
Q81 受け⼊れた視察数を記⼊してください 2021年度

Q82 ジオパーク活動担当者以外の職員のジオパーク活動に対する意識は変化していると感じます
か︖

Q83 前問で「変化している」と回答した⽅に伺います。変化していると感じた理由はなんですか︖
Q84 学校におけるジオパーク活動への変化 ⼩学校
Q84 学校におけるジオパーク活動への変化 中学校
Q84 学校におけるジオパーク活動への変化 ⾼校

Q85 前問で1つでも「変化している」と回答した⽅に伺います。学校が変化していると感じた理由は
なんですか︖

Q86 ⼦供たちのジオパークへの理解は拡⼤していると感じますか︖

Q87 前問で「拡⼤している」と回答した⽅に伺います。⼦供たちの理解が拡⼤していると感じる理由
はなんですか︖

Q88 商店街や商⼯会などにおけるジオパーク活動への参加状況に変化は感じますか︖

Q89 前問で「変化している」と回答した⽅に伺います。商店街や商⼯会などの参加状況が変化して
いると感じた理由はなんですか︖

Q90 上記以外の住⺠におけるジオパーク活動への理解は拡⼤していると感じますか︖

Q91 前問で「拡⼤している」と回答した⽅に伺います。住⺠の理解が拡⼤していると感じる理由は
何ですか︖

Q92 住⺠のジオパーク活動への参加は増えていると感じますか︖

■2020年度からの変化について（担当者の実感でお答えください）



質問番号 質問内容
Q93 住⺠と⾏政が⼀緒に活動するような機会は増えていると感じますか︖
Q94 住⺠による⾃発的な活動は増えていると感じますか︖
Q95 住⺠同⼠の連携した活動は増えていると感じますか︖

Q96 2021年度に運営団体が住⺠や企業等とコラボレーションした取り組みはありますか︖
（Q41、42で答えた保全に関する取り組みは除く）

Q97 前問で取り組みが「ある」と回答した⽅に伺います。具体的な取り組みを教えてください。
Q98 団体や企業とパートナーシップ協定を締結していますか︖

Q99 前問で「はい」と答えた⽅にお聞きします。どのような団体と協定を締結していますか︖
(例︓団体種別や活動内容　例︓観光協会、環境団体、飲⾷店 等)

Q100 ジオパークに関する検定試験を実施していますか︖

Q101 前問で「おこなっている」と答えた⽅にお聞きします。検定試験はオンライン上での受験に対応し
ていますか︖

Q102 運営団体はNPOなどと連携をおこなっていますか︖
Q103 NPOとの連携をおこなっている場合、団体の名称を教えてください。

Q104 2021年度に運営団体からNPOなどへの教育活動に対する助成⾦など活動⽀援は
ありますか︖

Q105 2021年度に教育研究活動に対する助成⾦など活動⽀援がある場合は、助成⾦額を教えて
ください。

Q106 2021年度に教育研究活動に対する助成⾦など活動⽀援がある場合は、採択件数を教えて
ください。

Q107 直⾯している教育的な課題（教育の質的な課題、量的な課題）について教えてください。
Q108 インターネットを使⽤した、ジオパークに関連する双⽅向性の教材はありますか︖

Q109 ジオパーク地域内の⼩中学校・⾼校の授業の中でジオパークについて学習する機会はあります
か︖

Q110 前問で機会が「あり」と回答した⽅に伺います。機会を設けている学校の割合を教えてくださ
い。　⼩学校

Q110 前問で機会が「あり」と回答した⽅に伺います。機会を設けている学校の割合を教えてくださ
い。　中学校

Q110 前問で機会が「あり」と回答した⽅に伺います。機会を設けている学校の割合数を教えてくだ
さい。　⾼校

Q111 ⼩中学校・⾼校の教材等として副読本等の作成をおこなっていますか︖
Q112 国内のジオパークへ児童⽣徒（⾼校⽣以下）を派遣、または引率しましたか︖

Q113 前問で「した」と回答した⽅に伺います。実施内容を教えてください。（例︓ジオパークの⼤会・
会議・研修への参加、姉妹ジオパーク等との交流事業、教育旅⾏ 等）

Q114 海外のジオパークへ児童⽣徒（⾼校⽣以下）を派遣、または引率しましたか︖

Q115 前問で「した」と回答した⽅に伺います。実施内容を教えてください。（例︓ジオパークの⼤会・
会議・研修への参加、姉妹ジオパーク等との交流事業、教育旅⾏ 等）

Q116 その他、⼩中学校・⾼校でジオパークについて学習する独⾃の取り組みがあれば教えてくださ
い。

Q117 ジオパークについての教員研修を実施していますか︖

Q118 2021年度に国内の他地域のジオパーク（⽬指す地域含む）とのネットワークを活かした活動
に取り組んでいますか︖（地域ブロックでの活動を含まない）

Q119 前問で「はい」と回答した⽅にお伺いします。具体的な活動内容を教えてください。
Q120 2021年度に国外のジオパークとのネットワークを活かした活動に取り組みましたか︖
Q121 前問で「はい」と回答した⽅にお伺いします。具体的な活動内容を教えてください。
Q122 運営団体として今後はどのような取り組みが必要であると考えていますか︖
Q123 都道府県や連携市町村等とは、今後どのような取り組みが必要であると考えていますか︖
Q124 住⺠との連携では今後どのような取り組みが必要であると考えていますか︖
Q125 学校との連携では今後どのような取り組みが必要であると考えていますか︖
Q126 ジオパークとしてのSDGｓの取組み、今後の取組予定についてご⾃由に記⼊してください。

Q127 運営組織について、法⼈化等組織体制の変更を検討していますか。ご⾃由に記⼊してくださ
い。



質問番号 質問内容

Q128 JGNとしてネットワークの真価を最⼤限に発揮していくために、2022年〜2023年にかけて
JGNが特に⼒を⼊れていくべきことはどのようなことだと思いますか。（いくつでも）

Q129 前問でお答えいただいたことについて、⽅法や⼿段、また⾃分や⾃地域にできることややりたいこ
となどアイディアがあれば記⼊してください。

Q130 本調査についてのご意⾒、ご要望などご⾃由に記⼊してください。（別途、他の設問で追記す
べき点があればこちらにお書きください）



JGN活動状況調査2022　( 1 / 16 )

■単純集計表

n %
全体 55 100.0

1 地質遺産の保全 3 5.5
2 観光振興 12 21.8
3 ⼈⼝対策 1 1.8
4 地域づくり 21 38.2
5 住⺠⾃治の振興 1 1.8
6 地球科学教育の推進 2 3.6
7 防災意識の共有 0 0.0
8 郷⼟愛の醸成 10 18.2
9 その他 5 9.1

n %
全体 55 100.0

1 ⼗分あがっている 4 7.3
2 ⼀部あがっている 44 80.0
3 ほとんどあがっていない 2 3.6
4 全くあがっていない 1 1.8
5 まだわからない 4 7.3

n %
全体 55 100.0

1 10回以上設けた 3 5.5
2 5〜９回設けた 8 14.5
3 １〜４回設けた 39 70.9
4 設けていない 5 9.1

n %
全体 55 100.0

1 ⼗分理解できている 0 0.0
2 概ね理解できている 7 12.7
3 理解は進んでいるがまだ⾜りない 42 76.4
4 理解できているとは⾔えない 6 10.9

n %
全体 55 100.0

1 201箇所以上 1 1.8
2 176〜200箇所 0 0.0
3 151〜175箇所 1 1.8
4 126〜150箇所 0 0.0
5 101〜125箇所 2 3.6
6 76〜100箇所 3 5.5
7 51〜75箇所 4 7.3
8 26〜50箇所 14 25.5

  9 1〜25箇所 27 49.1
10 0箇所 3 5.5

n %
全体 55 100.0

1 201箇所以上 2 3.6
2 176〜200箇所 0 0.0
3 151〜175箇所 0 0.0
4 126〜150箇所 1 1.8
5 101〜125箇所 0 0.0
6 76〜100箇所 3 5.5
7 51〜75箇所 4 7.3
8 26〜50箇所 8 14.5

  9 1〜25箇所 32 58.2
10 0箇所 5 9.1

n %
全体 55 100.0

1 11箇所以上 6 10.9
2 9〜10箇所 3 5.5
3 7〜8箇所 2 3.6
4 5〜6箇所 2 3.6
5 3〜4箇所 10 18.2
6 1〜2箇所 22 40.0
7 0箇所 10 18.2

Q13.　ユネスコのガイドラインに⽰されているジオパークの理念について、運営団体内や地域内の理解度はどのくらいですか︖

Q15. 誘導看板（ジオサイト等における説明看板）　整備済み数量（箇所数）

Q6. 現在、ジオパーク活動の効果として運営団体が⼀番期待していることは何ですか︖

Q8.現在⼀番期待していることについて、効果はあがっていますか︖

Q11. ユネスコのガイドラインに⽰されているジオパークの理念について、2021年度に運営団体内や地域内で共有する場を設けましたか︖

Q14. 解説看板（ジオサイト等における説明看板）　整備済み数量（箇所数）

Q16. 拠点施設（ビジターセンターや博物館など情報発信の中⼼となる施設）　 整備済み数量（箇所数）

5.5

21.8

1.8

38.2
1.8

3.6

18.2

9.1
地質遺産の保全
観光振興
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その他

7.3

80.0

3.6
1.8

7.3
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1.8

0.0
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い
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■単純集計表

n %
全体 55 100.0

1 41箇所以上 1 1.8
2 36〜40箇所 0 0.0
3 31〜35箇所 0 0.0
4 26〜30箇所 0 0.0
5 21〜25箇所 0 0.0
6 16〜20箇所 4 7.3
7 11〜15箇所 5 9.1
8 6〜10箇所 19 34.5

  9 1〜5箇所 21 38.2
10 0箇所 5 9.1

n %
全体 55 100.0

1 解説看板 44 80.0
2 誘導看板 33 60.0
3 拠点施設 31 56.4
4 案内所 25 45.5
5 その他 10 18.2
6 外国語対応をしているものはない 4 7.3

n %
全体 55 100.0

1 0〜99万円 4 7.3
2 100〜499万円 13 23.6
3 500〜999万円 11 20.0
4 1,000〜1,999万円 15 27.3
5 2,000〜4,999万円 11 20.0
6 5,000万円〜9,999万円 1 1.8
7 1億円〜 0 0.0

n %
全体 55 100.0

1 0〜99万円 27 49.1
2 100〜499万円 9 16.4
3 500〜999万円 10 18.2
4 1,000〜1,999万円 1 1.8
5 2,000〜4,999万円 7 12.7
6 5,000万円〜9,999万円 0 0.0
7 1億円〜1億9,999万円 1 1.8
8 10億円〜 0 0.0

n %
全体 55 100.0

1 ０回 4 7.3
2 １回 25 45.5
3 ２回 19 34.5
4 ３回 5 9.1
5 ４回 1 1.8
6 ５回 0 0.0
7 ６〜9回 1 1.8
8 10回以上 0 0.0

n %
全体 55 100.0

1 ０回 8 14.5
2 １回 16 29.1
3 ２回 10 18.2
4 ３回 8 14.5
5 ４回 3 5.5
6 ５回 4 7.3
7 ６〜9回 3 5.5
8 10回以上 3 5.5

n %
全体 55 100.0

1 ０回 6 10.9
2 １回 3 5.5
3 ２回 4 7.3
4 ３〜４回 6 10.9
5 ５〜９回 9 16.4
6 １０〜１４回 14 25.5
7 １５〜２４回 8 14.5
8 ２５〜３４回 3 5.5
9 ３５回以上 2 3.6

Q24. 2021年度の運営団体の会合の開催回数　（（Q22、Q23を除いた）その他）

Q17. 案内所（⾒学者に対する情報提供ができる施設）　整備済み数量（箇所数）

Q18. ジオパークの整備状況について、外国語対応があるものを選んでください。いくつでも選択可能です。

Q22. 2021年度の運営団体の会合の開催回数　（総会レベルの会合）

Q23. 2021年度の運営団体の会合の開催回数　（役員会・幹事会レベル）

Q21. 2021年度⾃治体のジオパークに係る⽀出の決算総額（運営団体への負担⾦を含まない）

Q19. 2021年度運営団体のジオパークに係る⽀出の決算総額（⾃治体からの負担⾦を含む）
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■単純集計表

n %
全体 55 100.0

1 10⼈以上 2 3.6
2 9⼈ 0 0.0
3 8⼈ 2 3.6
4 7⼈ 0 0.0
5 6⼈ 0 0.0
6 5⼈ 2 3.6
7 4⼈ 9 16.4
8 3⼈ 8 14.5
9 2⼈ 13 23.6

10 1⼈ 3 5.5
11 いない 16 29.1

n %
全体 55 100.0

1 10⼈以上 3 5.5
2 9⼈ 2 3.6
3 8⼈ 4 7.3
4 7⼈ 1 1.8
5 6⼈ 0 0.0
6 5⼈ 2 3.6
7 4⼈ 3 5.5
8 3⼈ 6 10.9
9 2⼈ 9 16.4

10 1⼈ 11 20.0
11 いない 14 25.5

n %
全体 55 100.0

1 10⼈以上 0 0.0
2 9⼈ 0 0.0
3 8⼈ 0 0.0
4 7⼈ 0 0.0
5 6⼈ 0 0.0
6 5⼈ 2 3.6
7 4⼈ 2 3.6
8 3⼈ 3 5.5
9 2⼈ 9 16.4

10 1⼈ 14 25.5
11 いない 25 45.5

n %
全体 55 100.0

1 10⼈以上 0 0.0
2 9⼈ 0 0.0
3 8⼈ 0 0.0
4 7⼈ 0 0.0
5 6⼈ 0 0.0
6 5⼈ 0 0.0
7 4⼈ 0 0.0
8 3⼈ 0 0.0
9 2⼈ 0 0.0

10 1⼈ 4 7.3
11 いない 51 92.7

n %
全体 55 100.0

1 10⼈以上 0 0.0
2 9⼈ 0 0.0
3 8⼈ 0 0.0
4 7⼈ 0 0.0
5 6⼈ 0 0.0
6 5⼈ 1 1.8
7 4⼈ 0 0.0
8 3⼈ 3 5.5
9 2⼈ 3 5.5

10 1⼈ 15 27.3
11 いない 33 60.0

n %
全体 55 100.0

1 10⼈以上 0 0.0
2 9⼈ 0 0.0
3 8⼈ 0 0.0
4 7⼈ 0 0.0
5 6⼈ 0 0.0
6 5⼈ 0 0.0
7 4⼈ 0 0.0
8 3⼈ 1 1.8
9 2⼈ 0 0.0

10 1⼈ 8 14.5
11 いない 46 83.6

4. フルタイム・期間の定めのある雇⽤（兼任）

5. パートタイム（専任）

6. パートタイム（兼任）

3. フルタイム・期間の定めのある雇⽤（専任）

1. フルタイム・期間の定めのない雇⽤（専任）

2. フルタイム・期間の定めのない雇⽤（兼任）

Q26. 2022年3⽉末時点の運営団体事務局スタッフについてそれぞれの⼈数を教えてください。
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■単純集計表

n %
全体 55 100.0

1 あり 45 81.8
2 なし 8 14.5
3 わからない 2 3.6

n %
全体 55 100.0

1 おこなっている 38 69.1
2 おこなっていない 12 21.8
3 わからない 5 9.1

n %
全体 55 100.0

1 あり 42 76.4
2 なし 5 9.1
3 わからない 8 14.5

n %
全体 55 100.0

1 あり 40 72.7
2 なし 11 20.0
3 わからない 4 7.3

n %
全体 55 100.0

1 0回 36 65.5
2 1回 7 12.7
3 2回 3 5.5
4 3回 4 7.3
5 4回 2 3.6
6 5回 0 0.0
7 6〜9回 1 1.8
8 10〜29回 2 3.6
9 30回以上 0 0.0

n %
全体 55 100.0

1 0回 10 18.2
2 1回 5 9.1
3 2回 6 10.9
4 3〜4回 7 12.7
5 5〜9回 12 21.8
6 10〜19回 13 23.6
7 20〜29回 1 1.8
8 30回以上 1 1.8

n %
全体 55 100.0

1 0回 7 12.7
2 1回 6 10.9
3 2回 6 10.9
4 3回 6 10.9
5 4回 7 12.7
6 5回 6 10.9
7 6回 2 3.6
8 7〜9回 2 3.6

  9 10〜14回 6 10.9
10 15回以上 7 12.7

Q27. 運営団体構成⾃治体の役所内で担当課以外の部署との連携はありますか︖

Q28. 運営団体構成⾃治体の役所内で職員同⼠が情報共有できる環境整備をおこなっていますか︖

Q29. 運営団体構成⾃治体の部課⻑等の管理職会議の中でジオパークの取り組みは話題に取り上げられますか︖

Q30. 2021年度に運営団体構成⾃治体の担当者以外の職員が⾃発的にジオパーク活動を推進する取り組みはありましたか︖

Q31. ジオパークに関する住⺠説明会 開催回数 2021年度　※運営団体主催以外も含む

Q32. ジオパークに関する各種講演会 開催回数（研修会との同時開催含む）2021年度　※運営団体主催以外も含む

Q33. ジオパークに関する各種研修会 開催回数（教員研修は除く） 2021年度　※運営団体主催以外も含む
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■単純集計表

n %
全体 55 100.0

1 0回 8 14.5
2 1回 4 7.3
3 2回 3 5.5
4 3回 4 7.3
5 4回 3 5.5
6 5回 3 5.5
7 6〜9回 9 16.4
8 10〜14回 5 9.1

  9 15〜19回 4 7.3
10 20回以上 12 21.8

n %
全体 55 100.0

1 ⼗分理解がある 9 16.4
2 理解がある 32 58.2
3 あまり理解がない 13 23.6
4 理解がない 1 1.8

n %
全体 55 100.0

1 ⼗分ある 5 9.1
2 ある程度ある 19 34.5
3 あまりない 17 30.9
4 全くない 14 25.5

n %
全体 55 100.0

1 あり 41 74.5
2 なし 14 25.5

n %
全体 55 100.0

1 後世に残すために、積極的に守るべき場所 33 60.0
2 学術的な価値を有する場所 10 18.2
3 ツアー等で観光客が訪れ、楽しむことのできる場所 6 10.9
4 校外活動などで訪れ、学びを得ることのできる場所 4 7.3
5 その他 2 3.6

n %
全体 55 100.0

1 後世に残すために、積極的に守るべき場所 10 18.2
2 学術的な価値を有する場所 26 47.3
3 ツアー等で観光客が訪れ、楽しむことのできる場所 9 16.4
4 校外活動などで訪れ、学びを得ることのできる場所 8 14.5
5 その他 2 3.6

n %
全体 55 100.0

1 後世に残すために、積極的に守るべき場所 5 9.1
2 学術的な価値を有する場所 8 14.5
3 ツアー等で観光客が訪れ、楽しむことのできる場所 25 45.5
4 校外活動などで訪れ、学びを得ることのできる場所 13 23.6
5 その他 4 7.3

Q35. 議会はジオパーク活動に理解がありますか︖

Q36. 議会としてジオパーク活動への参加はありますか︖

Q34. ジオパークに関する⼦どもを対象とした学習イベントの開催回数 2021年度　※運営団体主催以外も含む

Q39. 地域住⺠や企業等を巻き込んだ保全に関する取り組みはありますか︖　※運営団体主催以外も含む

Q41. ジオパークで設定している「サイト」をどのようなものだととらえていますか︖ 1番あてはまるものを選んでください。

Q43. ジオパークで設定している「サイト」をどのようなものだととらえていますか︖ 2番⽬にあてはまるものを選んでください。

Q45. ジオパークで設定している「サイト」をどのようなものだととらえていますか︖ 3番⽬にあてはまるものを選んでください。
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74.5

25.5

あり なし

60.0
18.2

10.9
7.3

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

後世に残すために、積極的に守るべき場所

学術的な価値を有する場所

ツアー等で観光客が訪れ、楽しむことのできる場所

校外活動などで訪れ、学びを得ることのできる場所

その他

18.2
47.3

16.4
14.5

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

後世に残すために、積極的に守るべき場所

学術的な価値を有する場所

ツアー等で観光客が訪れ、楽しむことのできる場所

校外活動などで訪れ、学びを得ることのできる場所

その他

9.1
14.5

45.5
23.6

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

後世に残すために、積極的に守るべき場所

学術的な価値を有する場所

ツアー等で観光客が訪れ、楽しむことのできる場所

校外活動などで訪れ、学びを得ることのできる場所

その他
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■単純集計表

n %
全体 55 100.0

1 運営団体 44 80.0
2 市⺠ 36 65.5
3 地元企業 7 12.7
4 ⾏政 37 67.3
5 NPO 22 40.0
6 学校 10 18.2
7 その他 5 9.1

n %
全体 55 100.0

1 部会があり、年2回以上の頻度で会合（オンラインを含む）を開いている 17 30.9
2 部会があり、年1回以下の頻度で会合（オンラインを含む）を開いている 13 23.6
3 部会はない 25 45.5

n %
全体 55 100.0

1 5か所以上 7 12.7
2 4か所 1 1.8
3 3か所 1 1.8
4 2か所 6 10.9
5 1か所 11 20.0
6 ない 29 52.7
7 ジオサイトがない 0 0

n %
全体 55 100.0

1 記載している 44 80.0
2 記載していない 0 0.0
3 管理運営計画を策定していない 11 20.0

n %
全体 55 100.0

1 策定している 17 30.9
2 来年度末までの間に策定する予定がある 12 21.8
3 予定はたっていないが、いずれ策定したいと考えている 21 38.2
4 策定する予定はない 5 9.1

n %
全体 55 100.0

1 年6回以上 16 29.1
2 年3?5回 6 10.9
3 年1?2回 21 38.2
4 おこなっていない 10 18.2
5 ジオサイトを設定していない 2 3.6

n %
全体 55 100.0

1 ジオパークエリアの⼀部が指定されている/含まれている 52 94.5
2 ジオパークエリア内に指定個所がない 2 3.6
3 ジオパークエリア内に指定個所があるかどうか分からない 1 1.8
4 どのような制度なのかよく分からない 0 0.0

Q48. ジオパークの運営団体に、保全や保護を専⾨とする部会はありますか︖

Q50. ジオパークとしての管理運営計画（基本構想、基本計画　等）に、保全に関する記載はありますか︖

Q51. ジオパークとしての保全計画を策定していますか︖

Q53. ジオパークエリア内での法的な保護について教えてください。
1. ⾃然公園（国⽴公園・国定公園・都道府県⽴⾃然公園）について、当てはまるものを⼀つ選んでください。

Q52. ジオサイトの定期的なモニタリングとメンテナンスをおこなっていますか︖

Q47. 保全活動を主体的に担っているのはどこですか︖いくつでも選択可能です。

Q49. 保全の観点から、⼊場制限などを設けているジオサイトはありますか︖

80.0
65.5

12.7
67.3

40.0
18.2

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運営団体
市⺠

地元企業
⾏政
NPO
学校

その他

12.7
1.8 1.8

10.9

20.0

52.7

5か所以上

4か所

3か所

2か所

1か所

29.1

10.9
38.2

18.2

3.6

年6回以上

年3?5回

年1?2回

おこなっていない

ジオサイトを設定していない

30.9

23.6

45.5

部会があり、年2回以上の頻度で会合（オ
ンラインを含む）を開いている

部会があり、年1回以下の頻度で会合（オ
ンラインを含む）を開いている

部会はない

80.0

0.0

20.0
記載している

記載していない

管理運営計画を策定していない

30.9

21.8

38.2

9.1 策定している

来年度末までの間に策定する予定がある

予定はたっていないが、いずれ策定したいと考
えている
策定する予定はない

94.5

3.6 1.8

ジオパークエリアの⼀部が指定されている/含まれ
ている
ジオパークエリア内に指定個所がない

ジオパークエリア内に指定個所があるかどうか分か
らない
どのような制度なのかよく分からない
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■単純集計表

n %
全体 55 100.0

1 ジオパークエリアの⼀部が指定されている/含まれている 26 47.3
2 ジオパークエリア内に指定個所がない 23 41.8
3 ジオパークエリア内に指定個所があるかどうか分からない 3 5.5
4 どのような制度なのかよく分からない 3 5.5

n %
全体 55 100.0

1 ジオパークエリアの⼀部が指定されている/含まれている 48 87.3
2 ジオパークエリア内に指定個所がない 3 5.5
3 ジオパークエリア内に指定個所があるかどうか分からない 3 5.5
4 どのような制度なのかよく分からない 1 1.8

n %
全体 55 100.0

1 ジオパークエリアの⼀部が指定されている/含まれている 53 96.4
2 ジオパークエリア内に指定個所がない 1 1.8
3 ジオパークエリア内に指定個所があるかどうか分からない 1 1.8
4 どのような制度なのかよく分からない 0 0.0

n %
全体 55 100.0

1 ジオパークエリアの⼀部が指定されている/含まれている 49 89.1
2 ジオパークエリア内に指定個所がない 1 1.8
3 ジオパークエリア内に指定個所があるかどうか分からない 5 9.1
4 どのような制度なのかよく分からない 0 0.0

n %
全体 55 100.0

1 ジオパークエリアの⼀部が指定されている/含まれている 30 54.5
2 ジオパークエリア内に指定個所がない 14 25.5
3 ジオパークエリア内に指定個所があるかどうか分からない 8 14.5
4 どのような制度なのかよく分からない 3 5.5

n %
全体 55 100.0

1 無料パンフレット、リーフレット等 53 96.4
2 有料パンフレット、リーフレット等 5 9.1
3 無料のガイドブック等 23 41.8
4 有料のガイドブック等 18 32.7
5 CDやビデオ（DVD） 23 41.8
6 ホームページ・ブログ 53 96.4
7 フェイスブック 45 81.8
8 ツイッター 21 38.2
9 インスタグラム 32 58.2

10 プレスリリース（⽅法は問いません） 34 61.8
11 メールマガジン等の配信 9 16.4
12 活動カレンダー 6 10.9
13 スマホ⽤アプリ 12 21.8
14 その他 7 12.7
15 ない 1 1.8

3. ⿃獣保護区について、当てはまるものを⼀つ選んでください。

4. 名勝・天然記念物について、当てはまるものを⼀つ選んでください。

5. 保安林について、当てはまるものを⼀つ選んでください。

6. 保護林（森林⽣態系保護地域等）について、当てはまるものを⼀つ選んでください。

Q55. 誘客のためにジオパーク（⽬指す地域含む）の情報発信を⾏っているものを教えてください。いくつでも選択可能です。

2. ⾃然環境保全地域について、当てはまるものを⼀つ選んでください。

96.4
9.1

41.8
32.7

41.8
96.4

81.8
38.2

58.2
61.8

16.4
10.9

21.8
12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無料パンフレット、リーフレット等
有料パンフレット、リーフレット等

無料のガイドブック等
有料のガイドブック等

CDやビデオ（DVD）
ホームページ・ブログ

フェイスブック
ツイッター

インスタグラム
プレスリリース（⽅法は問いません）

メールマガジン等の配信
活動カレンダー
スマホ⽤アプリ

その他
ない

47.3

41.8

5.5 5.5
ジオパークエリアの⼀部が指定されている/含ま
れている
ジオパークエリア内に指定個所がない

ジオパークエリア内に指定個所があるかどうか分
からない
どのような制度なのかよく分からない

87.3

5.5
5.5 1.8

ジオパークエリアの⼀部が指定されている/含ま
れている
ジオパークエリア内に指定個所がない

ジオパークエリア内に指定個所があるかどうか分
からない
どのような制度なのかよく分からない

96.4

1.8 1.8

ジオパークエリアの⼀部が指定されている/含ま
れている
ジオパークエリア内に指定個所がない

ジオパークエリア内に指定個所があるかどうか分
からない
どのような制度なのかよく分からない

89.1

1.8
9.1 ジオパークエリアの⼀部が指定されている/含ま

れている
ジオパークエリア内に指定個所がない

ジオパークエリア内に指定個所があるかどうか分
からない
どのような制度なのかよく分からない

54.525.5

14.5

5.5 ジオパークエリアの⼀部が指定されている/含ま
れている
ジオパークエリア内に指定個所がない

ジオパークエリア内に指定個所があるかどうか分
からない
どのような制度なのかよく分からない
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■単純集計表

n %
全体 55 100.0

1 無料パンフレット、リーフレット等 38 69.1
2 有料パンフレット、リーフレット等 3 5.5
3 無料のガイドブック等 11 20.0
4 有料のガイドブック等 4 7.3
5 CDやビデオ（DVD） 8 14.5
6 ホームページ・ブログ 31 56.4
7 フェイスブック 8 14.5
8 ツイッター 2 3.6
9 インスタグラム 6 10.9

10 プレスリリース（⽅法は問いません） 0 0.0
11 メールマガジン等の配信 0 0.0
12 活動カレンダー 2 3.6
13 スマホ⽤アプリ 5 9.1
14 その他 1 1.8
15 ない 10 18.2

n %
全体 55 100.0

1 1,000万円以上 0 0.0
2 500〜999万円 0 0.0
3 300〜499万円 1 1.8
4 100〜299万円 5 9.1
5 50万円〜99万円 9 16.4
6 30〜49万円 10 18.2
7 1〜29万円 23 41.8
8 ない 7 12.7
9 WEBを使⽤していない 0 0.0

n %
全体 55 100.0

1 年120回以上（⽉10回以上） 5 9.1
2 年60〜119回程度（⽉5〜9回程度） 4 7.3
3 年25〜59回程度（⽉3〜4回程度） 21 38.2
4 年24回以下（⽉2回以下） 24 43.6
5 更新しない 0 0.0
6 ホームページを使⽤していない 1 1.8

n %
全体 55 100.0

1 年120回以上（⽉10回以上） 12 21.8
2 年60〜119回程度（⽉5〜9回程度） 7 12.7
3 年25〜59回程度（⽉3〜4回程度） 17 30.9
4 年24回以下（⽉2回以下） 12 21.8
5 更新しない 0 0.0
6 SNSを使⽤していない 7 12.7

n %
全体 55 100.0

1 あり 50 90.9
2 なし 5 9.1

n %
全体 55 100.0

1 200⼈以上 2 3.6
2 100〜199⼈ 5 9.1
3 50〜99⼈ 10 18.2
4 30〜49⼈ 8 14.5
5 10〜29⼈ 19 34.5
6 1〜9⼈ 7 12.7
7 いない 2 3.6
8 わからない 2 3.6

Q59. SNS（ホームページ以外）の年間更新頻度を教えてください。

Q56. 前問の情報発信のうち外国語対応があるものを教えてください。いくつでも選択可能です。

Q57. ホームページにかかる2021年度の事業費を教えてください。

Q58. ホームページの年間更新頻度を教えてください。

Q60. ガイド付き（ジオ）ツアーがありますか︖　※運営団体主催以外も含む

Q61. 地域内のジオパークの案内ができるガイド(認定ジオガイドに限らない)の⼈数を記⼊してください。

69.1
5.5

20.0
7.3

14.5
56.4

14.5
3.6

10.9
0.0
0.0
3.6

9.1
1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無料パンフレット、リーフレット等
有料パンフレット、リーフレット等

無料のガイドブック等
有料のガイドブック等

CDやビデオ（DVD）
ホームページ・ブログ

フェイスブック
ツイッター

インスタグラム
プレスリリース（⽅法は問いません）

メールマガジン等の配信
活動カレンダー
スマホ⽤アプリ

その他
ない

0.0
0.0

1.8
9.1

16.4

18.2
41.8

12.7
0.0

1,000万円以上
500〜999万円
300〜499万円
100〜299万円

50万円〜99万円
30〜49万円
1〜29万円

ない
WEBを使⽤していない

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

9.1

7.3

38.2

43.6

0.0

1.8

年120回以上（⽉10回以上）

年60〜119回程度（⽉5〜9回程度）

年25〜59回程度（⽉3〜4回程度）

年24回以下（⽉2回以下）

更新しない

ホームページを使⽤していない

0.0 5.0 10.015.0 20.025.0 30.035.0 40.0 45.050.0

90.9

9.1

あり なし

3.6

9.1

18.2

14.5
34.5

12.7

3.6 3.6
200⼈以上 100〜199⼈

50〜99⼈ 30〜49⼈

10〜29⼈ 1〜9⼈

いない わからない

21.8

12.7

30.9

21.8

0.0

12.7

年120回以上（⽉10回以上）

年60〜119回程度（⽉5〜9回程度）

年25〜59回程度（⽉3〜4回程度）

年24回以下（⽉2回以下）

更新しない

SNSを使⽤していない

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0
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■単純集計表

n %
全体 55 100.0

1 200⼈以上 1 1.8
2 100〜199⼈ 4 7.3
3 50〜99⼈ 7 12.7
4 30〜49⼈ 11 20.0
5 10〜29⼈ 18 32.7
6 1〜9⼈ 8 14.5
7 いない 3 5.5
8 わからない 3 5.5

n %
全体 55 100.0

1 5000件以上 1 1.8
2 2000件〜4999件 0 0.0
3 1000件〜1999件 0 0.0
4 500〜999件 2 3.6
5 200〜499件 3 5.5
6 100〜199件 2 3.6
7 50〜99件 3 5.5
8 30〜49件 3 5.5
9 10〜29件 12 21.8

10 1〜9件 6 10.9
11 0件 7 12.7
12 わからない 12 21.8
13 ガイドがいない 4 7.3

n %
全体 55 100.0

1 5000件以上 0 0.0
2 2000件〜4999件 1 1.8
3 1000件〜1999件 1 1.8
4 500〜999件 3 5.5
5 200〜499件 7 12.7
6 100〜199件 7 12.7
7 50〜99件 7 12.7
8 30〜49件 4 7.3
9 10〜29件 7 12.7

10 1〜9件 6 10.9
11 0件 2 3.6
12 わからない 7 12.7
13 ガイドがいない 3 5.5

n %
全体 55 100.0

1 あり 27 49.1
2 なし 26 47.3
3 ガイド付きツアーがない 2 3.6

n %
全体 55 100.0

1 パンフレットやwebサイトなどに問い合わせ窓⼝の電話番号表⽰ 49 89.1
2 パンフレットやwebサイトなどに問い合わせ窓⼝のファックス番号表⽰ 44 80.0
3 パンフレットやwebサイトなどに問い合わせ窓⼝のEメールアドレス番号表⽰ 47 85.5
4 ツアー参加やイベント後に参加者アンケート実施 42 76.4
5 ジオサイトなどでの聞き取り調査 4 7.3
6 設けていない（これを選んだ⽅は他を選ばないでください） 1 1.8

n %
全体 55 100.0

1 タクシー 49 89.1
2 バス 46 83.6
3 鉄道 21 38.2
4 船 21 38.2
5 ヘリコプター 2 3.6
6 レンタカー 40 72.7
7 レンタサイクル 45 81.8
8 その他 5 9.1
9 提供していない（これを選んだ⽅は他を選ばないでください） 2 3.6

10 ジオサイトがない（これを選んだ⽅は他を選ばないでください） 0 0.0

1.無料ガイド 2021年度　※運営団体主催以外も含む

Q64. 悪天候などによりツアーが中⽌になった場合の代替策はありますか︖　※運営団体主催以外も含む

Q62. 前問のガイドのうち有料ガイドの⼈数を記⼊してください

Q63. 利⽤者に対してガイドした件数を教えてください。

2.有料ガイド 2021年度　※運営団体主催以外も含む

Q67. ジオサイトを巡る⾒学者が利⽤できる交通⼿段があれば教えてください。いくつでも選択可能です。

Q66. 利⽤者の声を集約する環境を整えているものがあれば教えてください。いくつでも選択可能です。

1.8
7.3

12.7

20.0

32.7

14.5

5.5
5.5 200⼈以上 100〜199⼈

50〜99⼈ 30〜49⼈

10〜29⼈ 1〜9⼈

いない わからない

1.8
0.0
0.0

3.6
5.5

3.6
5.5
5.5

21.8
10.9
12.7

21.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5000件以上
2000件〜4999件
1000件〜1999件

500〜999件
200〜499件
100〜199件

50〜99件
30〜49件
10〜29件

1〜9件
0件

わからない
ガイドがいない

0.0
1.8
1.8

5.5
12.7
12.7
12.7

7.3
12.7

10.9
3.6

12.7
5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5000件以上
2000件〜4999件
1000件〜1999件

500〜999件
200〜499件
100〜199件

50〜99件
30〜49件
10〜29件

1〜9件
0件

わからない
ガイドがいない

49.1

47.3

3.6

あり

なし

ガイド付きツアーがない

89.1
83.6

38.2
38.2

3.6
72.7

81.8
9.1

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

タクシー
バス

鉄道
船

ヘリコプター
レンタカー

レンタサイクル
その他

提供していない（これを選んだ⽅は他を選…
ジオサイトがない（これを選んだ⽅は他を選…

89.1
80.0

85.5
76.4

7.3
1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

パンフレットやwebサイトなどに問い合わせ窓⼝の…
パンフレットやwebサイトなどに問い合わせ窓⼝の…
パンフレットやwebサイトなどに問い合わせ窓⼝の…
ツアー参加やイベント後に参加者アンケート実施

ジオサイトなどでの聞き取り調査
設けていない（これを選んだ⽅は他を選ばないで…
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■単純集計表

n %
全体 44 100.0

1 タクシー 21 47.7
2 バス 39 88.6
3 鉄道 21 47.7
4 船 9 20.5
5 ヘリコプター 1 2.3
6 レンタカー 10 22.7
7 レンタサイクル 12 27.3
8 その他 1 2.3

n %
全体 55 100.0

1 実施している 48 87.3
2 実施していない 7 12.7
3 わからない 0 0.0

n %
全体 53 100.0

1 全て対⾯形式 26 49.1
2 全てオンライン（動画配信）形式 2 3.8
3 同じ講座を対⾯とオンラインのどちらでも受けられる 11 20.8
4 対⾯で実施する時とオンラインで実施する時がある 14 26.4

n %
全体 55 100.0

1 すべてしている 35 63.6
2 おおむねしている 11 20.0
3 あまりしていない 5 9.1
4 まったくしていない 2 3.6
5 ジオサイトがない若しくはガイド付きツアーがない 2 3.6

n %
全体 55 100.0

1 すべてしている 33 60.0
2 おおむねしている 10 18.2
3 あまりしていない 4 7.3
4 まったくしていない 6 10.9
5 ジオサイトがない若しくはガイドがいない 2 3.6

n %
全体 55 100.0

1 おこなっている 28 50.9
2 おこなっていない 27 49.1

n %
全体 28 100.0

1 観光客⼊込み客数 23 82.1
2 ⾷事消費 6 21.4
3 ⼟産物消費 9 32.1
4 宿泊消費 10 35.7
5 ⼊場者数 13 46.4
6 交通⼿段 3 10.7
7 アンケート調査 17 60.7
8 聞き取り調査 5 17.9
9 その他 1 3.6

Q77. 経済効果の分析をおこなっていますか︖

Q75. ガイド付きツアーでジオサイトを巡る⾒学者を対象とした保険に加⼊していますか︖

Q76. ジオサイトを案内するガイドを対象とした保険に加⼊していますか︖

Q68. 前問の交通⼿段のうち、時刻表や連絡先が⾒やすい場所へ掲⽰しているものを教えてください。いくつでも選択可能です。

Q69. ガイド育成のための講座等を実施していますか。

Q70. 前問で「実施している」と回答した⽅に伺います。実施形式を教えてください。

Q78. 前問で「おこなっている」と回答した⽅にお伺いします。どのような項⽬で分析しているか教えてください。いくつでも選択可能です。

63.6

20.0

9.1

3.6 3.6 すべてしている

おおむねしている

あまりしていない

まったくしていない

ジオサイトがない若しくはガイド付きツ
アーがない

60.018.2

7.3

10.9

3.6
すべてしている

おおむねしている

あまりしていない

まったくしていない

ジオサイトがない若しくはガイドがいない

50.9

49.1
おこなっている

おこなっていない

82.1
21.4

32.1
35.7

46.4
10.7

60.7
17.9

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

観光客⼊込み客数
⾷事消費

⼟産物消費
宿泊消費
⼊場者数
交通⼿段

アンケート調査
聞き取り調査

その他

47.7
88.6

47.7
20.5

2.3
22.7

27.3
2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

タクシー
バス

鉄道
船

ヘリコプター
レンタカー

レンタサイクル
その他

87.3

12.7
実施している 実施していない

わからない

49.1

3.8

20.8

26.4

全て対⾯形式

全てオンライン（動画配信）形式

同じ講座を対⾯とオンラインのどちらでも
受けられる
対⾯で実施する時とオンラインで実施す
る時がある
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■単純集計表

n %
全体 55 100.0

1 6,000万円以上 20 36.4
2 4,000万円〜5,999万円 1 1.8
3 2,000万円〜3,999万円 0 0.0
4 1,000万円〜1,999万円 0 0.0
5 1〜999万円 1 1.8
6 わからない 33 60.0

n %
全体 55 100.0

1 600万⼈以上 9 16.4
2 400万⼈〜599万⼈ 2 3.6
3 200万⼈〜399万⼈ 5 9.1
4 100万⼈〜199万⼈ 7 12.7
5 1〜99万⼈ 19 34.5
6 わからない 13 23.6

n %
全体 55 100.0

1 200件以上 3 5.5
2 100〜199件 2 3.6
3 50〜99件 4 7.3
4 30〜49件 4 7.3
5 10〜29件 10 18.2
6 1〜9件 13 23.6
7 0件 19 34.5

n %
全体 55 100.0

1 200件以上 1 1.8
2 100〜199件 3 5.5
3 50〜99件 2 3.6
4 30〜49件 4 7.3
5 10〜29件 8 14.5
6 1〜9件 17 30.9
7 0件 20 36.4

n %
全体 55 100.0

1 200件以上 0 0.0
2 100〜199件 2 3.6
3 50〜99件 2 3.6
4 30〜49件 1 1.8
5 10〜29件 8 14.5
6 1〜9件 24 43.6
7 0件 18 32.7

n %
全体 55 100.0

1 200件以上 0 0.0
2 100〜199件 0 0.0
3 50〜99件 1 1.8
4 30〜49件 1 1.8
5 10〜29件 5 9.1
6 1〜9件 31 56.4
7 0件 17 30.9

n %
全体 55 100.0

1 200件以上 0 0.0
2 100〜199件 0 0.0
3 50〜99件 1 1.8
4 30〜49件 0 0.0
5 10〜29件 3 5.5
6 1〜9件 29 52.7
7 0件 22 40.0

4.⼤学・⼤学院　2021年度

Q79. 運営団体の対象地域の観光収⼊ 2021年度

Q80. 運営団体の対象地域の⼊込客数（⾃治体で公表されている数値）  2021年度

Q81.　修学旅⾏および研修旅⾏等で訪れた団体数
1.⼩学校　 2021年度

2.中学校　2021年度

3.⾼校　 2021年度

5.研究者　2021年度

36.4

1.8

1…

60.0

6,000万円以上

4,000万円〜5,999万円

2,000万円〜3,999万円

1,000万円〜1,999万円

1〜999万円

わからない

16.4
3.6

9.1

12.734.5

23.6
600万⼈以上

400万⼈〜599万⼈

200万⼈〜399万⼈

100万⼈〜199万⼈

1〜99万⼈

わからない

5.5
3.6

7.3

7.3

18.2

23.6

34.5

200件以上

100〜199件
50〜99件

30〜49件
10〜29件

1〜9件
0件

1.8 5.5
3.6

7.3

14.5

30.9

36.4

200件以上
100〜199件

50〜99件
30〜49件

10〜29件
1〜9件
0件

3.6 3.6
1.8

14.5

43.6

32.7

200件以上

100〜199件

50〜99件

30〜49件

10〜29件

1〜9件

0件

1.8 1.8

9.1

56.4

30.9

200件以上
100〜199件
50〜99件

30〜49件
10〜29件
1〜9件
0件

1.8
5.5

52.7

40.0

200件以上
100〜199件
50〜99件
30〜49件

10〜29件
1〜9件
0件
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■単純集計表

n %
全体 55 100.0

1 200件以上 0 0.0
2 100〜199件 0 0.0
3 50〜99件 1 1.8
4 30〜49件 1 1.8
5 10〜29件 4 7.3
6 1〜9件 13 23.6
7 0件 36 65.5

n %
全体 55 100.0

1 200件以上 0 0.0
2 100〜199件 2 3.6
3 50〜99件 0 0.0
4 30〜49件 2 3.6
5 10〜29件 7 12.7
6 1〜9件 17 30.9
7 0件 27 49.1

n %
全体 55 100.0

1 良く変化している 20 36.4
2 悪く変化している 1 1.8
3 変化していない 18 32.7
4 わからない 15 27.3
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 1 1.8

n %
全体 55 100.0

1 良く変化している 41 74.5
2 悪く変化している 1 1.8
3 変化していない 9 16.4
4 わからない 3 5.5
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 1 1.8

n %
全体 55 100.0

1 良く変化している 35 63.6
2 悪く変化している 0 0.0
3 変化していない 12 21.8
4 わからない 6 10.9
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 2 3.6

n %
全体 55 100.0

1 良く変化している 31 56.4
2 悪く変化している 0 0.0
3 変化していない 12 21.8
4 わからない 9 16.4
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 3 5.5

n %
全体 55 100.0

1 拡⼤している 45 81.8
2 拡⼤していない 7 12.7
3 活動をはじめたばかりで⽐較できない 3 5.5

6.外国⼈団体・その他　 2021年度

7.受け⼊れた視察数　2021年度

Q82. ジオパーク活動担当者以外の職員のジオパーク活動に対する意識は変化していると感じますか︖

Q84. 学校におけるジオパーク活動への変化
1.⼩学校

2.中学校

3.⾼校

Q86. ⼦供たちのジオパークへの理解は拡⼤していると感じますか︖

1.81.8

7.3

23.6

65.5

200件以上
100〜199件
50〜99件
30〜49件
10〜29件

1〜9件
0件

3.6 3.6

12.7

30.9

49.1

200件以上
100〜199件
50〜99件
30〜49件

10〜29件
1〜9件
0件

36.4

1.8
32.7

27.3

1.8 良く変化している

悪く変化している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較
できない

74.5

1.8

16.4

5.5

1.8 良く変化している

悪く変化している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較
できない

63.6

21.8

10.9

3.6 良く変化している

悪く変化している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較
できない

56.4
21.8

16.4

5.5
良く変化している

悪く変化している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較
できない

81.8

12.7

5.5

拡⼤している

拡⼤していない

活動をはじめたばかりで⽐較
できない
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■単純集計表

n %
全体 55 100.0

1 良く変化している 21 38.2
2 悪く変化している 0 0.0
3 変化していない 23 41.8
4 わからない 10 18.2
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 1 1.8

n %
全体 55 100.0

1 拡⼤している 35 63.6
2 拡⼤していない 18 32.7
3 活動をはじめたばかりで⽐較できない 2 3.6

n %
全体 55 100.0

1 増えている 40 72.7
2 増えていない 13 23.6
3 活動をはじめたばかりで⽐較できない 2 3.6

n %
全体 55 100.0

1 増えている 36 65.5
2 増えていない 17 30.9
3 活動をはじめたばかりで⽐較できない 2 3.6

n %
全体 55 100.0

1 増えている 30 54.5
2 増えていない 23 41.8
3 活動をはじめたばかりで⽐較できない 2 3.6

n %
全体 55 100.0

1 増えている 27 49.1
2 増えていない 26 47.3
3 活動をはじめたばかりで⽐較できない 2 3.6

n %
全体 55 100.0

1 あり 45 81.8
2 なし 10 18.2

Q88. 商店街や商⼯会などにおけるジオパーク活動への参加状況に変化は感じますか︖

Q90. 上記以外の住⺠におけるジオパーク活動への理解は拡⼤していると感じますか︖

Q92. 住⺠のジオパーク活動への参加は増えていると感じますか︖

Q93. 住⺠と⾏政が⼀緒に活動するような機会は増えていると感じますか︖

Q94. 住⺠による⾃発的な活動は増えていると感じますか︖

Q95. 住⺠同⼠の連携した活動は増えていると感じますか︖

Q96. 2021年度に運営団体が住⺠や企業等とコラボレーションした取り組みはありますか︖（Q41、42で答えた保全に関する取り組みは除く）

38.2

41.8

18.2

1.8 良く変化している

悪く変化している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較
できない

63.6

32.7

3.6

拡⼤している

拡⼤していない

活動をはじめたばかりで⽐較
できない

72.7

23.6

3.6

増えている

増えていない

活動をはじめたばかりで⽐較
できない

65.5

30.9

3.6

増えている

増えていない

活動をはじめたばかりで⽐較
できない

54.5
41.8

3.6

増えている

増えていない

活動をはじめたばかりで⽐較で
きない

49.1

47.3

3.6

増えている

増えていない

活動をはじめたばかりで⽐較
できない

81.8

18.2

あり

なし



JGN活動状況調査2022　( 14 / 16 )

■単純集計表

n %
全体 55 100.0

1 はい 33 60.0
2 いいえ 22 40.0

n %
全体 55 100.0

1 おこなっている 7 12.7
2 おこなっていない 48 87.3

n %
全体 22 100.0

1 対応している 4 18.2
2 ⼀部対応している 0 0.0
3 対応していない 18 81.8

n %
全体 55 100.0

1 おこなっている 35 63.6
2 おこなっていない 20 36.4

n %
全体 55 100.0

1 あり 10 18.2
2 なし 45 81.8

n %
全体 49 100

1 なし 11 22.4
2 0円 6 12.2
3 1〜49万円 15 30.6
4 50〜99万円 10 20.4
5 100〜999万円 7 14.3
6 1,000万円〜 0 0

n %
全体 51 100.0

1 なし 9 17.6
2 0件 6 11.8
3 1件 4 7.8
4 2件 8 15.7
5 3件 7 13.7
6 4〜5件 13 25.5
7 6〜7件 3 5.9
8 8〜9件 1 2.0

Q102. 運営団体はNPOなどと連携をおこなっていますか︖

Q100. ジオパークに関する検定試験を実施していますか︖

Q101. 前問で「おこなっている」と答えた⽅にお聞きします。検定試験はオンライン上での受験に対応していますか︖

Q98. 団体や企業とパートナーシップ協定を締結していますか︖

Q104. 2021年度に運営団体からNPOなどへの教育活動に対する助成⾦など活動⽀援はありますか︖

Q105. 2021年度に教育研究活動に対する助成⾦など活動⽀援がある場合は、助成⾦額を教えてください。

Q106. 2021年度に教育研究活動に対する助成⾦など活動⽀援がある場合は、採択件数を教えてください。

12.7

87.3

おこなっている

おこなっていない

18.2
0.0

81.8

対応している

⼀部対応している

対応していない

63.6

36.4 おこなっている

おこなっていな
い

18.2

81.8

あり

なし

22.4

12.2

30.6

20.4

14.3 なし

0円

1〜49万円

50〜99万円

100〜999万円

1,000万円〜

60.0

40.0 はい

いいえ

17.6
11.8

7.8
15.7

13.7
25.5

5.9
2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なし
0件
1件
2件
3件

4〜5件
6〜7件
8〜9件
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■単純集計表

n %
全体 55 100.0

1 あり 12 21.8
2 なし 43 78.2

n %
全体 55 100.0

1 あり 51 92.7
2 なし 4 7.3

⼩学校 n %
全体 55 100.0

1 50％以上 35 63.6
2 30〜49％ 5 9.1
3 10〜29％ 6 10.9
4 1〜9％ 5 9.1
5 0% 4 7.3

中学校 n %
全体 55 100.0

1 50％以上 29 52.7
2 30〜49％ 6 10.9
3 10〜29％ 8 14.5
4 1〜9％ 7 12.7
5 0% 5 9.1

⾼校 n %
全体 55 100.0

1 50％以上 25 45.5
2 30〜49％ 3 5.5
3 10〜29％ 7 12.7
4 1〜9％ 10 18.2
5 0% 10 18.2

n %
全体 55 100

1 おこなっている 36 65.5
2 おこなっていない 19 34.5

n %
全体 55 100.0

1 した 7 12.7
2 していない 48 87.3

Q112. 国内のジオパークへ児童⽣徒（⾼校⽣以下）を派遣、または引率しましたか︖

Q110. 前問で機会が「あり」と回答した⽅に伺います。機会を設けている学校の割合を教えてください。

Q110.　前問で機会が「あり」と回答した⽅に伺います。機会を設けている学校の割合を教えてください。

Q110.　前問で機会が「あり」と回答した⽅に伺います。機会を設けている学校の割合数を教えてください。

Q111. ⼩中学校・⾼校の教材等として副読本等の作成をおこなっていますか︖

Q108. インターネットを使⽤した、ジオパークに関連する双⽅向性の教材はありますか︖

Q109. ジオパーク地域内の⼩中学校・⾼校の授業の中でジオパークについて学習する機会はありますか︖

63.69.1

10.9

9.1

7.3

50％以上

30〜49％

10〜29％

1〜9％

0%

52.7

10.9

14.5

12.7

9.1
50％以上

30〜49％

10〜29％

1〜9％

0%

45.5

5.5
12.7

18.2

18.2 50％以上

30〜49％

10〜29％

1〜9％

0%

65.5

34.5
おこなっている

おこなっていない

12.7

87.3

した していない

21.8

78.2

あり

なし

92.7

7.3

あり

なし
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■単純集計表

n %
全体 55 100.0

1 した 1 1.8
2 していない 54 98.2

n %
全体 55 100.0

1 おこなっている 30 54.5
2 おこなっていない 25 45.5

n %
全体 55 100.0

1 はい 35 63.6
2 いいえ 20 36.4

n %
全体 55 100.0

1 はい 12 21.8
2 いいえ 43 78.2

n %
全体 55 100.0

1 JGN会員間の連携強化 14 25.5
2 ネットワーク活動の拡充及び利点や有意性の整理 25 45.5
3 各種とりくみ等の情報・意⾒交換の場の整備 22 40.0
4 審査に関する情報交換や相談の場の整備 20 36.4
5 新規参⼊者にも優しい開かれたネットワークづくり 12 21.8
6 各ブロック活動の積極的活⽤ 8 14.5
7 先進的な活動への⽀援 12 21.8
8 ジオパーク活動全体の質の向上及び担保と会員地域の事情に合わせた活動に 27 49.1
9 JGN内部の研修等のオンライン化整備 11 20

10 JGN内部でのジオパークに対する理解度の向上 14 25.5
11 JGNとしての成果⽬標の設定 16 29.1
12 会員地域住⺠への還元の充実化 14 25.5
13 社会貢献活動や外向けの活動の充実化 11 20
14 ⽇本国内におけるジオパークの認知度向上 39 70.9
15 国等の補助⾦や助成⾦の積極的な活⽤による予算の拡充 32 58.2
16 外部協賛企業の開拓 16 29.1
17 その他 2 3.6

Q128. JGNとしてネットワークの真価を最⼤限に発揮していくために、2022年〜2023年にかけてJGNが特に⼒を⼊れていくべきことはどのようなことだと思いますか。（いくつでも）

Q114. 海外のジオパークへ児童⽣徒（⾼校⽣以下）を派遣、または引率しましたか︖

Q120. 2021年度に国外のジオパークとのネットワークを活かした活動に取り組みましたか︖

Q117. ジオパークについての教員研修を実施していますか︖

Q118. 2021年度に国内の他地域のジオパーク（⽬指す地域含む）とのネットワークを活かした活動に取り組んでいますか︖（地域ブロックでの活動を含まない）
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新規参⼊者にも優しい開かれたネットワークづくり
各ブロック活動の積極的活⽤

先進的な活動への⽀援
ジオパーク活動全体の質の向上及び担保と会員…

JGN内部の研修等のオンライン化整備
JGN内部でのジオパークに対する理解度の向上

JGNとしての成果⽬標の設定
会員地域住⺠への還元の充実化

社会貢献活動や外向けの活動の充実化
⽇本国内におけるジオパークの認知度向上

国等の補助⾦や助成⾦の積極的な活⽤による…
外部協賛企業の開拓

その他
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Q9. 現在、運営団体が関わっている活動（運営団体主催以外も含む）について、あえて分けるとすればどの
ような比率になるでしょうか？保全・教育研究・地域振興（観光を含む）の比率を、合計が10になるよう
に、整数のみでお答えください。（例：保全：教育研究：地域振興＝１：４：５）

Q10. 運営団体が関わっている活動（運営団体主催以外も含む）について、あえて分けるとすればどのような比率
が理想でしょうか？保全・教育研究・地域振興（観光を含む）の比率を、合計が10になるように、整数のみでお
答えください（例：保全：教育研究：地域振興＝１：４：５）
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Q9. 現在、運営団体が関わっている活動（運営団体
主催以外も含む）について、あえて分けるとすれば
どのような比率になるでしょうか？保全・教育研
究・地域振興（観光を含む）の比率を、合計が10に
なるように、整数のみでお答えください。（例：保
全：教育研究：地域振興＝１：４：５）
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Q10. 運営団体が関わっている活動（運営団体主催以
外も含む）について、あえて分けるとすればどのよ
うな比率が理想でしょうか？保全・教育研究・地域
振興（観光を含む）の比率を、合計が10になるよう
に、整数のみでお答えください（例：保全：教育研
究：地域振興＝１：４：５）
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質問

番号

Q1 Q7 Q12 Q20 Q25 Q37 Q38 Q40 Q42 Q44 Q46 Q54 Q65 Q71 Q72 Q73 Q74 Q83 Q85 Q87 Q89 Q91 Q97 Q99 Q103 Q107

質問

内容

ご回答者の地域

名を教えてくださ

い。

前問で「その他」と回答し

た方に伺います。その内

容を教えてください。

前問で「設けていない」と

回答した方に伺います。

設けられなかった理由は

何ですか？

2021年度運営団体のジオパークに係る

支出の財源の内訳を教えてください。

（例：自治体からの負担金〇円、国か

らの補助金〇円）

前問の「その他」の運営団体の会合につい

て、内訳を教えてください。（例：教育部会

5回、ガイド部会3回、商品開発部会3回）

参加がある場合は2021年度はどの

ような参加がありましたか？

地質遺産の保護・保全について、どのような活動をおこなって

いますか？

前問で取り組みが「ある」

と回答した方に伺います。

具体的な取り組みを記

入してください。

前問の「その他」と回答し

た方に伺います。その内

容を教えてください。

前問の「その他」と回答し

た方に伺います。その内

容を教えてください。

前問の「その他」と回答し

た方に伺います。その内

容を教えてください。

保全活動において、現在抱えてい

る悩みがあれば、その内容を教えて

ください。

前問で「ある」と回答した方に伺いま

す。どのような代替策ですか？

前問でオンライン形式で実施している

と回答した方に伺います。その講座の

視聴可能な範囲について教えてくだ

さい。（例：ガイド団体の会員限定

で公開している 等）

Q69で「実施している」と回答した方にお伺いします。講座内容について教えてください。

（例：ガイドの心得について（講義）、○○地域の特徴をつかむ（講義）、

　　　□□の雄大な自然を探る（実際のガイドの様子を相互に見て学びあう）

　　　□□の歴史と温泉について知る（同）、△△の歴史から学ぶジオ（同）等）

ガイドが受け取るガイド料はどのように設定

していますか。

（例：○○ガイドの会ガイド１人につき1

時間1,000円(ガイド１人につき参加者

10人まで)、

　　　△△ガイドの会参加者１人につき1

時間500円(中学生未満半額) 等）

その他、ガイド育成のための独自のと

りくみがあれば教えてください。

前問で「変化している」と

回答した方に伺います。

変化していると感じた理

由はなんですか？

前問で1つでも「変化している」と回答した方に

伺います。学校が変化していると感じた理由は

なんですか？

前問で「拡大している」と回答した方に伺い

ます。子供たちの理解が拡大していると感じ

る理由はなんですか？

前問で「変化している」と回答した方に伺

います。商店街や商工会などの参加状

況が変化していると感じた理由はなんで

すか？

前問で「拡大している」と回答した方に伺います。住民の理

解が拡大していると感じる理由は何ですか？

前問で取り組みが「ある」と回答した方に伺いま

す。具体的な取り組みを教えてください。

前問で「はい」と答えた方にお聞きします。どのような団

体と協定を締結していますか？

(例：団体種別や活動内容　例：観光協会、環境

団体、飲食店 等)

NPOとの連携をおこなって

いる場合、団体の名称を

教えてください。

直面している教育的な課題（教育の質的な課題、量

的な課題）について教えてください。

1 三笠ジオパーク 自治体からの負担金　15,223,235円 教育部会、産業部会、学術部会 炭鉱遺産学術調査、地形・地質等調査、炭鉱の記憶記

録、各事業の実施|授業（学校教育）での説明、代替品

の販売（缶バッジ）等

ワークショップ、雨天時謎解きブログラ

ム、バーチャルジオツアー

ジオ基礎講座、ガイドシミュレーション、リスクマネジメント、応急救護、インタープリテーショ

ン等

ガイド養成基本方針を策定し、これに基づ

き認定ガイドをA~C級までランク付けし報

酬を設定|例：A級ガイド　1～5人　4時

間以内　5,000円|　　　　　　　 6～10人

4時間以内　6,000円　等

ガイド養成講座の実施|全国大会

や研修会における旅費等の半額助

成制度

教育旅行での受け入れが増加し、概ね満足

していただいていると感じるため

受入数の増加により、理解を得られる機会

が増している

各種ツアーでの協力。|また、地元NPOと協力し、

クリスマスツリーを制作するイベントを行った。

NPO法人　炭鉱の記憶

推進事業団|NPO法人

森水遊学者|NPO　もり

のきぶん

2 四国西予ジオパー

ク

国から補助：568,135,000円、市の一

般財源：92,364,000円、その他財

源：9,040,000円

(保全部会1回、教育部会2回、物産部会

１回、観光部会1回)|

・議会及び委員会中はロゴマーク入

りのポロシャツを着用。|・総会や講

演会への出席や発言があった。|・四

国西予ジオパーク推進協議会の構

成団体の一つとして西予市議会があ

る。

・清掃活動|・災害調査|・（頻度としては稀であるが）植

生調査|平成26年度に市が制定 した西予市ジオパーク推

進支援事業補助金交付要綱において 、「ジオパーク内にあ

る地層や岩石を含む自然、文化的景観、文化財など、ジオ

サイトの整備・補修等の保全活動」を補助対象とした保全・

整備活動の補助している。

段々畑ガイドの会（地

域団体）による海岸の

清掃活動。

定期的なモニタリングとメンテナンスを

行うための仕組みと担い手を議論、

模索中。|※保全計画の策定と合

わせて進めていきたいと考えておりま

す。他地域で模範となる事例があり

ましたら、ＪＧＮ事務局から推薦し

ていただけると幸いです。

四国西予ジオミュージアムの見学

（2022年4月23日から）

2021年度に関しては以下の通り、既にガイド認定を受けたジオガイドを知識やノウハウ

の維持、向上を目的とした講座を実施。|11月11日　GEOガイド養成・スキルアップ講

座（旅人企画　永島氏　を招いた経験談の聴講）|11月26日　GEOガイド養成・ス

キルアップ講座（宇井正 氏（田辺市語り部）を招いた経験談の聴講）|12月～1

月（随時）　認定ジオガイド更新講習（講師：榊山匠（事務局））

ガイド料金は令和4年8月10日更新（①

90分以内：10名以下5,000円、11名

以上人数×500円、②半日コース(3時

間)：10名以下6,000円、11名以上人

数×600円、③一日コース(6時間)、10名

以下12,000円、11名以上	人数×1,200

円）|※その他、サイトによって料金体系に

変更あり

四国西予ジオパーク認定ガイド認定

制度：全８回行われるガイド養成

講座のうち、必須講座４回、選択

講座１回受講したら認定する。更

新制で、２年に１回更新。救急救

命講習・更新講習を受講(必須)。

|

令和4年度4月に四国西予ジオミュージアムが

開館し、学校からの様々な問合せや団体予

約を受けている。ジオミュージアムを通じて、学

校教育の現場におけるジオパークに関する学

習の取り組みが多様になるという機運が高まっ

ているためであると推測できる。

Q85と同様の理由 令和3年度には野村町商店街で15件も

のジオパーク応援店の申請があった。また

四国西予ジオミュージアム開館にあたって

は、13店舗もの商店、飲食店がミュージ

アムのアプリと連動した割引制度の実施に

協力してくれ、ジオパークを通じて地域を

盛り上がる意気込が高まっていると感じた

ため。

新たにジオパーク活動と連携する地域が増加：田之筋地

区“田之筋地域づくり協議会”では2021年度の学習会の

中で、大地の成り立ちに着目した自地域の魅力語りに関す

る研修会を実施した。研修会には事務局から川澄専門員

が講師として招かれ、田之筋の地形の特徴について紹介し

た。このことがきっかけとなり地域を巻き込んだ地形に関する

調査研究が川澄専門員主導のもと進められている。|

2020年度、株式会社ぞっこん四国の商品「四国

カルスト天然水ぞっこん」が四国西予ジオパーク認

定ブランド“四国西予ジオの至宝”に認定された。

認定後、記念として四国西予ジオの至宝のロゴ

マークが入った首掛けPOPを作成していただき、PR

の一助となった。

愛媛大学（2013年度）、郵便局（2021年度）|

※ただし上記の締結はあくまで西予市と各団体で結ば

れたもの。

NPO法人森からつづく

道、一般社団法人

SGS、一般社団法人ノ

ヤマカンパニー、一般社

団法人西予市観光物産

協会

市内小中学校では年に一度は必ず総合的な学習の

時間でジオパークに関する授業に取り組んでもらえるよう

になった一方で、扱う内容や時間数にはばらつきがある

ため、例えば小学校から中学校へ上がった子供たちの理

解度がまちまちな課題がある。また教育部会で副教材を

作ったものの現場ではほどんど利用されていないので、内

容に問題があるのか、周知に問題があるのか分析を進め

たい。
3 東三河 自治体からの負担金1,500,000円 ジオ専門部会７回 特になし 1人につき１時間3,000円+事務費申し

込み１回につき1,000円

4 霧島 構成自治体負担金4942637円、前年

度繰越金3075019円、諸収入53円

（構成市町負担金の歳入決算額は

6531000円）

ガイド養成講座プロジェクト・チーム（3

回）、霧島ジオパーク基本計画策定プロジェ

クト・チーム（2回）、エリア拡大プロジェク

ト・チーム（1回）

霧島山周辺のおける噴火の歴史を知ることができる地層の

観察イベントを実施し、参加者へ地質遺産を守り受け継い

でいくことの大切さについて啓発を行っている。

Q38の内容と同じ。 関係者（行政、地権者等）が多

岐に渡る際の調整

ガイド養成講座（座学）の一部を

「霧島ジオ講座」として一般向けに実

施し、申し込み者に公開を行った。

オリエンテーション、ジオストーリー作り、サイトめぐり、山歩き、インタープリテーション（以

上、すべて野外等での実践講座）|地球と火山、火山と人間、霧島の植生、地球と環

境、霧島ジオパークの楽しみ方、霧島の歴史、シラスを知り・活かす（以上、すべてオン

ラインでの座学講座）

「霧島ジオガイド」の場合、山岳コースがガイ

ド1人につき8000～12000円、山麓コース

がガイド1人につき8000～10000円の料

金設定となっている。

ガイド団体が自主的に行う研修等

への支援を行っている。

エリア内では、理数系授業の一環として、

フィールドワークの題材にジオパークを用いた研

修を行っている高校もあり、令和3年度はユネ

スコ世界ジオパーク高校生国際交流会にも参

加するなど活動が活発化している。

地元の測量会社とコラボレーションした霧島山の空

撮動画を公開し、関連施設などで放映している。

青少年自然の家（2件）、文化振興財団、埋蔵文

化財センター||

NPO法人霧島ジオパーク

友の会

ジオパークに関する学習は、一部の自治体では盛んに

行われており着実に浸透してきているが、エリア全体への

広がりが乏しいため、どう広げていくかが課題の１つであ

る。

5 おおいた姫島ジオ

パーク

地域の活性化 県補助金　1,280,000円|村補助金

1,581,497円

事務局打合せ29回|ガイド打合せ35回|観

光関係11回|教育関係10回

総会への参加 崩落等への対応、ジオサイトの清掃 ジオサイトや解説板の清

掃活動|アサギマダラ休息

地の保全活動|EVを使っ

たツアーの実施

サイトが崩落しやすい 室内でのワークショップ 集まったガイドだけ 文化的景観に関する講座|JGN全国大会でのガイド講習会|日本ジオツーリズム協会

が実施するガイド勉強会

おおいた姫島ジオパーク推進協議会：|ジ

オツアーガイド（半日）3,000円|

（全日）5,000円|ジオクルーズガイド（1

回）3,000円

積極的にジオパークを授業に取り入れている。 学校でのジオパーク学習が進められており、

子どもたちの学習の機会が増えているため。

ジオパークの研修会などの後、今まで知らなかったことがわ

かったという感想を多々聞く。

ジオツアーでのレンタカーの利用 学力の向上

6 八峰白神ジオパー

ク

自治体からの補助金2,840,000円 マスタープラン作業部会 保全計画に沿った保全部会での見回り、サイトカルテの整

備、確認|ホームページ、パンフレットでの禁止事項の周知

など。

団体会員による植樹活

動|住民による海岸クリー

ンアップ

ジオパークとは、ガイドとは|当ジオパークの特徴|大地の変動、ジオの恵み|町の文化財

等

ジオパークガイドの会　ガイド1名１時間

2,000円（ガイド１名につき参加者8名程

度）

ジオパーク活動を積極的に地域の活動として

取り入れている点

子どもたちの活動機会が増えているから。 広報紙への取材の機会で仲間づくりを広げている点と、行

事やツアー等への参加が得られている点。

ジオの恵み認証制度 観光協会|ネイチャー協

会

教員向けのジオ講座や研修など（校長や教員が変わっ

てもジオ活動を行える仕組みづくり）

7 伊豆大島ジオパー

ク

環境省業務委託金　589,000円、東

京都からの補助金16,733,000円、東

京都総合交付金14,287,000、町一

般財源6,912,306円

自然環境保全活用部会1回、防災部会1

回、教育文化部会、産業商工部会2回、

観光部会2回、地域活性部会2回

地域住民を対象としたセミナーや講

演会への参加。|（定例議会でジオ

パークに関連した前向きな質問があ

げられることがある。ただい、一部には

ジオパークの経済効果を求められるこ

ともある）

国立公園であることもあり、環境省とともにパトロールやチラシ

配布を実施。また、案内板やパンフレットで希少な資源の保

全に努めている。

環境省との連携で地域

住民参加の自然保護の

いしきを醸成する海岸植

物の回復事業や、動物

観察、講演会を実施し、

外来生物について考える

機会を設けた。

多様な来訪者が地球の

不思議や活動について、

親しみながら学べる場所

岩石や植物の盗掘、販売禁止への

理解

雨の降り方によって、あまり影響の出な

い短いコースにしたり、ジオパーク展や火

山博物館や郷土資料館など、施設内

でガイドを聞く、展示を見るコース。|

又、外にはあまり出ないで車中から地

層を見るなど、参加者のニーズに合わせ

て、臨機応変に対応することが可能で

あり、それはガイドごとにそれぞれである。

特に制限はないが、メール等にて、事

務局に申込をされた方のみ、URLを

送り期間限定で配信している。

差木地の大地を作った割れ目噴火-1421年噴火から600年-（講座）|地域の歴史

と暮らし①：差木地（講座）|伊豆大島火山と伊豆弧の火山（講座）|ジオパーク

のいいところ -ジオパークを楽しむ100の方法-（講座）|国立公園としての伊豆大島

（講座）|伊豆大島の植物（講座）|ガイドのための火山防災知識、ガイドのための

気象防災知識（講座）|伊豆大島の歴史と暮らし①②（講座）|推移予測に悩ん

だ1986年噴火、島の少年が災害記者に いま思うこと（講座）|伊豆大島の文化

（講座）|伊豆大島の動物（講座）|景色の中に見える地球 -ジオパーク的眼のつけ

どころ-（講座）|ジオパークが目指すガイド像 ガイド実習（講座）|伊豆大島の産業

①：製塩業、②：酪農業（講座）|インタープリテーション ガイド実習（講座）|

フィールドガイド講座 山頂編、外周編（実際フィールドで模擬のお客さん前で実践）|

地域の暮らし②：泉津、③：岡田（講座）|伊豆大島の椿②：椿花ガーデン（講

座）|地域の暮らし④：元町、⑤：野増（講座）|伊豆大島の椿①：大島高校椿

園（講座）|伊豆大島の海、伊豆大島の海のアクティビティ（講座）|フィールドガイド

実践演習|※コロナウィルス感染予防のため、あんこ文化や農業、防災については2022

年に実施。|

ガイドそれぞれが、会社を経営していたりす

るため、金額に差があるが、5,000円／１

人（半日）、団体でガイド貸し切りの場合

は7,150円／1時間～。

●講師を招致し、イベントや講演会

を実施した翌日に、ガイド限定で

フィールドワークなど巡検を行い、ガイ

ドへも新しい知識を共有できる場を

設けている。|●ジオガイド養成講座

では2021年度から、観光業を営ん

でいる推進委員の方に参加してもら

い、受講者は実際に現地で模擬ガ

イドを行った。

事業にジオパークを活

用、関連するか検討する

など、意識の変化が見ら

れ、相談や情報提供され

る件数が増えている。

●小学校からはゲストティーチャーとして、講師

派遣の依頼が来る。中学校でも防災学習な

ど、継続した学習が行われている。|●中学校

教員が年間でジオパークを中心とした学習をす

ることで、子供たちにどのような変化が見られた

か、研究をし、都内で発表を行った。|●高校

でもジオパークと連携した、環境の授業を行っ

ている。

子供たちが大島の事を紹介する際に、きち

んと内容の深い事を話せるようになってきて

いる。

●ジオガイド養成講座ではガイドを目指していない人も講

座を受講するなど、ジオパークに興味を持ち始め口座を受

講するなど、各種講演会やセミナーに参加する人数が増え

ている。|

ブランド制度を活用して、一部企業は店内で地域

の伝承にはげんでいる

8 筑波山地域ジオ

パーク

自治体からの負担金4,640,000円、前

年度繰越金735,871円、雑収入（ジ

オツアー参加費等）54,370円

教育・学術部会5回、市民活動部会４

回、同幹事会4回、地域振興部会4回

新型コロナウイルスまん延防止等重

点措置の影響で書面議決となったが

筑波山地域ジオパーク６市議会議

員連盟協議会の総会が開かれた。

つくば市議会にてジオパーク推進特

別委員会が発足し、委員会が2回

開かれた。

・「ユネスコ世界ジオパーク作業指針」及び「日本ジオパーク

ネットワークの自然資源保全に関する指針」を踏まえた、ジオ

サイトの見直し。・ジオサイトの見直しに伴い、サイトの価値

評価結果をカルテに記載。　・ジオサイトの清掃活動。																|

保全について相談できる専門家が

いない

あらかじめ予備日を定める Zoom等のオンライン会議アプリケー

ションを利用した研修会の実施、

Youtubeにて講座の様子を限定公

開

各ジオサイトの解説（講義）|インタープリテーション研修（実習・講義） ジオガイド１人につき、ジオツアー１回あたり

2,000円

2021年度は実施しなかったが、ジオ

ガイドを認定するための講座では、

JGC・JGN関係者や行政職員等、

講座のテーマに合わせた講師の派遣

を依頼し、講座を実施している。

教育専門の専門員を雇用し、筑波山地域ジ

オパークを扱った独自の出前授業プログラムを

行った。その反響は大きく、出前授業の依頼

が増加している。

教育専門の専門員の活躍により、出前授

業が増え小学生への露出が増えた。

ジオブランド認定商品の認定に伴い、事業者との

連携のもとPRや販売を行っている。

認定NPO法人宍塚の自

然と歴史の会、NOP法

人TSUKKURAが市民

活動部会員である。

出前授業に対応できる人材が不足しているため、マンパ

ワーに即した教育プログラムの開発が求められる																|

9 Mine秋吉台ジオ

パーク

自治体からの負担金　12,775,997円|

前年度繰越金　236,774円|預金利

子等　7,346円

戦略会議４回、ジオガイド連絡会議９回 推進協議会への参画。保全活動へ

の参加。

市において、秋吉台保全活用計画の策定、秋芳洞照明植

生対策委員会の設置を行っている。

二反田ため池清掃作

業。秋吉台カルストＴＲ

ＡＩＬＲＡＮ再生事

業。

講座申込者に限る ガイドの基礎知識（講義）|ジオツアーのインタープリテーション|ジオツアー体験 ジオガイド一人当たり、基本料金1,000円

＋1時間当たり2,500円、以降30分増え

る毎に1,250円追加

ガイド養成講座の開催 職員向け研修を行ったこ

とで意識の変化があったと

思う。

学校（教員）がジオパーク学習を積極的に

取り入れているため

小・中・高校と継続したジオパーク学習を通

して、地質・地形や暮らし・文化への理解

度が深まっている。

地域の方々が、地元のジオサイトを多くの人に知ってもらい

たい、子供達に伝えたいという思いのもと、自分達ができる

活動を積極的に行っているから

ジオイベントへの参画やボランティアガイド|ジオサイ

トの景観整備

市内郵便局

10 隠岐 自治体（隠岐の島町、海士町、西ノ島

町、知夫村）からの負担金1,297,359

円、島根県からの負担金1,297,360円

観光部会6回 エリア内の一部において、国立公園および隠岐の島町の環

境保全条例により、土砂の採取が規制されています。その旨

を来訪者向けの看板に記載することで注意喚起を行ってい

ます。

保全に関する現在の国際的な流れ

や方向性について、事務局内での

意識共有ができていない。

ガイド団体の会員限定で公開してい

る

外国語ガイド養成講座、スキルアップ研修。海士町、大満寺山など実際のフィールドで

ガイド研修を行った。

ガイド一人につき1日2万円程度 モンベルのシーカヤックガイド育成研

修

再認定審査を行う際、い

ままでかかわりがなかった

担当者もふくめ全員で対

応した実感がある

ジオパークをテーマとしてこどもたちが発表する学

習が増えている。

高校生が事務局に取材に来た際の質問か

ら、ジオパークについてよく調べて、そのうえで

質問していることが感じられたため。

隠岐ジオパーク認定商品の制度を活用し

たいという地域企業担当者と話した際、

「この地域のよさを表現するのにジオパーク

としての推薦が適している」との声を聴いた

ため。

当機構主催イベントへの参加状況を見てそう感じた。 絵本「リブと海」作成。隠岐の海で保護されたウミ

ガメと、海ごみに関するイベントをきっかけに、地域

のダイビングショップ、環境省、ボランティアと協力し

て絵本を作成し、希望する小学校などに配布し

た。|パッケージ助成制度を活用し、地元企業と

協働して商品を製作した。

（株）JTB、環境省、ＮＴＴドコモ、モンベル NPO法人隠岐しぜんむら

11 箱根ジオパーク 市町負担金3,600,000円|県負担金

3,600,000円|市町村共同事業助成

金等4,290,000円|商品販売手数料

53,370円|繰越金2,087,125円

教育部会1回|特産品開発委員会1回|ガ

イド連絡会1回

アクセス道の管理・補修|サイト周辺の草刈り 植生維持のための下草

刈り・山焼き

室内対応 所属ガイド団体の会員限定で公開

している

箱根の温泉と歴史について知る（実際のガイドの様子を相互に見て学びあう）|小田

原の歴史から学ぶジオ（実際のガイドの様子を相互に見て学びあう）|箱根の雄大な

自然を探る（実際のガイドの様子を相互に見て学びあう）

ガイドによる 地域間の温度差 イベント等への協力 NPO法人ディスカバーブ

ルー

12 秩父 ちちぶ定住自立圏（秩父地域1市4

町）からの負担金4,300,000円、前年

度繰越金、雑入など

企画運営部会4回、保全計画部会3回、

観光部会1回、事務局会議ほか3回

定期的なモニタリング調査（ツアー実施時等含む）、情報

共有、災害時の情報把握とHPでの情報発信、地元自治

体への働きかけ・学術的支援など

ボランティアツアー、清掃

活動の実施など

博物館等の室内施設を中心とした行

程に変更。

後日開催するジオウォーキングと同じ行程でガイド養成ウォーキングを開催。 団体による。 サステイナブルツーリズムにおけるガイ

ド養成プログラムを実施中。

今まで実施していなった学校（地域内外）か

らの依頼が増えている。

社会科副読本でジオパーク秩父のページが

あり、授業では必ず触れている。

民間事業者、団体がジオパーク活動に参画する例が増え

ていることから、パートナーシップ協定事業を開始した。

民間出資によるジオパーク解説看板の設置、民

間企画によるジオツアーの実施など

宿泊事業者、飲食店、寺社、施設管理者、デザイン

会社、アクティビティ事業者など

秩父まるごと博物館、秩

父の環境を考える会、ち

ちぶまちづくり工房　ほか

地域内の小中学校でもジオ学習の実施にばらつきがあ

る。

13 北九州 本市の取り組みがそこまで

十分に対応できていない

ため。

市費のみです。 無し。 周知・普及啓発。 観察会など市民（任

意）団体と協働。

特にありません。 ジオツアー、ジオハイクなど普及活動への協力。

14 おおいた豊後大野

ジオパーク

自治体からの負担金5,800千円、県か

らの補助金4,019千円、繰越金75千

円

推進協議会事務局会議１９回、ガイド部

会９回

推進協議会副会長として市議会議

長が参画している。

サイトの現状確認、除草作業、ゴミ拾いなど 市民やガイド部会による

清掃活動

大地の成り立ちやガイドの心得などの座学（１５回）、市内ジオサイトの現地（３

回）

時間数や人数によって変動 ツアー以外でも、視察や小中学校で

の現地学習でのガイド依頼、ジオ

パーク関連イベントや研修への出席

依頼など、ガイドが参画する場や研

鑽する場を設けている。

新採用職員へのジオパー

クに関する研修を毎年実

施しており、ＰＲ用のポロ

シャツやジャケットも多くの

職員が積極的に購入し、

着用している。|また、ジオ

ガイド養成講座を職員が

ジオパーク学習が浸透し、ジオパークに興味を

持つ子どもが増えている。

ジオパーク学習を学んだ子どもが親に伝え、

親世代にもジオパークの知識が広がってい

る。

ジオパークに因んだ商品づくりを行う事業

者や積極的にジオパークフレンドショップに

なってジオパークを普及する事業者が現れ

てきている。

市民向けジオツアーへの参加やジオガイド養成講座の受講

者が増えてきている。

ジオサイトを巡るデジタルラリーを実施し、ラリー参

加者のうち当選者に協力事業者で使えるクーポン

券を贈呈し、地域内での消費喚起を図った。

飲食店、小売店、道の駅、地元銀行など 学校の規模に大小があり、学習機会を均等にすることが

難しい。

15 下北 自治体からの負担金　 13,000,000円

|寄付金                　189,835円　|

ガイドブック等販売収入　221,610円　|

その他雑収入等　　　　　 87,647円　|

前年度繰越金　　　　　1,350,717円

保全・研究部会　　3回|教育・防災部会

3回|地域振興部会　　　3回|自治体担当

者会議　5回

保全・研究部会、地域振興部会へ

の会員としての参加|ジオパーク検定

の受験|地元町内会での説明|学

習・活動発表会への参加|モニタリン

グ勉強会への参加

地域住民が主体のサポーターの会と協働した清掃活動|モニ

タリング活動

地域住民が主体のサポー

ターの会と協働した清掃

活動

ビジターセンター等施設を中心とした案

内

再認定審査の審査結果報告において示された「今後の課題・解決すべき点」のうち、ガ

イド活動に関する項目について説明（コロナの影響で資料提供のみ）|

基本料金（準備費用）1,000+

（1,000円×70％）/ｈ

ジオパーク検定の実施|ガイドの会主

催の研修会に要する経費への補助

金支出

学校でのジオパーク教育導入率が高水準で

推移していること。|他ジオパークから関係者を

招いた公開授業が継続されていること。|

複数年にわたり継続的にジオパーク教育が

導入されているため。|学校外でのジオパー

ク事業への参加も増加しているため。

認定商品数が増加しているため。 ジオパークサポーターの会の会員数が増加しているため。 町内会と協働で、ジオパークについてのチラシを作

成して町内会員へ各戸配布を行い、町内会集

会所を会場に「下北ジオパークミニギャラリー」を実

施。

研究機関 NPO法人斗南どんどこ健

康村|NPO法人佐井村

観光協会|NPO法人シェ

ルフォレスト川内|NPO法

人ニホンザルフィールドス

テーション

学校（主に担当する教員の熱量）によって、内容・程

度にばらつきがある。

16 土佐清水 市からの補助金　4,060,408円、その他

（イベント参加料、手数料等）29,067

円

計画・保全部会　　　　2回|教育・啓発部

会　　　　2回|観光・ビジネス部会　　2回|

地域コミュニティ部会　2回

総会などへの議長の参加（協議会

の代表副会長）

ジオサイトカルテの整備|ジオサイトのモニタリング|清掃活動 ジオパーク超入門（講義）・・・ジオパークの理念について|ジオガイド入門（講

義）・・・ガイドツアーの基本について|ジオサイト巡検（FW）・・・各ジオサイトの巡検|

ジオツアー体験・・・現在販売されているジオツアーを実際に体験してもらう（有料）|ジ

オパークと防災（講義）・・・自然災害碑、市の担当課と協同で実施|他のジオパーク

地域について知ろう（講義）・・・四国内のGPなどとオンラインでつなぎ意見交換|ジオ

パークシナリオ製作ワークショップ・・・自分なりのツアーシナリオを作り発表する。

ツアーごとに定めているため一律ではない。 小学校、中学校、高校でジオ学習を継続

して行っており、ジオパークに触れる機会が

増えているため。

ジオガイドの団体（ジオツアーの販売等に関する協

定）

NPO法人　竜串観光振

興会

17 喜界島 ジオパークの具体的な取

り組みがまだ始まっていな

かったため。

自治体からの負担金6,488,500円 なし 地質サイトの草刈り 地域の自然、文化の講義及び現地研修

18 洞爺湖有珠山 構成自治体の負担金　9,755,000円|

北海道からの補助金　1,900,000円|

販売収入など　14,149円

教育普及委員会　１|ガイド住民委員会

1|委員個別打ち合わせ　１０

環境省と連携したジオサイトの保全活動 運営団体、市民、地元

企業、行政、ＮＰＯ

草刈・枝はらいが大変。|規制区域

に無断で立ち入る人がいる。

施設見学、屋根付き屋外での体験事

業

ジオパーク講座での位置づけ|「ガイド技術」（ガイディング、安全管理等）「救命講

習」（救急法、普通救命講習、上級救命講習）

ガイド団体によって異なる 別課で独自にジオパーク

を活用した事業に着手

授業への講師派遣が増えた 授業を行うから おおよそ拡大しきったため 子どもイベントへの出展が増加 飲食店、ＮＰＯ法人、事業者など 洞爺湖有珠火山マイス

ターネットワーク|ジオパー

ク友の会

講師依頼が増加したことに伴うガイドの不足

19 五島列島（下五

島エリア）

五島市からの負担金8,188,484円、雑

入20円

保全グループ会議3回、教育グループ会議5

回、地域グループ会議2回、経済グループ会

議4回|

五島列島ジオパーク推進協議会へ

の参画、ジオガイド、講演会への参

加、海岸清掃等の保全活動への参

加

希少鉱物保全に向けた協議、露頭の清掃・除草作業、情

報発信

希少鉱物の保全に向け

た協議、外来植物の駆

除作業、海岸や河川の

清掃活動

保全と活用のバランス、担い手の育

成、費用の捻出

インタープリテーション研修、特定地域のガイド研修 ガイド1人につき1時間あたり2000円（ガイ

ド1人につき参加者10人まで）

定期的にガイド同士の情報共有の

場として意見交換会を実施（2022

年度～）

ジオパーク学習の依頼数の増|総合学習でジ

オパークの活用が増えている

団体の会報やイベントで取り上げられるこ

とが増えていると感じる。

自発的な取り組みが増えている。 写真集の製作・販売、ケーブルテレビでの番組制

作など

NPO法人アクロス五島、

NPO法人DONDON奈

留

担い手の育成、野外学習時の交通手段

20 鳥海山・飛島 構成自治体からの負担金34,000,000

円

アドバイザー会議２回 ジオパーク活動についての説明会を

開催したところ、参加があった。

地方自治体が実施する圃場の基盤整備事業に対して、地

質遺産の保全について配慮するよう要望した。

ガイド団体の会員限定で公開してい

る。

鳥海山・飛島ジオパークのみどころを来訪者や地域住民に案内するガイドを育成するた

め、地形地質・湧水・生態系・生活文化等についての座学、安全管理に関する演習、

フィールドワーク等のプログラムで養成講座を実施した。

３千円（９０分まで） 学校への「出前授業」の件数が増えている。 イヌワシみらい館、海浜自然の家 NPOパートナーシップオ

フィス

21 那須烏山 新型コロナウイルスによる

影響で運営団体の総会

など、会議が開催できな

かったため

那須烏山市当初予算1,112,000円 その他の会合は開催していない 草刈り、ゴミ拾い等 ガイドのコツ（講義、意見交換形式）、地域内サイトの現地見学 推進協議会に依頼のあったガイド1人につ

き3,000円（規定あり）|ガイド団体「なす

からジオの会プチェーロ」に依頼のあったガイ

ド1回につき2,000円（規定なし）

理科、総合的な学習の時間等においてのガイ

ド派遣が市内の学校に定着してきていると感

じるため|

市民向けのジオパークに関するイベントで、

親子での参加がみられるようになった

市民向けのジオパークに関するイベントへの参加者の増加

がみられたため

市観光協会、市内にあるお菓子屋さん、ジオガイ

ド団体が協力し、ジオサイトをモチーフにしたお菓

子を開発、発売した

22 島原半島 自治体からの負担金20,876,825円 ジオパークガイドの定例会　12回 主に学校教育の中で、地域の宝である地質遺産の価値

や、各種ジオサイトにおける定期的な清掃活動の実施。

ジオパークのサイトである

「スクイ」や「ミヤマキリシ

マ」の清掃活動。

室内での座学など。 ジオサイトでどのようなことを説明するかを記載した説明シートを作成。 1時間30分以内、2000円。以降、1時間

ごとに1000円ずつ加算。

学習件数の増加。 ジオパークのことを質問してくれる子供が多く

なったから。

当協議会が主催するイベントへの常連参加者の定着化が

見られるため。

・ジオパーク商品の開発。（例、雲仙ジオバー

ガー）

地元高等学校との学習協定の締結。 NPO法人奥雲仙の自然

を守る会

教育活動に携わる事務局スタッフの減少及びガイド高

齢化の課題。

23 銚子 銚子市からの負担金　4,000,000円

事業収入　166,050円　その他収入

44,432円　寄付金　10,958円

運営会議（活動の為の調整会議）13

回、カイド部会2回

月1～2回ジオサイトの清掃活動を行っている。|保全対象

区域の植生調査や、景観保全のため除草、剪定作業を実

施している。

広く公募した清掃活動の

実施

お客様1人～5人まで500円。6人～10人

まで1,000円。11人～20人1,500円以

降10人毎に700円を追加。|（単価は1

時間料金）学校団体は半額。未就学児

は無料。

実際のガイド現場の見学及びガイド

のサポートに入り、ノウハウを学ぶ。|

ジオパーク学習を取り入れる学校が増えたた

め。また、SDGｓを意識した学習が増えたた

め。

学習支援でのアンケートの結果。 小学生とその保護者を対象とした「親子で夏の自

由研究ツアー」|

林野庁 チバニアンズ 対応できるガイドの不足（高齢化）

24 男鹿半島・大潟ジ

オパーク

自治体負担金4,000,000円|雑入

199,897円|繰越金　　　2,106,745

円

推進協議会事務担当者会議（７回）、

東北ブロック事務担当者会議（１回）、日

本ジオパークネットワーク運営会議（２

回）、県連協担当者会議（３回）

①自然公園法、文化財保護法、鳥獣保護法で保護され

たサイトが多く、法令担当課と連携して法律上の保護を行っ

ている。調査研究の支援も行っており、許可等が必要になっ

た際の手続きは公式ホームページで周知し、問い合わせにも

応じている。|②上記法令によらないサイトについては、多くが

重要施設（大潟村の維持管理施設や港湾、線路など）

であるため、失われるという懸念はほぼない。|③上記からさら

に漏れるサイトは、民間百選などに積極的に推薦し、知名

度の向上を図ることで保全につなげている。|④環境整備事

業を行っている。推進協議会やガイドの会が定期的に巡回

することやサイト周辺の草刈り等をおこなっている。

①域内小学校との協働

による海岸クリーンアップ|

②市民によるサイト周辺

の清掃および草刈り

ガイド依頼を受ける際は、雨天時の代

替案も併せて提案している。|拠点施

設を利用することがほとんどであるが、域

内の観光施設を利用することや場合に

よっては車内から説明することもある。

①座学：ジオパークの仕組みや男鹿半島・大潟のジオパークの概要、自然環境の保

護、リスク管理、ガイドテクニック、救急救命を学ぶ等。|②現地研修：各サイトにおける

研修。|③模擬ガイド：受講者がサイトを案内し、講師より講評を受ける。|

男鹿半島・大潟ジオパークガイドの会１人

につき１時間２，０００円（ガイド１人

につき参加者１０人まで）|２時間以上

３時間未満は４，０００円、以降１時

間ごとに追加１，０００円で上限が８，

０００円。

・月に１回程度のガイドの研修会や

有識者を交えた公開講座がある。

|・各ジオサイトのリスク管理をまとめた

「リスク管理マニュアル」を作成した。

|・ジオツアー後にガイドから報告書の

提出を義務づけている。事務局から

特記事項やガイドからの意見・感想

に対してフィードバックを作成し、ガイ

ド全体に情報共有できるよう工夫し

ている。|・協議会主催のガイドスキ

ルアップ講座を実施している。|・ガイ

ドの会内にワーキンググループを設

①観光や教育旅行プロ

グラムにジオパーク認定ガ

イドやジオサイトを絡めて

積極的に活用している。|

②ジオサイトをドローンを

使って撮影し、新しいジオ

サイトの魅力を伝えられる

職員がいる。

・校外学習を行う際に、男鹿市ジオパーク学

習センターが相談を受け入れる体制ができてい

るため、域内に限らず多くの小・中学校が利

用している。|・学校教諭の相談に対応できる

専任の解説員がおり、新学習指導要領にも

対応した約30種類の体験学習プログラムや

野外学習対応を行っている。児童・生徒から

の評判もよく、持続的に利用されている。

①子ども向けのジオパークイベントに来場し

てくれる子どもがいる。|②生徒１人１人が

ジオパーク新聞を作成し、発表する学校が

出てきている。|③教育旅行の訪問先にジ

オパーク巡りを提案する学校が出てきてい

る。

①以前からジオパーク応援商品制度を進

めており、出品している企業からは以前に

増してジオパーク活動（普及活動等イベ

ント）への協力が得られるようになった。|

②飲食店の従業員が認定ジオガイドと

なったことや新規ガイド養成講座を受講し

たりしている。

・ジオパークの公開講座等のイベントには、関係者以外の

市民が参加している。|・域内の自然災害伝承碑周辺の

草刈りを実施してくれる町内会がでた。

①ジオパーク応援商品制度を行っており、少しずつ

ではあるが普及してきている。|②域内２つの観光

施設と協働してワンコインガイドを実施することや、

普及啓発のための冊子販売を行った。

①秋田県生活環境部自然保護課|②東北地方環境

事務所|③国立大学法人秋田大学|④公立大学法

人秋田県立大学

25 島根県松江市 地質遺産の享受と持続

可能な地域社会の構築

自治体からの負担金16,000千円、国

からの補助金4,510千円、島根県からの

補助金364千円、前年度繰越金

5,897千円、サポーター制度会費収入

417千円、オリジナルポロシャツ販売等に

よる雑収入845千円

事務局会議8回、学術研究奨励事業助成

金審査会2回、ジオブランド認定審査会3回

出雲市議会市政調査研究会によ

る、第1回ジオパーク推進協議会の

開催。(島根大学教授である入月

協議会会員による講演、全国大会

及び再認定審査の内容等説明。）

環境省、島根県、自治会、島根大学と連携した保全活

動。地域団体や地域住民による草刈りや清掃活動。

斐伊川、赤浦海岸、桂

島などの清掃活動。

屋内での座学や研修、拠点施設や博

物館等の施設見学

受講者限定で公開 ジオパークの理念と保護保全、島根半島・宍道湖中海ジオパークとは？、ジオパークの

自然と保全・保護、国引き神話と文化サイト

出雲国ジオガイドの会ガイド料2,500円／

時間|超過1時間ごとに1,000円【定員な

し(10名／ガイド1名)】

スキルアップ研修やジオツアーの催行 ジオパークサポーター制度

「ジオサポ！」への加入を

構成自治体職員へ呼び

かけたところ、約400名の

職員から申し込みがあっ

た。

ジオサイトへ行くバス補助金事業への申請件

数が毎年増加してきているため。

多くの小学生がバス補助金事業を活用して

ジオサイトに赴き、課外学習を行っている

が、その講師をジオパークの専門員や協議

会会員の島根大学関係者が務めているた

め、子どもたちは大地の成り立ちや特徴も

しっかりと学びながら、学習に取り組むことが

できている。

ジオパークサポーター制度「ジオサポ」への

加入など、ジオパークへの関心が少しずつ

高まっている。

ジオパークの紹介動画再生数が延べ10万回となっているこ

と、またジオパークサポート制度「ジオサポ」登録者数が昨年

度の356名（個人会員）から、今年度400名へ増加した

こと、小学校のバス補助金事業の申請数が16校（令和2

年度）から今年度27校へ増加したことから、理解が拡大し

たと感じている。

隠岐・山陰海岸・島根半島の3ジオパークの連携

事業として、地元ラジオ局BSSラジオの番組「中

四国ライブネット」に出演し、ジオパークの紹介を

行った。|「秘密結社鷹の爪」とのコラボキャラクター

「GEO吉田くん」の動画やイラストを制作した。ま

た、全国大会でジオブランド商品を販売した。

国立大学法人島根大学 認定NPO法人自然再

生センター

小学校に比して、中学、高校における教育プログラムの

中にジオパーク学習があまり盛り込まれていないため、構

成自治体の教育委員会と連携しながら取り組んでいく

必要がある。

26 南アルプス（中央

構造線エリア）

地域の一体性を高めるこ

とによって、地域資源に対

する保護保全や持続可

能な活用による地域振

興の気運を高める

自治体からの負担金　1400000円|事

業収入　650018円

学術部会2回、教育部会2回、観光部会1

回、市町村担当者会議3回

飯田市議会のJGC委員長・JGN事

務局長を招いての講演会、糸魚川

GPへの視察

協議会（市町村）職員による定期的なサイトの整備の

他、地域住民による管理や整備、また、ルールを決めて化石

の採取を制限する等

露頭や周辺、散策路の

管理や整備

時間と人数により設定（例：利用者1～5

名、4時間以内で1,000円）

他課と協力や共催で、サ

イトの整備や事業を行っ

ている

コロナ禍が続き、小中学校でバスを使用した

野外活動が減少したことに加え、コロナ以前に

ジオパークの学習を実施してくれていた担当の

先生の移動などによって、内容が引き継がれて

いないと感じる

・ジオパークの地域内の学校では、引き続き

ジオパークを活用した学習が行われている|・

公民館と連携した講座の拡大

公民館と協力した講座や、主催の講演会、ジオツアーなど

への参加によって地域住民へのジオパークに関する理解が

深まっている

27 浅間山北麓ジオ

パーク

事務仕事の逼迫により 繰越金1,242,704円、補助金

990,000円、ガイド料3,108,200円、

商品販売1,100,344円、両町村負担

金15,577,000円、雑収入41円

運営委員会・各専門委員会27回、関東大

会運営会議・各部会会議25回、ガイドの

会33回、その他57回

運営委員への参加 継続したサイトのモニタリング調査を実施 渓流清掃 実際に行う活動の担い手の減少 クラフト体験、バーチャルジオツアー、火

山噴火実験、軽石観察

ガイドの会の会員限定で公開してい

る

ジオパークの理解について（講義）、ガイドの会について（講義）、ガイド時の保険に

ついて（講義）、与えられた資料で実際にガイド（実地）、応急手当（講義・実

地）、救命救急（実地）、ガイド時のリスクマネジメント（講義）、星空ガイド講座

（講義）、お客様を案内するにあたっての心構え（講義）、フィールドワーク（実

地）、浅間山の成り立ち（講義・実地）、ガイド時のツールについて（講義）天明３

年の噴火と鎌原について（講義・実地）、浅間山の大地について（講義・実地）、

浅間山周辺の自然（講義・実地）

ガイドの会|平地の場合：半日6，000円

（ガイド1人につき10名まで）|軽登山の

場合：半日10，000円（ガイド１人につ

き7名まで）|登山の場合：1日25，000

円（ガイド１人につき7名まで）

ジオパークを活用する機会が増えている。|ジオ

パークへの相談・依頼の内容が、実質的・発

展的なものに変化しており、高校生を対象とし

てインターンシップなどにつながっている。

ジオパークの名称やキャラクターの浸透。|出

前授業で積極的な反応や発問がある。|提

出されたレポートの中に、今までにない課題

意識が読み取れるものがある。

ジオパーク活動への積極的な参加 ジオパークイベントについて、住民からの問い合わせ件数が

増加している。|ジオサイトの絵画展の開催など、連携・協

力の関係が深まっている。|住民からジオパークに寄せられる

意見・提案に、ジオパークは「住民の思いを形にしてくれ

る」、「地域の課題を解決してくれる」という期待感が見え

る。

オンライン販売限定の自然薯　ロゴマーク|ホテルで

行われた写真展に合わせて、宿泊者を対象に日

替わりで話題提供+ガイドを行った。

観光向けの企業や飲食店、観光協会　等 浅間山麓国際自然学

校、安藤百福記念　自

然体験活動指導者養成

センター

地域外の学校からの依頼があった場合に提示できる、

教育プログラムがないこと。

28 三島村・鬼界カル

デラジオパーク

自治体からの負担金1,800,000円、県

からの補助金4,200,000円

教育部会5回、ガイド部会3回、その他2回 ジオパーク区域の公園指定 希望者 三島村魅力発見講座のシリーズ化 ガイド1人につき4時間6，000円 SNSを活用した積極的な地域の魅力発信 住民の意見を反映した議会質問が見られるようになってき

た。

NPO法人みしまですよ 財源的な面で、専門的な研修や他地域との交流の機

会が少ない。|子どもガイドの活動の場が少ない。

29 佐渡ジオパーク 自治体からの負担金14,410,000円|

事業収入2,117,000円|雑収入

2,351円|繰越金371,756円|

調査研究部会3回、事業部会3回、教育

部会2回、広報部会3回

ジオサイト保護保全管理計画に基づき、サイトの点検や整

備を実施し、崩落等で活用できないサイトについて関係部

署と情報共有を図るとともに、改善方法について具体的に

意見交換を行っている。|その他、佐渡ジオパークガイド協会

によるサイト周辺の草刈りやごみ拾い、市民団体による遊歩

道や観察露頭の整備、行政による定期的なサイトの点検、

草刈りを行っている。

地域が主体となったサイト

の草刈り

博物館等の案内 ガイド養成講座(先輩ガイドによる現地案内練習、安全管理、救命講習) お客様1～５人の場合|佐渡ジオパークガ

イド１人につき　1時間以内　2,500円、2

時間以内 3,500円、3時間以内 4,500

円、4時間以内 5,500円||お客様6～10

人の場合|佐渡ジオパークガイド１人につき

1時間以内 3,500円、2時間以内

5,500円,3時間以内 7,500円、4時間

他団体(DMOなど)が実施する研修

会等にも積極的に参加を促してい

る。

ジオパーク活動担当者以

外の職員から、ジオパーク

に関する問い合わせが増

えたことや、ジオパークと連

携した事業提案を受ける

ようになった。

学校からジオパークに関する講師派遣依頼が

増えている。

子ども向けのジオパーク講座への参加者が

増えている。

佐渡ジオパークPRグッズの販売協力店が

増えている。

ジオパークのPR動画等について、市民からコメントをもらうこ

とが多くなっているため。

ユニクロとのコラボレーションでポロシャツを作製し、

一般販売を実施した。

サードフィールド 学校からの派遣依頼が多く、ガイドが担えるようにしてい

く必要がある。



質問

番号

Q1 Q7 Q12 Q20 Q25 Q37 Q38 Q40 Q42 Q44 Q46 Q54 Q65 Q71 Q72 Q73 Q74 Q83 Q85 Q87 Q89 Q91 Q97 Q99 Q103 Q107

質問

内容

ご回答者の地域

名を教えてくださ

い。

前問で「その他」と回答し

た方に伺います。その内

容を教えてください。

前問で「設けていない」と

回答した方に伺います。

設けられなかった理由は

何ですか？

2021年度運営団体のジオパークに係る

支出の財源の内訳を教えてください。

（例：自治体からの負担金〇円、国か

らの補助金〇円）

前問の「その他」の運営団体の会合につい

て、内訳を教えてください。（例：教育部会

5回、ガイド部会3回、商品開発部会3回）

参加がある場合は2021年度はどの

ような参加がありましたか？

地質遺産の保護・保全について、どのような活動をおこなって

いますか？

前問で取り組みが「ある」

と回答した方に伺います。

具体的な取り組みを記

入してください。

前問の「その他」と回答し

た方に伺います。その内

容を教えてください。

前問の「その他」と回答し

た方に伺います。その内

容を教えてください。

前問の「その他」と回答し

た方に伺います。その内

容を教えてください。

保全活動において、現在抱えてい

る悩みがあれば、その内容を教えて

ください。

前問で「ある」と回答した方に伺いま

す。どのような代替策ですか？

前問でオンライン形式で実施している

と回答した方に伺います。その講座の

視聴可能な範囲について教えてくだ

さい。（例：ガイド団体の会員限定

で公開している 等）

Q69で「実施している」と回答した方にお伺いします。講座内容について教えてください。

（例：ガイドの心得について（講義）、○○地域の特徴をつかむ（講義）、

　　　□□の雄大な自然を探る（実際のガイドの様子を相互に見て学びあう）

　　　□□の歴史と温泉について知る（同）、△△の歴史から学ぶジオ（同）等）

ガイドが受け取るガイド料はどのように設定

していますか。

（例：○○ガイドの会ガイド１人につき1

時間1,000円(ガイド１人につき参加者

10人まで)、

　　　△△ガイドの会参加者１人につき1

時間500円(中学生未満半額) 等）

その他、ガイド育成のための独自のと

りくみがあれば教えてください。

前問で「変化している」と

回答した方に伺います。

変化していると感じた理

由はなんですか？

前問で1つでも「変化している」と回答した方に

伺います。学校が変化していると感じた理由は

なんですか？

前問で「拡大している」と回答した方に伺い

ます。子供たちの理解が拡大していると感じ

る理由はなんですか？

前問で「変化している」と回答した方に伺

います。商店街や商工会などの参加状

況が変化していると感じた理由はなんで

すか？

前問で「拡大している」と回答した方に伺います。住民の理

解が拡大していると感じる理由は何ですか？

前問で取り組みが「ある」と回答した方に伺いま

す。具体的な取り組みを教えてください。

前問で「はい」と答えた方にお聞きします。どのような団

体と協定を締結していますか？

(例：団体種別や活動内容　例：観光協会、環境

団体、飲食店 等)

NPOとの連携をおこなって

いる場合、団体の名称を

教えてください。

直面している教育的な課題（教育の質的な課題、量

的な課題）について教えてください。

30 ゆざわジオパーク 市負担金19627000円、参加料

63900円、販売収入44332円、繰越

金15144円、その他収入80044円

ガイド部会１回、観光部会3回 構成団体として総会に出席してい

る。

・「保全リスト」によりサイトの基本情報をまとめている。|・「サ

イトカルテ」により土地所有者を介したサイトの管理、記録を

行っている。|・「学術報告書」によりサイトに関する知見の集

積を行っている。|・地域住民が自発的な保全活動（草刈

りなど）を行っている。

NPO法人おがちふるさと

学校と、地域資源の価

値の説明や、サイト景観

の保全に取り組んでいる。

屋内や、野外をほとんど歩く必要のない

ツアー。

認定ジオガイド限定のスキルアップ講

座

リモートを含むコミュニケーションの技術や方法について。 ゆざわジオパーク ガイドの会：ガイド１人に

つき参加者10人まで対応、1時間1,000

円。

市民向け講座の一定回数の受講、

あるいは、ジオ検定ブロンズを合格す

るとジオガイドになるためのガイド養成

講座への参加資格が得られる。認

定されたジオガイドはガイドスキルを

担保するためのスキルアップ講座を受

けることができる。

地域資源の良さを知るための活動として、教

員からも高い支持を得ているため。

学習発表交流会などで、地域資源の価値

について関心を持っている様子が伝わってく

るため。

市民応援隊かだり隊という制度を、商工

会が自発的に事業所へ説明しているた

め。

電話問い合わせでジオパークに関する質問がよくあるため。 認定商品（秋田木工、わかさ菓子店、栗駒フー

ズ、秋の宮山荘、カンパーニャ・アグリ、山内儀助

商店、湯沢翔北高等学校、やまりん商店、秋田

銘醸、稲庭古来堂）

大学 NPOおがちふるさと学校 学校とサイト間の距離があるため、現地見学が容易では

ない。

31 アポイ岳ジオパーク 町からの補助金2,166,000円、認定ガ

イド料他133,100円、雑収入グッズ販

売他1,321,898円

教育・普及部会2回 普及啓発事業への参加、山陰海岸

UGGpへの視察

ジオパーク域内においては、国定公園の保護区域に指定さ

れている場所があり、自然公園法及び関連条例によっても

土砂採取が制限されているため、その旨注意を促す案内を

ビジターセンターで掲示している。|また、アポイ岳においては

市民団体と連携して登山道整備を行っている。

登山道・サイトの整備、

盗掘防止のキャンペーン・

合同監視等

定期的に学術顧問や学芸員、またはガイド間による勉強会を開催している コース所要時間及び実施場所、ならびに人

数に応じて設定している。|・市街地より登

山の方が料金高く。|・人数がガイド1人で

最大15名までとして、人数が増えるほど1人

あたりの単価は下がる。

看板作成を共同で行っている 小中学校の総合学習において「ふるさとアポ

イ学」として、カリキュラムに位置づけてられて

いるため、理解は拡大している。|

ジオパークのポロシャツを業務ユニホームとして着用

して啓発した取り組み。

金融機関 アポイ岳ファンクラブ

32 南紀熊野ジオパー

ク

交流人口の拡大 自治体負担金26,572千円、年会費

190千円、雑収入29千円、繰越金

3,323千円

担当者会議3回、学術専門委員会2回、

編集会議4回

ジオサイト周辺の清掃活動、道標、注意喚起標識の整備 受講者限定で公開している ジオパークとは（講義）、ガイドの役割（講義）、南紀熊野ジオパークについて（講

義）、南紀熊野の大地の特色（講義）、南紀熊野の歴史文化（講義）、南紀熊

野の自然（講義）、南紀熊野の災害の歴史（講義）、各エリアの主なジオサイト

（講義及び現地実習2日間）、ジオツアーの企画研修（実習）、その他ガイドスキル

向上の要件として研修やツアー等から3つ以上を任意で選択し参加

南紀熊野ジオパークガイドの会ガイド１人

につき２時間以内5,000円、３時間以内

7,000円、３時間超過14,000円（利用

者はガイド1人につき原則2人以上10人以

内）

ベテランガイドが行う自主企画研修 世界申請のための国内

推薦申請を行った事で改

めて活動を見つめなおし

たため

拠点施設への訪問が増えたことによる認知度

向上

拠点施設への訪問が増えたことによる認知

度向上

地域における認知度の向上 JR西日本観光列車「銀河」でジオパークガイドが

乗客に橋杭岩を案内

飲食店や地域企業との推進事業者制度

33 蔵王 県補助金（みやぎ環境交付金）

7,779,132円|市町村振興総合補助

金　999,000円

ジオパーク推進連絡会　２回 議員学習会において、ジオパークの

理念についての講座を行った。|ま

た、ジオパークフォーラムを開催し、半

数程度の議員の参加を獲得した。

登山道等の清掃・保護を行っている団体の活動状況を把

握するとともに、環境保護活動補助金を交付しその活動の

バックアップを行っている。

大地の営みを知り、そこに

生まれる動植物や人々の

文化といったストーリーを

感じることができる場所の

ことでしょうか。（たとえ学

術的価値がなく、楽しむ

ことができない場所でもサ

イトになってもいいと思いま

ある一部のサイトでは保全活動が

行われているが、エリア全体で具体

的な保全活動が行われているわけ

ではないので、地域資源の価値を

もっと普及し、全エリアを保全できる

ように努めていきたい。

座学、ＶＲ動画の視聴等 ガイド養成講座を申し込んだ方の

み、全講座終了後YouTubeにて視

聴できるようにしている。

【初級】|・蔵王の地形・地質・歴史・文化・自然について|・大地の公園ジオパークとは|

【中級】|・ジオパークの理解、インタプリタ―の心構え|・先進地ジオツアー体験|・町内ジ

オサイト見学|・山岳のガイドの心得・安全登山|・レクリエーション基礎|・気候・気象|・

心配蘇生法|・ジオツアーのプランニング実習|・ジオガイド実習

無料 特にありませんが、ジオツアー等の事

業を開催する際に、お手伝いをいた

だける方に

ジオツアーを開催した際に

積極的に参加する職員

も増えてきている。

地元小中学校においては、以前より出前講

座やフィールドワークを行って地域資源の大切

さについて普及啓発活動を行っている。|また、

地元高校においては全校生徒を対象としたク

ラブジオパークが発足し、2022年においては高

校生が考えたジオツアーを実施するなど積極

的な活動が見られる。

児童生徒内での積極的な活動が見られる

ほか、ジオパーク活動で得られた実績を基に

他校とのネットワーク拡大につながっている。

商工会全体の変化を感じることは難しい

ですが、コラボ商品の開発に参入していた

だける業者が少しずつ増えてきている。

ジオパークの活動に興味を持ち、事業に協力していただける

方が少しずつ増えてきているため。

現時点ではあまり見受けられないが、今後、学校側との

話し合いの場を設けることにより、状況を把握したいと考

えている。

34 室戸ユネスコ世界

ジオパーク

自治体からの補助金26,432,216円、

国からの補助金503,000円、外部団体

からの委託料1,515,887円、外部団体

からの寄付金1,528,302円、自主財源

2,479,546円

まもるチーム　9回、かせぐチーム　9回、もて

なすチーム　1回、

ジオパーク学習及びジオパークを土台

にした探究活動発表の場を、議会

期間中に提供してもらい地元高校

生が成果発表を行った。

サイト巡視、清掃活動、標本調査、外来植物分布調査 清掃活動、地域住民を

巻き込んだジオ端会議

（井戸端会議）、サボテ

ン・ノジギクなど外来植物

の駆除

保全計画を策定するところまで手が

回らない。|保全を着手しようとして

いるが、進めるにあたって何から手を

付けてどのように進めていけばよいの

か困っている。|その他に、地域住民

をより積極的に巻き込む方法や、地

質遺産の学術的価値を地域全体

ガイドによる室戸世界ジオパークセン

ター案内と隣接する工場見学等

zoomによる特定の方向けの者もあ

れば、Youtubeでオンライン配信を行

い誰でも視聴可能の場合がある。

ガイドの心得（講義）、大地の成り立ちについて（講義）、自分なりのジオストーリーを

作成しよう（講義&ワークショップ）、ガイド・インストラクターを実施する際の安全管理、

フィールド研修、地質遺産と人の暮らしのつながりについて（講義）

室戸市観光ガイドの会　基本料金2,000

円/1～2名、+1,000円/3～10名（時

間・人数に応じて変動、団体割引有）

|NPO法人吉良川町並み保存会　5人ま

で1,200円（人数に応じて変動有）|佐

喜浜躍動天然杉強度の森を守る会　5人

まで10,000円（人数に応じて変動有）

養成講座や勉強会（専門員が

フィールド学習会などを企画・実施）

|外部講師を招いて特別公演|他地

域ジオのガイド団体との交流会実施

小中学校においては、市の教育委員会にジオ

パーク学習の案内をすることで、教員たちに情

報共有をしてくれており、市内にある数校の学

校からジオパーク学習実施の要望が届いてい

る。|また、高校では連携協定を締結すること

で職員派遣制度を確立し、さらなる連携した

取り組みの増加、学会での発表などの成果が

学校や放課後子ども教室や、体験プログラ

ム等で受け入れることで、ジオパークや大地

の成り立ちについて学んだことのある子どもが

確実に増えてきている。|また、地域住民を

まきこんだ教育プログラムを開発・実施するこ

とで、室戸の自然環境と自分たちの暮らしの

つながりが少しずつ理解し始めた子どもが増

総会の場で地域内で実施しているジオ教

育の成果を発表してもらったり、広報誌で

取り組みを紹介していくことで、地域内の

商工会や婦人会の人が活動に興味を持

ち、積極的に関わる機会が増えてきてい

る。

住民への聞き取り調査やガイド養成講座の実施、広報室

戸への情報掲載等で、実際に市民の方から声をかけてくだ

さることがあるため。

清掃活動、防災活動、ブース出展、オリジナルフ

レーム切手の作成販売

教育機関、国立研究開発法人、市内ガイド団体、環

境団体、ユネスコ世界ジオパーク

佐喜浜元気プロジェクト、

吉良川町並み保存会、

高知市民会議、環境の

杜こうち

小中学校ではジオパーク学習が単発となるため、学習の

深みが出にくい。|ジオパーク学習で専門員の代役を務

められる地域住民・事務局員の育成。

35 萩 自治体からの補助金5,358,614円（う

ち国からの補助金1,655,847円）、負

担金1,000,000円、講座等参加料

677,945円

幹事会2回、地域連絡会議1回、学校教

育連絡会議1回

萩市議会議長が萩ジオパーク推進

協議会の顧問に就任している。

環境整備として草刈りや清掃を行っている。郵便局と連携し

モニタリングを行っている。

申込者のみ ガイド技術の習得、プログラム作り 体験プログラム（60分）参加者1人につき

1,000円、（90分）参加者1人につき

1,500円

理科の学習やふるさと学習の一環でジオサイト

を訪れる学校もあるが、総合的な学習の時間

の中でＳＤＧｓの視点を取り入れたものとす

るために、ジオパークを利用したいと相談があ

り、再構成をした。

学校からのジオパーク活用の申入れ数が増

えており、過去に対応した児童が別の場面

でジオパークに触れることとなっても当時を思

い出して正しく回答することもあったから。

萩ジオパークパートナーとして、土産・飲食店、ホテル等

観光事業者、体験プログラム提供者。

NPOあとう、NPO萩まち

じゅう博物館

学校教育の場でジオパークについての認知は高まり、活

用事例も増えている。学校向け体験プログラムを用意し

ているが、活用時期が重なり、対応者が不足することが

増えてきた

36 栗駒山麓 自治体（栗原市）からの補助金

33,044,000円|環境省からの補助金

3,168,000円|事業参加費

144,600円|ジオパーク商品売り上げ収

入       772,853円|その他雑入

防災・教育部会４回、観光・ツーリズム部

会２回、保護・保全部会３回、ガイド部会

３回、栗駒山麓のめぐみ認定店意見交換

会１回、ジオトレイルワーキング７回

一部の議員によるジオパーク講座お

よびジオガイド養成講座等の受講|

栗駒山麓ジオトレイル講座の受講|

ジオパークイベントへの参加

高層湿原のヨシ刈り、清掃登山、湿地のクリーンキャンペー

ン、露頭の除草作業、地すべり内部の除草・枝払い作業

等。

クリーンキャンペーンや除

草作業等への地域住民

参加

インタープリテーションと安全管理（講義）、インタープリテーションの体験と意図開き

（体験）、インタープリテーションのプログラムをデザインする（講義）、インタープリテー

ション実践、栗駒山麓ジオパークの自然環境について（講義）、平成２０年岩手・宮

城内陸地震と山地災害（体験）、栗駒山麓ジオパークの人文環境（講義）、ガイド

のマナー・ホスピタリティ（講義）、救命救急（講義）、気象講義等

ガイド１人につき１時間2,000円（ガイド

１人につき参加者10人まで）

ジオパーク担当課以外の

事業に、一部ではあるが

ジオパークを取り入れた事

業の展開などが図られて

いる。

ジオパーク学習に取り組む小、中、高等学校

及び実施回数が年々増加している。

ジオパーク学習機会の増加と質の向上によ

るもの。|ジオパーク学習交流会の開催や、

毎年小学校５年生全員に対してのジオ

パーク副読本の配布など、多くの機会を創

出している。

栗駒山麓ジオパーク特産商品「栗駒山

麓のめぐみ」への商店街の方の参画や、そ

の呼びかけに紹介が関わっている。|専門

部会等への参加。

保全活用への住民の参画。|ジオパークビジターセンターを

自治会等の研修地として活用。|ジオトレイルイベントへの

参加。

企業版ふるさと納税「栗駒山麓ジオパークプロジェ

クト」の実施による企業からの寄付金協力。|ジオ

パーク広告看板への広告入札。

コンビニエンスストアによるジオパーク商品の取り扱いとジ

オパークのPR等の実施。

市内外の小中学校からの依頼が拡大しており、事務局

とガイドだけでの実施が大変である。|参画団体の協力

も得ているが、繁忙期と重なると参画団体の本来業務

に支障をきたす場合もある。|実施時期が６月から１０

月に集中する傾向んひあるため、１年を通して実施機

会を分散できる方法や学習プログラムが必要。

37 立山黒部ジオパー

ク

・会費　　　　　　　　　　5,849,000円

|・助成金　　　　　　 　  10,277,000

円|・事業収入

2,274,806円|・その他（雑収入、繰

越）　6,593,289円|

部会長会議　　　 　4回　|部会

20回|支援自治体会議　 　5回

保全活用計画書の作成 進行形であるが、露頭の

保全進めている。

広範囲のため、十分な対応ができ

ない

・現場体験（岩石）|・ジオツアーの新しい楽しませ方|・座学（扇状地水循環）|・

座学（大陸論から見る日本列島と飛騨編成帯）

2500円/時間　＋　交通費 以前は、ジオパーク活動を取り入れることで先

生の負担増が懸念されていたが、少しずつ負

担も少なくジオパークの理解が深まってきた。

参加者や質問が増えた ある地域の保全活用について、地域幹部（？）

とワークショップなどを開催した

・大学|・自然保護協会|・防災士会| ・富山県自然保護協会

|・富山県民ボランティア

総合支援センター

対応のできる人材（学芸員、専門員）が少ない

38 とかち鹿追ジオパー

ク

自治体からの負担金2,343,375円 教育WG（ワーキング）３回、ジオ講座

WG１回、ガイド養成WG３回、防災教育

WG４回、保全計画WG１回、ジオサイト

整備WG２回、ジオツアーWG１回

ビジターセンター施設見学 サイトの草刈り、ロープ張り、掃除 外来種の駆除、サイトの

清掃、草刈り、

地球の営みや地域の成り

立ちが分かる場所

人の利用と自然環境の消耗のバラ

ンスをどう取るか。鉱物資源の価値

づけとその保全法

講座の参加希望者 ・オリエンテーション（ジオパークとは）|・ツアー企画の作り方講座|・上級救命講習|・リ

スク管理講座|・コミュニケーション講座|・持続可能なツーリズムについての講座|・実技

試験|・サイト巡検|・生態系講座|・

未定 独自なのかどうか分からない 学校との連携が深まっていると感じる。連携し

て行う授業が増えた。

連携して行う授業数が増えていることから 防災に関するイベントを連携して行った。 地域の青年会議所とSDGs推進・ジオパーク活動の推

進に関する連携協定を結んでいる

対応するスタッフのマンパワー。自然体験に必要な予算

39 古関東深海盆 自治体：10万円、その他：20万円| 部会は有りませんが、定期的に現場の整

備・管理やシンポジウム開催準備会など目

的に応じて会議を開いています。

地質遺産の点検。シンポジウムや説明看板を通じて地質遺

産の意義や保全の必要性を伝えています。

地域住民と協働でシンポ

ジウムや見学会を開催し

ました。

天然記念物に指定されているところ

では、整備や活用などに関して規

制が多すぎる事です。

NPO法人日本地質汚

染審査機構

40 十勝岳ジオパーク 構成する自治体の負担金 防４教育部会４回、地域普及部会４回、

産業部会（作業部会含）６回、観光ツー

リスム部会４回

ジオパーク活動の提案やジオパークオ

リジナルグッズの購入

協議会で保全員を委嘱してジオサイト等の巡視を実施| 国立公園内や観光スポッ

ト、主要道路周辺の住

民参画による清掃活動

の実施

十勝岳山麓の原生林内などの杜のな

かを散策

地域内に限らず、十勝岳ジオパーク

を理解し応援できる方

十勝岳ジオパークの展開やリスクマネージメントのほか、専門研修としてアイヌ語研修など １人半日まで５，０００円、１日まで１

０，０００円|２０名以上の団体は１

人半日まで２，０００円

構成団体のガイド育成プログラムや

他のジオパークへの研修派遣

学習プログラム修正や学

習イベントの実施

学習プログラム修正や学習イベントの実施 夏休みを活用した自由研究作品にジオ

パークを意識した作品が

オリジナルグッズの開発協議やジオパーク

ポスターの掲示

サポーター養成講座の受講者増 山岳地域のおけるトイレ処理「山のトイレ」

41 白滝ジオパーク 前年度繰越金　1,480,723円|自治体

からの補助金　3,100,000円|事業・販

売収入　139,710円|その他雑入

521,423円

国際黒曜石会議学術運営部会3回 ・黒曜石原産地の保全（森林管理署と協定締結）|・調

査研究助成事業|・ジオサイト整備事業|・研究機関等との

連携（国際黒曜石会議）|・ジオサイトカルテ整備事業

当ジオパークの主役である黒曜石

産地は国有林内にある。|保全によ

る活用の制限がある中で、観光振

興への活かし方について模索中。|

（赤石山山頂のジオサイトなど）

白滝ジオパーク交流センター、遠軽町

埋蔵文化財センターでの施設見学・体

験学習等に代替

・黒曜石の成り立ちと白滝遺跡群（野外学習・講義）|・上級救命講習 1人につき1時間2,500円＋費用弁償 なし 遠軽南中学校や遠軽高校オホーツク風土研

究（選択科目）で、SDGsに関連した授業

を取り入れたため。

白滝ジオパーク推進協議会事務担当者

会議で、遠軽町商工会議所やえんがる

商工会、遠軽物産協会の事務担当者

が参画し、組織運営に携わっているため。

周遊型謎解きイベント「現地でおうちでインカルシ

探偵団」を実施した。

・黒曜石産地（赤石山）を地質遺産として保全し、

教育やツーリズムに活用するため、推進協議会と網走

西部森林管理署による「国民参加の森林づくり活動に

関する協定」を締結。|・循環型の森林づくりを進め森

林を保全しながら、活力のある地域づくりに貢献するとと

もに、オホーツクの「木の文化」を次世代に引き継ぐこと、

また、道産木材の様々な楽器への活用を強化して取り

・NPO法人えんがぁるジオ

倶楽部|・NPO法人丸

瀬布昆虫同好会|

・ジオパーク拠点施設の利用及び理科（地層学習）

等でのジオサイトの活用は多いが、ジオパークそのものを

理解する機会が少ない（一部の中学校、高校のみ）

|・体験学習偏重となり、形骸化しつつある。



質問

番号

Q1 Q7 Q12 Q20 Q25 Q37 Q38 Q40 Q42 Q44 Q46 Q54 Q65 Q71 Q72 Q73 Q74 Q83 Q85 Q87 Q89 Q91 Q97 Q99 Q103 Q107

質問

内容

ご回答者の地域

名を教えてくださ

い。

前問で「その他」と回答し

た方に伺います。その内

容を教えてください。

前問で「設けていない」と

回答した方に伺います。

設けられなかった理由は

何ですか？

2021年度運営団体のジオパークに係る

支出の財源の内訳を教えてください。

（例：自治体からの負担金〇円、国か

らの補助金〇円）

前問の「その他」の運営団体の会合につい

て、内訳を教えてください。（例：教育部会

5回、ガイド部会3回、商品開発部会3回）

参加がある場合は2021年度はどの

ような参加がありましたか？

地質遺産の保護・保全について、どのような活動をおこなって

いますか？

前問で取り組みが「ある」

と回答した方に伺います。

具体的な取り組みを記

入してください。

前問の「その他」と回答し

た方に伺います。その内

容を教えてください。

前問の「その他」と回答し

た方に伺います。その内

容を教えてください。

前問の「その他」と回答し

た方に伺います。その内

容を教えてください。

保全活動において、現在抱えてい

る悩みがあれば、その内容を教えて

ください。

前問で「ある」と回答した方に伺いま

す。どのような代替策ですか？

前問でオンライン形式で実施している

と回答した方に伺います。その講座の

視聴可能な範囲について教えてくだ

さい。（例：ガイド団体の会員限定

で公開している 等）

Q69で「実施している」と回答した方にお伺いします。講座内容について教えてください。

（例：ガイドの心得について（講義）、○○地域の特徴をつかむ（講義）、

　　　□□の雄大な自然を探る（実際のガイドの様子を相互に見て学びあう）

　　　□□の歴史と温泉について知る（同）、△△の歴史から学ぶジオ（同）等）

ガイドが受け取るガイド料はどのように設定

していますか。

（例：○○ガイドの会ガイド１人につき1

時間1,000円(ガイド１人につき参加者

10人まで)、

　　　△△ガイドの会参加者１人につき1

時間500円(中学生未満半額) 等）

その他、ガイド育成のための独自のと

りくみがあれば教えてください。

前問で「変化している」と

回答した方に伺います。

変化していると感じた理

由はなんですか？

前問で1つでも「変化している」と回答した方に

伺います。学校が変化していると感じた理由は

なんですか？

前問で「拡大している」と回答した方に伺い

ます。子供たちの理解が拡大していると感じ

る理由はなんですか？

前問で「変化している」と回答した方に伺

います。商店街や商工会などの参加状

況が変化していると感じた理由はなんで

すか？

前問で「拡大している」と回答した方に伺います。住民の理

解が拡大していると感じる理由は何ですか？

前問で取り組みが「ある」と回答した方に伺いま

す。具体的な取り組みを教えてください。

前問で「はい」と答えた方にお聞きします。どのような団

体と協定を締結していますか？

(例：団体種別や活動内容　例：観光協会、環境

団体、飲食店 等)

NPOとの連携をおこなって

いる場合、団体の名称を

教えてください。

直面している教育的な課題（教育の質的な課題、量

的な課題）について教えてください。

42 飛騨山脈（構

想）

自治体負担金14,500,000円、国から

の補助金183,600円、会費等

848,937円

学術部会４回 議員個人の協議会会員登録 美化活動、外来生物の除去作業 美化活動、外来植物の

除去

ツアーコースのジオについて学ぶ 5,000円～15,000円 指定文化財等の調査協

力体制

ジオ学習など積極的に開催を検討してきてい

る

ジオサイトとなる山岳関連観光等の事業

に対しての取組み、交通事業者独自の

ジオツアーの開催など

砂防関係、地域づくり関係団体と共催してツアー

等の開催

ＮＰＯ神通砂防

43 桜島・錦江湾ジオ

パーク推進協議会

自治体負担金40,000,000円| 保全会議2回、教育部会3回 定期的な資源調査 自由形式のため把握しておりません。 小学生向け副読本の利用率向上 小学生向け副読本の利用率向上 市民アンケート調査等の結果 焼酎メーカー等 焼酎メーカー、大手スーパー 桜島ミュージアム、くすの

木自然館、かごしま探検

の会、

44 阿蘇ユネスコ世界

ジオパーク

公益財団法人からの負担金

10,000,000円、自治体からの負担金

4,000,000円、県からの交付金

1,469,000円、寄付金2,180,000

円、雑収入614,029円、前年度繰越

金4,643,695円

運営委員会3回、担当者会議3回 ガイドや学生によるサイトのモニタリング 保全すべき価値をもっとクリアにする

べき。|川の生態系については未着

手。

阿蘇火山博物館等屋内の案内 養成講座受講者限定で公開してい

る。

エコツーリズムとジオツーリズム（講義）、世界ジオパークに求められるもの（講義）、今

時のツーリズム事情と阿蘇におけるツーリズム地域づくりへの提案（講義）、リスクマネジ

メント（講義）、阿蘇火山の概要（講義）、自然災害と防災/熊本地震（講

義）、ガイド業務の基礎知識とインタープリテーションの心得（講義）、ガイディングに役

立つコミュニケーション技術（講義）、阿蘇の火山と信仰（講義）、阿蘇の湧水と温

泉（講義）、主なジオサイトの特色（講義）、草原の成り立ち・営み（講義）、阿

蘇の野草・生き物（講義）、草千里（フィールドワーク）、中岳火口ガイド動画（講

阿蘇ジオパークガイド協会ガイド1人につき

3,500円（3時間までのご案内2名以上2

名まで）|阿蘇ジオパークガイド協会ガイド

1人につき5,800円（3～6時間までのご

案内2名以上2名まで）|阿蘇ジオパークガ

イド協会ガイド1人につき2,800円（3時

間までのご案内3～4名まで）|阿蘇ジオ

阿蘇ジオパークガイド協会内でガイド

グループを作り、サークル活動や定期

的な研修会を行っている。

民間団体から担当以外

の課につないでいただき、

好印象をいただいている。

国立阿蘇青少年交流の家や草原学習とうま

く連携が取れはじめた。高校は良くなったところ

と、悪くなったところがある。

子どもたちから、事務局に他のイベントはな

いのか？という問い合わせがある。

熊本駅前のJRｱﾐｭﾌﾟﾗｻﾞとの連携ｲﾍﾞﾝﾄ。九州

電力とのコラボイベント（子育て世代向け）、交

流の家とのコラボによる博多駅前の出展。ジオパー

クを新しい視点で捉えた映画コラボなど。

国立阿蘇青少年交流の家、NPO法人押戸石の丘、

阿蘇温泉観光旅館協同組合、おおいた豊後大野ジオ

パーク

NPO法人押戸石の丘、

NPO法人ASO田園空

間博物館

学校現場の先生が変わっても授業を維持できる仕組み

の構築。|学校になじめない子どもたちの育成の場の創

出。|課題を大人から与えられるのではなく、自分たちで

探し出す力の育成手法。

45 下仁田ジオパーク 下仁田町の一般財源から 教育部会1回、学術部会3回、ガイド5回

産業観光部会　2回

美化清掃活動への参加 サイトのモニタリング、サイトの美化活動および、外来種の除

去

地元建設屋さんなどがサ

イトの美化整備であった

り、メンテナンスに取り組ん

でくれている。|

鉱石の乱掘に関しての規制方法に

ついて

雨天時は、拠点施設の見学。 令和３年度は新規ガイド対象というよりは、模擬ツアーをおこないながらガイドのスキル

アップを図った。

ガイド一人につき、半日（3時間）2700

円

行事参加者に、ガイド登録をするた

めの講座を呼び掛けている。

新型コロナウィルスの影響

でほとんどの受け入れが行

えなかった。

特に、小中学では、これまでの一単元で地域

を学ぶという取り組みから|地域の課題解決の

題材にジオパークを扱うようになってきた。||ま

た、高校でも理科の探求の時間に、自然の恵

みと自然のかかわりについて　年間通じて研究

に取り組んでいる。

一単元でなく、年間を通じた活動の中にジ

オパークが入ってきてたので、子どもたち自身

の理解がふかまってきていると感じられる。

商工会の皆さんは、おもてなし講座の一

貫でお客さんを対象に、ジオパークの町下

仁田を紹介できるような取り組みを行って

いる。|また、町の商店の町民全員に配

布されるデリバリー専用リーフレットにおい

て、世界遺産とジオパークのある町の紹介

を頂いいている。

少しずつではあるが、毎月の清掃活動に参加する人が増え

てきている。|また、ジオサイトをを活用した野外音楽イベント

を行う団体と共同でイベントを行い、音楽を楽しみに集まる

人にジオパークを普及することができた。|

Q91で回答した野外音楽イベント 地域の学術的価値の整理や学校教育への支援を主

に行う学術団体|ガイドや地域住民への普及をメインに

行う住民団体|

　現在、地域コーディネーター―が学校と地域結ぶハブの

役割を担い、学校の求める地域学習を提供できている

が、任期以降の持続可能性が問題となっている。|

46 三好 運営団体に独自予算は無かった（全額

市費より支出）

保全部会3回、教育部会2回、ツーリズム部

会4回、防災部会2回

清掃活動、サイト調査 池田小学校が地域住民

とともにカルチュラルサイト

である池田城跡の清掃

活動をしている

概ね1番目、2番目の回

答で完結

住民が居住している所をサイトとし

て登録している場所の保全のあり

方。サイト設定に課題があることの

対応。

受講申し込みをした人 【ジオパークガイド養成講座】　1コマ目：ジオパークとは？、2コマ目：三好ジオパーク構

想の特徴、3コマ目：三好ジオパーク構想エリアにあるジオサイトについて、4コマ目：三

好ジオパーク構想エリアにあるエコサイトについて、5コマ目：三好ジオパーク構想エリアに

あるカルチュラルサイトについて、6コマ目：各サイトを周遊する際の安全管理について、

7コマ目：インタープリテーションガイド研修（外部講師）、8コマ目：ジオパークガイド確

認テスト

みよしジオガイドの会:参加者1名あたり1～

9名1000円、10名以上800円

ジオパークガイド養成講座の前段に

プチガイド養成講座も実施

ジオパーク学習を取り入れている学校が増えて

きている。

幼児・児童向け絵本を発刊したり、子ども

向けイベントを実施して普及啓発していた

り、ジオパーク学習を取り入れた事のある学

校の先生が転任先でジオパーク学習を取り

入れた事のない学校でも展開してくれていて

子供たちの理解が進んでいる。

部会活動に参加してくれている サイト調査により価値を理解したり、住民からのジオガイドの

依頼が増えたり、新しいジオが絡んだ組織が発足したりし

た。

【大歩危遊覧船ジオツアー】遊覧船運行会社とジ

オガイド団体と地域活性化団体と運営団体がコラ

ボして大歩危峡周辺のガイドツアーを実施した。|

【ラフトジオ】ラフティングガイドとジオガイド、運営団

体がコラボしてラフトジオツアーを実施した。|【防災

学習】防災士会と運営団体がコラボして小学校に

対して防災出前授業を実施した。

ジオパーク学習の濃淡がある（全学校で実施できてな

い）ことと、ジオパーク学習の継続性が課題。また、ジオ

パーク学習の時期が集中することも課題。

47 糸魚川 自治体からの負担金400万円、県からの

負担金20万円、補助金（博物館活動

助成・文化芸術振興費）411万円、調

査経費883万円、グッズ売上金160万

円、寄付金45万円、雑収入44万円

全体部会1回 運営団体の構成団体として参画 文化財の指定、モニタリング、アクセス路等の整備、保全委

員会の運営

鉱山開発に対する委員

会運営、希少動植物の

採取に関する申請制

度、希少鉱物資源の通

報体制

博物館の見学や各種実験 視聴制限は特になし ジオパーク内の地質・動植物・歴史・文化（講義）、ガイドスキル（講義・ワークショッ

プ）

糸魚川ジオパーク観光ガイドの会で設定：

|小グループ（ガイド1人、参加者10人ま

で）1,000円／時間、|団体（ガイド1

人、参加者20人まで）4,500円／4時間

以内

研修（座学・安全講習）、近隣ジ

オパークガイドとの交流会、日誌等に

よる情報共有

自然資源等の保護に配

慮した事業例が見受けら

れるため

ジオパークおよびSDGsに関する協力依頼が

増え、学年全員で糸魚川ジオパーク検定に受

験する高校が現れたため

修学旅行で他地域のジオパークに行く学校

が現れているため

ジオパークマスコットキャラクターの利用件数が順調に伸びて

おり、全国放送された番組の反響も大きいため

地域内で活動するジオパーク学習グループ（ジオ

パークカレッジ）の活動支援と共同イベントの実施

環境省、大学機関、市内高校、宿泊施設など NPO法人ジオプロジェクト

新潟

48 恐竜渓谷ふくい勝

山

勝山市から2,187,400円、福井県から

500,000円

食の部会、自然観察部会、看板更新の打

ち合わせ、イベント打ち合わせ

協議会への参加があるのみ 住民に対して補助金を出し、保護・保全活動を推進してい

る。

住民に対して補助金を

出し、保護・保全活動を

推進している。

豪雨の影響で訪れることのできない

サイトがある。

ジオパークガイドの会のガイド一人につき

5,000円/4時間、勝山市観光ガイドボラン

ティアクラブのガイド一人につき2,000円/回

ガイドへの講座 NPO法人恐竜のまちかつ

やま応援隊

高校へのジオ学習の導入

49 苗場山麓 津南町財源11,092,947円、栄村負

担金5,338,211円

ガイド部会12回、商品開発部会4回、資源

探査部会4回、広報部会4回

調査、部会 現状維持、草刈り 保全に向けた調査を行っている。住

民も関心が高まっている。けれども、

それらを法的に保全していくための

条例制定などのノウハウがなく、先

進事例などの情報が欲しい。

屋内施設の紹介 歩いて楽しむ「〇〇」ツアー～〇〇編～(フィールドを歩き、ジオサイトの成り立ち、歴史を

学ぶ)

ガイドの会ガイド1人につき半日6,000円/

一日8,000円(ガイド1人につき参加者10

人まで)

ガイド向けの研修を設けている 小学校でジオパーク学習に取り組んだ成果と

して、ジオカードやジオサイト新聞などの作製を

行った

認定ガイド検定を受検し、ガイドを目指す

児童がいること

認定商品のＰＲに力を入れている 各集落行事に取り込まれている ジオ河岸段丘花火、ジオサイクリング、ジオパークウ

ルトラマラソン、山コーヒー、雪散歩

観光協会、飲食店、宿泊施設 NPO法人Tap さらなる内容の向上や取り組みの拡大

50 磐梯山ジオパーク 市町村負担金　6,738千円、県補助

1,416千円

事務局会議 議会でジオパークで雇用した協力隊

は良い活動をしているとの発言はあり

ました。

保全計画に沿ったカルテ作成など 特定外来生物の駆除活

動など|

地域住民の参画 文化施設等の見学、遊覧船の活用な

ど

地域の理解促進 原則無料 それぞれの担当業務にお

いて、ジオパーク活動との

連携を意識している部分

が増えていると感じられ

る。

探求学習や出前授業、教員が異動した先の

学校でもジオパーク学習を取り入れるなど、波

及効果が感じられる。

出前授業が定着している 商工会の役員会などで活動説明を行え

る機会が創出された

一長一短ではあるが、活動への新たな参加者は増えてい

る。

ＪＡＭＳＴＥＣが実施する調査研究への協力 令和４年度に締結予定 ＮＰＯ法人裏磐梯エコ

ツーリズム協会

教本等の作成

51 三陸ジオパーク 構成団体からの負担金：11,134,547

円

担当者会議：１回 ・各地域におけるサイト等の清掃活動および保全の意義に

係る学習会の実施|・他地域のジオパークにおける保全事例

の調査

県や市町村、みちのく潮

風トレイル等が連携した

海岸等清掃活動

拠点施設等屋内での解説 講座受講申込者 ジオパークの理念・仕組み、安全管理、ガイドプログラム作成、環境関連法、観光概

論、ジオめぐり、地質・自然・文化各論

ジオパークを活用した教育の実践の増加 ジオパークを活用した授業・事業（ジオパー

クかわらばん）への参加

学習会等への参加者の増加 連携協定締結及びそれに基づくツアー等の実施 交通、DMO NPO法人みちのくトレイル

クラブ、NPO法人体験

村・たのはたネットワーク

等

教育旅行の誘致

52 山陰海岸ユネスコ

世界ジオパーク

会費280千円　府県市町負担金

27828846円　特別負担金2000千円

寄付金20千円　雑入49855円

運営委員会2回　学術4回　教育4回　ツー

リズム2回　保護保全２回　地域産業4回

ガイド2回　府県市町会|議7回

府県議員連盟が要望活動を実施 補助金による住民支援活動支援、モニタリング 補助金による住民支援

活動支援、モニタリング

近くの拠点施設の見学 ガイド団体の会員限定で公開 合同研修等 各団体毎に設定（500円～15,000円の

間が多い）

ガイド魅力向上支援事業という支

援補助の事業がある。|ガイド同士

が交流するガイド交流会を開催して

いる。

定例会議以外に研修会

を設けて情報共有を図っ

ているため

防災教育の充実、SDGs学習機会の増加、

探求学習のジオパークの取り入れ

防災教育の充実、SDGs学習機会の増

加、探求学習のジオパークの取り入れ

エリア内のDMOの連絡会の充実、トレイ

ル沿線商店等との連携

市町の広報誌への定期的なジオパーク記事の掲載 観光業、旅館業 まちづくりサポートセン

ター、玄武洞ガイドクラ

ブ、かんなべ自然学校、コ

ウノトリ自然研究所、たじ

ま海|の学校、とっとり観

光ガイドセンター

ジオパークにある多様な資源を学校教育に活かすために

教材化すること。

53 伊豆半島 会費　50,111,000円|補助金・交付

金　8,880,000円|その他

16,581,950円

教育部会3回、ビジターセンター会議1回 建設現場で出た露頭の剥ぎ取り標本を推進協研究員の指

導の下で行っている

高校生による研究成果

発表会

遊覧船欠航時に陸上コースに切り替え 講義：ガイドの役割・心得、伊豆半島の地質、気象、ジオパークにおける教育　等|巡

検：7か所

ジオガイド協会ガイド１人につき、1時間

5,000円（ガイド１人につき参加者10人

まで）

ジオパークを活用した学習が増加傾向にある 学校での取組み状況、イベントへの参加状

況

2018年4月の世界認定後、関心が高

まった

世界認定 ジオトレイン(伊豆箱根鉄道)、事業所ぐるみでの

ジオ検定受検など

各種企業や観光連絡会 特になし

54 上川中部（大雪

山カムイミンタラジオ

パーク構想推進協

議会）

自治体負担金 2,350,000円，各構

成町負担金180,000円

全体ワーキンググループ 事業の参加，視察 清掃活動 継続的な神居古潭吊り

橋下の清掃活動

NPO法人カムイの大地

地域振興支援センター，

NPO法人大雪山自然

学校

55 白山手取川 合併市の一体感の醸

成、向かうべき地域将来

認識の一体化

自治体からの負担金19,675,000円、

寄付金590,245円、繰越金

3,561,509円、グッズ売上等641,227

円、委託費78,000円

ガイド事業部会（白山市観光連盟主催）

2回、学習支援員会合10回、連携協定団

体連絡調整会議1回

周辺の草刈り、外来生物除去作業など。自然公園法、文

化財保護法に基づいたこと。連携団体による日常パトロー

ル。動体撮影カメラ設置。

郵便局との協定（資源

などの配達時等の見回り

確認）、連携協定団体

（通常活動時などの資

源・施設等確認）

価値ある場所を残してい

くために、積極的に守りつ

つ、教育等で利用しなが

ら、観光などでも楽しむ場

所

Q42の回答のとおり Q42の回答のとおり サイトの具体的な保全活動の推

進・活発化、全サイトの保全推進

白山手取川ジオパークの大地の成り立ち、動植物、歴史・文化、マナー・ホスピタリティ、

現地実習、ツアーを作ってみよう、ガイド台本を作ってみよう、救急救命

一般向けは参加者1～4名は2500円、5

～9名は3000円、10～15名は4000円、

16～20名は6000円。観光事業者向け

は、白山市観光連盟登録ガイド１人につ

き、参加者２０名まで１時間5000円。1

時間を超える場合は追加料金2000円/1

時間。

金城大学短期大学部での授業を

養成講座として連携して一般参加

者+学生で実施している。認定試

験のための養成講座の受講は２年

間有効となるので、２年間で受講及

び認定試験が受験可能。

オパークに関する授業やイベント時の反応が

良くなっている。子ども向けイベントのリピー

ターが増えた。ジオパーク授業の話題も聞く

ようになっている。アンケート実施により判断

話題の中で取り上げられたり、問い合わせや連携の話題な

どが増えている。

市内のケーブルテレビ局であるあさがおテレビと協力

したジオパーク番組制作、エリア内造り酒屋とのコラ

ボ事業（Connect HAKUSAN）、イオンモール

白山とのコラボ事業

ガイド団体、観光協会、地域イベント実行委員会、自

然体験推進団体など

白山しらみね自然学校 教育活動の持続性の問題、学校全体のジオパーク教

育活動の把握の難しさ。フィールド学習時間の調整、

フィールドで指導できる教員の減少。ジオパーク学習支

援員の人員増やし。あらゆる学年でジオ学習の実施。



質問

番号

Q1

質問

内容

ご回答者の地域

名を教えてくださ

い。

1 三笠ジオパーク

2 四国西予ジオパー

ク

3 東三河

4 霧島

5 おおいた姫島ジオ

パーク

6 八峰白神ジオパー

ク

7 伊豆大島ジオパー

ク

8 筑波山地域ジオ

パーク

9 Mine秋吉台ジオ

パーク

10 隠岐

11 箱根ジオパーク

12 秩父

13 北九州

14 おおいた豊後大野

ジオパーク

15 下北

16 土佐清水

17 喜界島

18 洞爺湖有珠山

19 五島列島（下五

島エリア）

20 鳥海山・飛島

21 那須烏山

22 島原半島

23 銚子

24 男鹿半島・大潟ジ

オパーク

25 島根県松江市

26 南アルプス（中央

構造線エリア）

27 浅間山北麓ジオ

パーク

28 三島村・鬼界カル

デラジオパーク

29 佐渡ジオパーク

Q113 Q115 Q116 Q119 Q121 Q122 Q123 Q124 Q125 Q126 Q127 Q129 Q130

前問で「した」と回答した

方に伺います。実施内容

を教えてください。（例：

ジオパークの大会・会議・

研修への参加、姉妹ジオ

パーク等との交流事業、

教育旅行 等）

前問で「した」と回答した

方に伺います。実施内容

を教えてください。（例：

ジオパークの大会・会議・

研修への参加、姉妹ジオ

パーク等との交流事業、

教育旅行 等）

その他、小中学校・高校でジオパークについて学習する独

自の取り組みがあれば教えてください。

前問で「はい」と回答した方にお伺いします。具体的な活動内容を教えてく

ださい。

前問で「はい」と回答した方にお伺いしま

す。具体的な活動内容を教えてください。

運営団体として今後はどのような取り組みが必要であると考えていますか？ 都道府県や連携市町村等とは、今後どのような取り組みが必要であると

考えていますか？

住民との連携では今後どのような取り組みが必要であると考えていますか？ 学校との連携では今後どのような取り組みが必要であると考えていますか？ ジオパークとしてのSDGｓの取組み、今後の取組予定についてご自由に

記入してください。

運営組織について、法人化等組織

体制の変更を検討していますか。ご

自由に記入してください。

前問でお答えいただいたことについ

て、方法や手段、また自分や自地

域にできることややりたいことなどアイ

ディアがあれば記入してください。

本調査についてのご意見、ご要望などご自由に記入してく

ださい。（別途、他の設問で追記すべき点があればこちら

にお書きください）

他のジオパークへの修学

旅行

学習指導要領と連動した地域学習カレンダーを作成し、

教科の中でジオパークを活用する取り組みを行っている。

オンラインツアー、オンライン養成講座、隠岐ジオパークと中学生のオンライン

交流など

地域住民の巻き込み。取り組みへの理解。ガイド人数の増加、育成。ジェ

ンダーバランスの解消。収益の増加。持続可能な運営体制。

ジオパークを活用した広域的なツアー等の実施|ジオパークに特化した補助

金の創設|

イベント実施における協力|住民の課題解決への協力 地域科等の授業におけるジオパークの積極的な活用 北海道地方ESD活動支援センターと連携し、情報発信や取り組みの整

理及び見える化|教育旅行誘致時における取組等の見える化、ワーク

ショップ等のメニュー化|北海道観光振興機構との連携、道内外プロモー

ション

検討していない

・三瓶高校の生徒による船上ガイドの実施とそれに向けた

学習と練習（～2019年度、2022年度）|・世界に一

つだけの岩石標本作り|

・日本ジオパーク全国大会（島根半島・宍道湖中海大会）の分科会の

企画運営（防災）|・韓国ジオパーク国際会議にて当協議会員（加藤

雄也氏）の講演|・三好ジオパーク構想のガイド養成講座への連携協力|

（ZOOMを用いて四国西予ジオガイドが出演し、経験談を語る。）|・岩

石標本グループとの連携活動|・アポイ岳ユネスコ世界ジオパークとの図書館

連携|（互いの地域紹介展示の実施と、図書資料の交換）|・室戸ユネス

コ世界ジオパークの事務局視察受け入れ

・四国西予ミュージアムの更なるPRや活用促進|・ジオパーク活動を通じ

た、持続可能な開発（ツーリズム、特産品等）の拡充

・愛媛県とは博物館を除き連携が全くないため、今後何らかの連携機会を

模索していきたい|（県の自然保護課とは緩やかな連携に取り組めそうな

見込み。）

・地域資源の再確認、再発見につながる活動の支援を今後も継続的に

行い、また拡充していく。|（特にサイトのない地域の人達の意識醸成が

課題であると考えている。）

107の回答と同様。 ・四国EPO（環境省四国環境パートナーシップオフィス）との連携を通じ

た普及啓発|・一般社団法人ノヤマカンパニーへの委託事業：フリーマガ

ジン「だいちのめ」の紙面を活かした普及啓発|・地域づくり活動センターとの

連携（令和5年度から）

・当地域では西予市観光物産協

会が法人化したばかりで、市もその

運営の支援に注力しているところで

あり当面の法人化の目処はない。

問題数が多く回答が負担となっているので、設問の精査を

お願いしたい。

広域にける各自治体の取り組みと理解 広域の場合は、都道府県の積極的な関与及び資金支援。|市町村で

は、ジオパークへの理解を勧める。

ジオパークといいうものを解りやすく広報していく取り組み 児童生徒教員へのPR 特になし 認定にとらわれない独自のジオ資源

の活用方法を検討している。

室戸ユネスコ世界ジオ

パーク高校生国際交流

会（オンライン）への地

元高校の参加

小中学校の野外学習（学校登山等）へのジオガイドの

派遣、事務局職員が講師となるジオ講話の実施、管内

高校への講師派遣、研究支援など。

第11回日本ジオパーク全国大会（島根県）における、「ユニバーサルデザ

イン分科会」への参加（霧島ジオパークUDフォーラム）。

当ジオパークエリアでは、霧島山という火山の麓に人々の暮らしがあり、昔か

ら火山活動による脅威と共に恩恵も受けてきた地域である。これからもこの

地で暮らしていくため、ジオパーク活動を通じた「火山活動にあわせた持続

可能なまちづくり」につながる取組みを行う必要があると考えている。

運営団体である霧島ジオパーク推進連絡協議会は、宮崎・鹿児島両県

5市2町の構成市町等からの負担金により事業を行っている。事務局を鹿

児島県霧島市に置き、同市職員が事務局スタッフを担っている。現在の体

制では、慢性的なマンパワー不足が生じていることから、構成市町との業務

分担や事務局への職員派遣など、地域全体で活動を行っていく体制づくり

が必要である。

地域住民に、地域資源（魅力）の理解を深める機会を積極的につくり、

価値や貴重性への気づき、地域に対する愛着と誇りを深め、活躍する人を

育むことが必要である。そのために、積極的な情報発信や、ジオパークの視

点を取り入れた生涯教育の推進などを行っていきたいと考えている。

子どもの頃からジオパークに親しむことは、中・長期的な視点を育む上で重

要であることから、郷土の成り立ちや自然の恵みによって生まれた文化・産

業を知るため、そして防災について学ぶために、ジオパークに関する学習を

実施しやすい環境づくりを進めていきたいと考えている。

2022年に策定した「第2次霧島ジオパーク基本計画」では、「火山活動

にあわせた持続可能なまちづくり」を目指すための6つの取組み方針を定

め、その方針とSDGsが掲げる目標を関連させ、活動を実施することで

SDGsにつながるような取り組みを進めている。

現在は検討していない。

地域の産物についての中学生のオンラインでの学習 地域の活性化|ジオサイトの保全|教育面でのジオパーク活用 連携を密にし、情報の共有や事業を推進する ジオパークに関する積極的な情報発信、ジオパーク活動への参加 ジオパークを活用したESDの推進 SDGｓを推進する団体との連携や協力 検討していない

秋田県ジオパーク連絡協議会|JGN東北ブロック 地域を巻き込んだ保全活動|| 県と連携したジオパーク事業の実施 住民のジオパーク研修の実施 教員に対する研修、室内でできる学習開発 ジオガイドの活動による地域振興、防災教育　等 検討していない

ジオガイド養成講座では、室戸ジオパーク・土佐清水ジオパークから講師を

依頼し登壇していただいた。|当ジオガイドが全国のジオガイド育成をするた

めに、活動している。

国内の教育団体や観光客の受け入れ態勢の構築、ガイド活用の推進。 ジオパークへの理解や、活動の意義を伝える取り組み。 住民参加型のイベントを通して”楽しく”文化・歴史の継承あ自地域の魅

力と価値に気付きを与える取り組み。

地域を学び、時には児童が教える立場とするジオパーク学習や、地域の特

徴から防災を学ぶ取り組みの更なる推進。

講演会の実施から動植物の保全を学び、学校教育の中で学ぶ楽しさを推

進する予定。

していない。 会員地域住民への還元として子供

から大人まで参加可能なイベントの

実施。

調査結果の活用方法の明確化。

地域内の小学校社会の授業で使用されている郷土学習

の教科書にジオパークコラムが掲載されている。|

銚子ジオパークへ訪問し、ガイド同士の意見交換会、展示施設見学、ツ

アー見学を行った。

ジオパークの認知度の向上、部会の活動の活性化 中核拠点施設の開設にともなった、事務局運営体制の検討。 部会活動が内向きになっているので、地域住民を巻き込んだ事業の実施

が必要である。									|

教育委員会と連携を結ぶことに成功したため、この状態を維持する									| 現時点では検討していない																|

日本ジオパーク全国大会

への参加

萩ジオパークのイベント参加 起こり得る環境（コロナ禍等）に対応した持続可能な活動の推進 推進協議会の財源確保の継続 活動に参加する人や団体を増やすこと（市内外のファン獲得） ジオパーク学習を学習カリキュラムへ位置づけ、継続的な取り組み 気候変動や防災など、社会に直面している課題の解決に寄与する活動

の取り組み

島根県立隠岐高校の学習プログラムで「ジオパーク研究」

（必修）を設けている

三笠ジオパークとのオンライン交流研修 ＡＰＧＮオンライン 具体的な計画に基づいた地域住民との連携活動。また、活動理念を裏

付ける、ジオパークや保全活動に関する職員の知識レベルの向上。

町が主体となって行っているインフラ整備において、保全保護の視点を提供

する。

保全活動への理解を深めるため、地域住民を巻き込んだ具体的なアクショ

ンが必要

子供たちがたのしく、興味を持ちながらジオパークに関心をもってもらえるよう

なプログラム作り。

日本国内のジオパークで、保全活動

に力を入れている地域と交流した

い。どのように職員のあいだで知識を

共有しているのか、通年で行っている

地域の方々との活動はなにか、など

実際に体験しながら交流できればと

思う。
県内高校図書館での展示活動 日本各地のジオパークパンフレットコーナー ビジョンの策定と共有 地域全体で共有する共通目標の設定 双方向の取組み 地域学習での活用 地域学習、保全ジオツアー、防災なふぉ様々な活動がSDGｓの目標につ

ながるものであるため、共同して推進していく。

検討していない。 No.81については、数値を把握していないため0件で回答

します。

視察対応ほか フィンランドのジオパーク申請地域

（Impact Craterlake Geopark）と

の交流が開始した。2022年には当地域

内でフィンランドのジオパーク特別展を実

施、11月には関係者が来日し、ジオパー

ク活動に関する覚書を締結予定。

ガイド養成の強化と計画の策定 保全に関する共通認識の醸成、日常的な連携強化、財政的支援 住民が参加しやすい活動の在り方（市民サポーター、ファンクラブの実

施）の検討

教員研修の拡充、ジオ学習メニューの作成・公表、教員に負荷が増えな

い取り組みの実施

サステイナブルツーリズムの推進

活動内容の検討。 市単独の取り組みであり、現在のところ考えていない。 ジオパーク概念の普及。 総合学習等でのジオサイトや拠点施設の利用。

同じ県内のジオパークとの

小学生同士による教育

交流

九州ジオパーク連絡会など九州ブロック内のジオパーク同士の定期的な連

絡回

住民やガイド会、協定を結ぶフレンドショップなどのステークホルダーとコミュニ

ケーションを蜜にし、連携を強化すること

緊密な連絡と連携、補助金等による支援 シンポジウムを開くなどジオパークに対して当事者意識を持ってもらえるよう

な啓発活動

「郷土を愛するこども」の育成に向けて、指導要領に沿ったジオパーク学習

のカリキュラムを学校とともに作っていくこと

この地域で暮らしている自分の生活を未来（子や孫の世代）へ繋げてい

くことを、ジオパーク活動を通して考えられる啓発活動など

法人化は検討していない

来遊するイルカについての研究|稲作を通したジオパーク

学習|他地域から講師を招いた公開授業（キッチン火山

学）

認定商品制度に関する情報提供|説明看板等に掲示する他地域情報に

関連する写真提供依頼

世界ジオパーク申請を視野に入れた研究活動の進展|拠点施設等の英

語対応|説明看板等の計画的な設置

保全を目的とした連携|ジオパークを取り入れた観光パッケージ等の情報

発信

出前講座の実施|座談会をはじめとした住民との対話機会の創作と、新た

な地域資源の掘り起こし

副読本を活用し、学校ごとに基本的な土台部分で差が出すぎないよう

な、学年階層に応じた段階的なジオパーク教育の展開及び、各地域の特

色を生かした学校ごとの個別教育の両立

地域住民も積極的に参加できる海岸清掃やモニタリング等の保全活動に

より、「住み続けられるまちづくりを」、「海の豊かさを守ろう」、「陸の豊かさも

守ろう」を実践していく。また、防災出前講座では「貧困をなくそう」に、教

育関連の出前講座、現地学習、それらを発表する学習・活動発表会に

おいては「質の高い教育をみんなに」に取り組んでいく。

現在のところ検討していない。 過去に行った恩賜上野動物園での

イベントのような、ジオパーク関係者

以外の集客が多く見込める場で、他

地域と連携したイベントを開催し、自

地域はもちろん、ジオパーク全体の認

知度向上に寄与していきたい。

運営団体の法人化 ジオパークの理念の周知、共有を図り理解を深める取り組みが必要。 ジオパークの理念の周知、共有および、住民の自主的な活動を促す取り

組みが必要。

小中高で一貫したジオパーク学習 組織体制の変更を検討中

運営協議会の立ち上げ それぞれの役割の明確化 ジオパークに関する理解の促進 教員へのジオパークに関する理解の促進 脱炭素に向けた計画の策定 検討していない

住民自らが地域のＰＲ役として活動するための情報提供等のサポート 広域での環境整備（道路看板など）、関連予算の確保 住民自らが地域のＰＲ役として活動するための情報提供等のサポート 教育課程に沿った段階的学習内容の確立 ジオパークで学べる項目の明示 未

行政内部での連携、活動のための財源確保、住民や団体・企業の巻き

込み

情報共有、財政的な支援 住民参加型の取り組み 担い手育成、カリキュラム化 ＳＤＧｓのターゲットとジオパーク活動との連動 必要性は感じているが、検討までに

はいたっていない。

ユネスコ世界ジオパークの認定を目指しており、環境保全、観光、教育、

学術研究など幅広い分野で活動を活発化させる。

秋田県、山形県との連携が不十分と考えており、まずはジオパーク活動の

重要性や認知度を高めていく。

住民がジオパーク活動の認知度や重要性の理解を深める取組みをすすめ

る。最終的には、自発的にかつ意欲的にジオパーク活動へ参加し、来訪

者や周りの人たちにもジオパークのことを案内ができるレベルにまで高めてい

く。

「出前授業」を通じて、子どもたちへふるさと学習およびジオパーク活動。

ジオパーク構想の今後の方針を協議する|認定に向けての計画策定|ジオ

サイトをモニタリングする仕組みづくり

ジオサイトの保護、保全に関する協議 市内ジオサイトやジオパークに関する活動について知ってもらうため住民向

けの講座やイベントの実施を続けていく|ジオパークとして認定されるために

必要なものや認定を受けることによって地域にどのような影響があるのか知っ

てもらえるような講演会等を開催する

これまで実施してきた取り組みを継続していくとともに、より多くの学校で、幅

広い教科でジオサイトを活用することができるよう働きかけていく

糸魚川ジオパークの高校生を対象に、島原半島ジオパークの紹介を行った。 当協議会会員のジオパーク活動への参加。|ジオパーク活動に関わる地域

住民と交流及び連携強化。

五島列島ジオパークとの県内での活動の連携強化。 住民がジオパークを楽しいと思ってもらえるよなコンテンツづくり。 既存のジオパーク学習を継続しつつ、ジオパークに興味関心をもつ先生の

増加を図る。

SDGsの学習ワークショップを提供。 法人化の可否を含めたところで、島

原半島ジオパークの運営に関する

在り方を検討中。

Q21|2021年度自治体のジオパークに係る支出の決算

総額（運営団体への負担金を含まない）|→わからない

ため、便宜的に0円を入れています。

市内すべての小学校6年生へのジオパーク見学学習。市

内高校での防災ジオツアー

他のジオパークの方との意見交換会の実施。|各種研修のオンライン参加。 台湾野柳地質公園との情報交換。 地域住民や企業にジオパーク活動に参画してもらう事。 情報交換。資金面等のサポート 保全の重要性を広く理解できるイベント等の実施。 市内中学校でのジオパーク学習の普及。|環境教育の充実。 ・学習支援の環境教育を意識したプログラムの実施。|・洋上風力発電の

企業との連携したプログラムの実施。

現時点では検討していない。 ※　NO70は選択なしでお願いいたします。

４種類の冊子を発行しており、小学校から一般、専門家

まで幅広く学習できる内容である。その中の３種類を域内

の小学３年生、６年生、中学１年生へ配布し、学校教

育において理科や社会、防災・減災教育、総合的な学

習の時間などの補助教材として活用いただいている。

①秋田県内４ジオパークで構成される秋田県ジオパーク連絡協議会が実

施する３つの事業（普及啓発活動、教育利用促進事業、研究助成事

業、事務局運営）を各ジオパーク持ち回りで実施。|②東北ブロックジオ

パーク間の協働事業。ブロック共通パンフレット作成や東北圏内の普及啓

発活動。全国大会におけるブロックパビリオン。|③北海道ジオパーク連絡会

議における北東北ジオパークの参画の情報共有。|④JGN中期計画策定

委員会への参画。

・持続可能な地域社会を目指すため、ESDの展開やSDGｓの達成に向

けた取り組みの強化。|・ジオパークをより多くの人に周知させるためのツアー

やイベントなどの新たなコンテンツづくり。|・様々な利害関係者を巻き込ん

だ協働のジオパークを構築するため、民間や研究機関等とのパートナーシッ

プ協定の強化。|・教育旅行受け入れの多様なプログラムの作成。|・応援

商品制度の充実を図り、域内企業等とのさらなる連携強化。|・安定した

管理運営体制を構築するため、協議会員の後継者の育成。

秋田県ジオパーク連絡協議会で実績を積んできてはいるが、さらなる情報

共有や活動の質の向上、連携強化が必要である。

・清掃など保全活動に住民が積極的に関われるような仕組みをつくる必要

がある。|・ジオについてさらなる普及啓発を広報や新聞等でおこない、住

民が主体的に取り組む意識づくりをおこなう。|

・ESDに関する取り組みとして地球規模の問題を考えるプログラムの充実。

|・教員向けの治パーク認知度向上を図る。|・協働による海岸清掃を通し

た海ゴミ問題を考えるSDGｓの取り組みの拡大。|

・拠点施設において海ゴミ問題を考えるマイクロプラスチックを活用した学習

を行っている。|・域内の小学生へ海や砂浜の大切さを伝えるため、砂浜

ノートを配布し、海岸清掃前の事前学習に活用した。|・海岸清掃を通じ

た海ゴミ問題を考える仕組みの充実を図るべく学校との連携強化を図っ

た。|・市民清掃制度を活用した清掃及び草刈り作業を行っている。|・広

報を活用したSDGｓの普及啓発。|

検討していない。 ・ジオパーク番組製作等日本におけ

る認知度の向上|・当該年度におけ

る審査対象地域が、JGNへ相談で

きる機会の仕組みづくり|・新規認定

を目指す地域や再認定審査地域を

ブロック単位で支える仕組みづくり|・

先進事例や課題をいつでも共有でき

るような仕組み作り

隠岐・山陰海岸・島根半島の3ジオパーク合同研修の実施。地元ラジオ局

BSSラジオの番組「中四国ライブネット」への3ジオパークでの出演。|中四国

近畿ブロック研修会への参加。|第11回日本ジオパーク全国大会を開催。

保全、教育を住民参加で推進するとともに、ジオパークの魅力を情報発信

し、地域振興や観光振興につなげていくことが必要である。

役割分担を明確にするとともに、情報共有に努める必要がある。 出前講座や講演会、ガイド養成講座への参加やジオパークサポーター制

度への加入を積極的に呼びかけ、ジオパークの理念を共有しながらともにジ

オパーク活動に取り組んでいただける方を増加させ、保全・保護活動に連

携して取り組む。

小中高から大学までステップアップしていくような継続した学習プログラムの

作成。理科の単元としてのジオパーク学習で完結させず、防災教育や保

全活動への参画等に繋がるような仕組みを学校や教育委員会と連携して

検討していく取り組み。

ジオパークの理念や重点的な取り組み内容とSDGｓが密接に関係してい

ることを各種講演会やシンポジウム、清掃活動や環境学習を盛り込んだサ

スティナブルツーリズムプログラムを継続して実施しながら地域住民やジオ

パーク関係者に伝えていき、SDGｓへの理解を深めていく。

現時点では、変更は検討していな

い。

・地域内の高校（2年生）でジオパーク協議会の主催す

る講座への参加、3年生で発展的に地元食材を探求す

る授業を開催|・地域内外の高校生と大学生が共同でジ

オパーク内をフィールドワーク|・伝統芸能の学習

運営体制や各種計画の見直しと部会の活性化、協議会全体での連携

強化、地元住民への更なる普及啓発とボトムアップの活動

定期的な情報共有や連絡を密に取り、連携しながら協議会の運営や活

動を進める

生涯学習や地域住民向けツアーなどを通して、ジオパークに対する興味や

理解を深める他、対話の機会を持つことで住民のジオパークに対するニーズ

や関わり方を探る

・学校側のジオパークに対するニーズを把握した上で、それに答えていけるよ

うなプログラムへの見直し|・様々な方法でジオパークを学ぶ機会を提供す

る|・地域内の学校同士で交流できるような機会の創出

座学にてインプットを行った後、スカイロックトレイルにてアウ

トプットを行う、学習会。

全国大会の参加|自然災害伝承碑の登録推進のための意見交換 意思決定プロセスの透明化|事業効果の丁寧な説明 県や大学にジオパークの学術調査・研究を支援してほしい。 モノだけでなく、ヒトにもしっかり投資する。有償ボランティアの考え方を浸透

させる。

社会に役立つキャリア形成につながる学び。 コロナ禍で観光依存の経済的脆弱性が明らかになった。観光業は女性の

雇用割合が高いが、その多くが非常に脆弱な立場に置かれている。若者・

女性・社会で最も弱い立場の人を中心として、誰もが働き甲斐のある仕事

に就けるようにすることが観光振興の最重要テーマ。

観光と教育を統合可能な法人組

織がいまのところイメージできない。

地域内全義務教育学園における地球（ジオ）科の創

設|

地域住民に対するジオパーク活動の目的・ビジョンのより一層の浸透による

住民主体となった活動の推進|||

国県に対するジオパークの理解促進のための活動と地域内ジオパークの整

備振興計画等共通の目標設定

地域住民と協働して具体的課題解決に取り組む部会活動の活性化 これまで以上に、他地域と一緒になって行う活動の創出 講師による講演会の開催などSDGｓについて学ぶ機会を提供している

が、より具体的な取り組みには至っていない状況である。

検討していない

小学校におけるジオパーククラブ。ジオパーク防災教室 新潟圏域でジオパーク活動に取り組む糸魚川ユネスコ世界ジオパーク及び

苗場山麓ジオパークとのガイド意見交換会を行っている。

住民への普及活動|ジオパークガイドの養成|マーケティング分析|持続的・

計画的な小中高等学校への教育活動|世界文化遺産登録推進活動

及び世界農業遺産と連携した取組

県民への普及|県内の３地域ジオパークの県での活用|県からの財政的

支援

地域説明会等によりジオパークを理解し楽しんでもらうこと。 教員への継続的な研修|副読本の作成|教育旅行でのジオパークの活用 ジオパーク活動とあわせたSDGsの周知 検討していない。



質問

番号

Q1

質問

内容

ご回答者の地域

名を教えてくださ

い。

30 ゆざわジオパーク

31 アポイ岳ジオパーク

32 南紀熊野ジオパー

ク

33 蔵王

34 室戸ユネスコ世界

ジオパーク

35 萩

36 栗駒山麓

37 立山黒部ジオパー

ク

38 とかち鹿追ジオパー

ク

39 古関東深海盆

40 十勝岳ジオパーク

41 白滝ジオパーク

Q113 Q115 Q116 Q119 Q121 Q122 Q123 Q124 Q125 Q126 Q127 Q129 Q130

前問で「した」と回答した

方に伺います。実施内容

を教えてください。（例：

ジオパークの大会・会議・

研修への参加、姉妹ジオ

パーク等との交流事業、

教育旅行 等）

前問で「した」と回答した

方に伺います。実施内容

を教えてください。（例：

ジオパークの大会・会議・

研修への参加、姉妹ジオ

パーク等との交流事業、

教育旅行 等）

その他、小中学校・高校でジオパークについて学習する独

自の取り組みがあれば教えてください。

前問で「はい」と回答した方にお伺いします。具体的な活動内容を教えてく

ださい。

前問で「はい」と回答した方にお伺いしま

す。具体的な活動内容を教えてください。

運営団体として今後はどのような取り組みが必要であると考えていますか？ 都道府県や連携市町村等とは、今後どのような取り組みが必要であると

考えていますか？

住民との連携では今後どのような取り組みが必要であると考えていますか？ 学校との連携では今後どのような取り組みが必要であると考えていますか？ ジオパークとしてのSDGｓの取組み、今後の取組予定についてご自由に

記入してください。

運営組織について、法人化等組織

体制の変更を検討していますか。ご

自由に記入してください。

前問でお答えいただいたことについ

て、方法や手段、また自分や自地

域にできることややりたいことなどアイ

ディアがあれば記入してください。

本調査についてのご意見、ご要望などご自由に記入してく

ださい。（別途、他の設問で追記すべき点があればこちら

にお書きください）

小・中学校の総合的な学習の時間等で「ジオサイト学習

推進事業」を実施しており、ガイド案内による支援を行っ

ている。|高校でジオパーク学習の一つ「地域理解」を取り

入れている。

秋田県ジオパーク連絡協議会、栗駒山麓ジオパークとの連携（講師・審査

員の派遣、イベントの開催）

UGGpデジタルコースへのオンライン参加。

|UGGpデジタル国際会議へのオンライン参

加。

市民の自発的なジオパーク活動の活性化を図る取り組み、調査研究の推

進、JGN・GGNとの連携強化。

連携市町村と結束し、地域経済を潤していく取り組みが必要と考えている 住民によるサイト景観の保全が、地域経済に結びつくと実感させるような

取り組みができればよいと考えている。|地域によってジオパーク活動への関

心に温度差があるため、関心の低い地域の関心を高める必要がある。

学校との連携はスムーズである。|自発的な取り組みを大切にしているた

め、相手の要望に応じたい。

豊富な地熱資源を有効に活用するための働きかけを市民や事業所に対

して行いたい。

事務局体制と財政基盤の強化が

ある程度図られた時点で検討する。

先進的な活動を展開しているジオ

パークを対象に、それらを支えている

事業所の活動例を紹介いただきたい

です。JGNグループメールでの共有で

も構いません。

ゆざわジオパークのサイト数は多いため、モニタリングは少な

くとも４年に１回のペースで行うように計画しています。選

択肢がなかったため、項目によっては改善したほうがいいか

もしれません。

小中一貫のふるさとアポイ学としてカリキュラム化。|全国大

会でポスター発表

おおいた姫島ジオパーク姫島中学校とオンライン学習で特産の昆布とかんら

ん岩・アイヌ文化の講話等をした。|四国西予ジオパークと西予市図書館と

共同の展示作成。

韓国のチョンソンと中国の香港のジオパーク

と標本・図書・パンフレット交流を行った。

参加者に固定化が見られるので、より多く広くの住民に参加してもらえるよ

うな事業展開をする必要がある。

地域ブロックの各種事業の企画、運営が必要であると考えている。 普及啓発活動を通じて、理解や参加を促進させること。 総合学習でカリキュラムに位置付けられたので、今後教員の異動が生じて

も質を変えることなく、継続的に実施できるようにサポートすること。

ジオパークの取り組みがSDGsと密接な関係を持っていることを、普及啓発

事業におけるチラシにアイコンを表示させて掲示している。

検討はしている。

串本古座高校にてジオ学習「南紀熊野自然探求」を実

施

地質の国際的な価値の共有、既存の世界遺産等との連携強化や地域

住民をさらに巻き込んだ活動

資源の保全・活用における連携の強化 文化の継承をはじめ、地域の特色の継承 学校教育へのジオパークのさらなる活用 取り組み内容を検討中 法人化の必要性等について検討を

行っている

問８５にも記載。宮城県蔵王高等学校においてクラブジ

オパークを発足。ジオパークの理念や地域資源の学習を

行い、そこで得られた情報を基に、地元事業者協力とのコ

ラボ商品の開発やジオツアーの造成を行った。|また、学校

の一角をジオカフェとして開放し、生徒だけではなく地元住

民も利用できるよう整備をしている。

コロナウィルスの影響で実施できず。 ジオパーク推進協議会を早急に立ち上げるとともに、蔵王の価値ある地域

資源を守るため、早めにジオパーク正会員認定を取ることにより、蔵王でジ

オパーク活動を推進するための意識の統一を図っていきたい。

ジオパーク活動に対する理解促進と、恒久的な予算の獲得が必要と考え

ます。

ジオパークの更なる普及啓発を図り、自発的に活動する住民の方々を増

やす取り組みが必要と考えます。

ジオパークに関する出前講座を継続して実施し、地域資源の大切さを広

め、将来において蔵王地域の保全に関わる人材の育成が必要だと考えま

す。

設問の量が多く、ジオパーク活動を準備している地域では

答えにくい

島原半島ジオパークへ防

災をテーマとしたスタディー

ツアーを実施。|JpGUで

のポスター発表、JGN全

国大会への参加・発表

姉妹ジオパークとの交流

事業、APGNシンポジウ

ムへの参加

・ジオパーク学習で生徒が自ら調べたいテーマをおいて、課

題探求型の学習を実施している。|・他地域ジオの学校と

直接・オンラインの交流を実施し、自分の住む地域との違

いを知ることで、「室戸はどんな場所か」ということをより深く

考える機会を設けている。|・国際デーを活用した他地域

ジオとの交流。

高校生の国際交流会、ガイド養成講座 高校生の国際交流会、オンライン交流授

業、定期的なオンライン情報交換会”

Let's Do It”への参加

より広く地域住民を巻き込んだジオパーク活動の推進。|運営団体の財政

的、人材的、知識的な持続性を維持する。|ジオパークが目指すまちづくり

のヴィジョンを、より強く市民・行政と共有する。|ジオパーク＝まちづくりのか

なめとして捉えなおす必要がある。

職員を対象とした研修の実施や財政的支援、人事交流、ツーリズム開発

等

住民が主体となり、アイデアを形にしていくような取り組み、ジオパークの視

点で教育・防災・商業等幅広い分野で、新たな住民も興味を持ち活動に

参加してもらえるような仕組みづくり。|もっと丁寧に「ジオパークとは何か」の

情報共有、考える場を創出する。|エリア全体ではなく、地域ごとのアクショ

ンプランの策定検討。

教員に対し、ジオパークを土台にした教育プログラムの価値を共有。|ジオ

事務局側の学校体制の理解と学習指導要領の読み込み。

基本的にはすべての活動においてSDGsの理念を念頭に置き取り組んでい

く。SDGsカードゲームや研修等を通じ市とともに連携しながら市民への周

知を図る。協議会が実施する活動においてSDGsの何番のゴールに関係

するか等を意識し周知していく。|SDGsとは特別なものではなく、室戸市

民が昔からしてきた生活や思考方法には精通している部分が多くあり身近

なものだよということを伝えていく。

検討している。役員会、総会等で

組織体制についての協議を実施し

ている。

ユネスコ世界ジオパーク地域とJGN

地域の間でアクセスできる情報に差

があるように感じる。もっと積極的に

JGN地域もUNESCOやGGNから

発信される情報にアクセスし、ユネス

コ世界ジオパークとして全体の動きが

わかるような工夫をしていきたい。

質問内での用語の定義が解釈の仕方によって齟齬が出る

ように感じた。|例えば、ジオサイトを地質サイトととらえるの

か、ジオパーク域内にあるサイトととらえるのか、など。

質の高い“商品”づくり。受入態勢の整備と宣伝活動。伝統文化や伝統

産業をもっと評価し、地域らしさを深めることができる取組み

ジオパークについて理解を深め、活用できる場面を共有し、試行錯誤ので

きる取組みを行う。誘導看板等のハード整備を計画的に行う。

ジオパークの理念に共感した人を増やし、ともに企画を考え、商品化し、そ

の商品から新たに共感者を増やしていく取組み

用意した体験プログラムを多くの学校で使ってもらえるようにする 今起こっている地球環境の危機的状況についての意識と理解を高める活

動をする地域として、地形・地質が人類が地球のしくみを知るために重要

な存在であることを広め、地質・地形を保護しながら教育に活用し、持続

可能な開発を進める。|

「世界に一つだけの岩石標本づくり」などの体験プログラム共同イベント。|隣

接するゆざわジオパークとのジオガイド養成講座等の相互事業やPR事業な

どの共同事業。|

本格的に持続可能な取り組みを推進していくため、市からの補助金だけに

頼らず自主財源を確保する取り組みが必要。|新たな参画団体の確保

や、人材の確保。

県主導によるジオパーク関連事業などの推進。| 住民が誇りに思い、保全の必要性を理解し、周辺のジオサイト等を自主

的に保全活用を行えるような仕組みづくりと広報活動。

小学校で実施したジオパーク学習の取り組みが、中学校や高校へと継承

され生かされるような横断的な連携。研修を受けた教員による自主的なジ

オパーク学習の推進。

ひとつひとつの事業に常にＳＤＧｓを意識した活動を取り入れ、当該事

業が１７の目標のうちどれに当てはまる活動なのかを可視化した情報発

信や活動展開を実施。

検討を行っている段階であり、メリッ

ト、デメリットを精査し当運営団体

に見合った法人格の取得を定めた

い。

設問が多く調査・回答に相当の時間を要します。作業の

簡素化を図るためにも各ジオパークからの回答を今後IDで

管理し、毎年その基礎情報をもとに年度毎の情報を更新

できるような調査方法を望みます。

中部ESDダイアログの開催 人材の継続的な確保（雇用）|自治体との連携強化 自治体のジオパークに対する理解が浸透していない、一時的な腰掛担当

では困る

もっと積極的に情報発信して、理解と浸透を深める必要がある。|（ｘｘ

ｘ散歩のような企画の参加は増えてきたが）

先生方より、自治体・教育委員会などが　もっと理解をして、新しい取り組

みにもチャレンジしていただきたい

本調査は、自治体をベースにしているため　法人としては調

査内容に疑問のものもある

夏休みの教育体験プログ

ラム

連携したジオパークのPR、ガイドのスキルを向上するための研修 持続可能な運営体制づくりのための経済的利益の追求 ジオパークのPR 地域の課題と解決についてともに考える取り組み ジオパークに関する持続的なカリキュラムの作成

地質遺産の研究をし、保全や活用のための取り組みが必要だと考えます。 研究の成果を地域の発展に役立てられるよう工夫したいです。 地質遺産の貴重性などを伝え、関心を持って頂き、保全に取り組んでいき

たいです。

研究成果を見学会などを通じて還元したいです。 「安全な水」を残して行く為に、シンポジウムや講演会を開催して、健全な

水循環の保全のために取り組んでいく予定です。

準会員の会費を減額していただけると、もっと新規加入され

る団体が増えると思います。|本協議会は行政組織ではな

く、地質に関心を持つ有志で運営しておりますので、質問

によっては行政ベースの回答が出来ませんことを御承知頂

けますと助かります。

地域探究活動でジオパークの取り組みを活用 コロナ禍でオンラインによるガイド交流、北海道ネットワーク活動 ガイドによるツーリズムの推進により観光課題の改善 北海道ネットワーク活動の推進 エリア特産品のブランド化 活火山十勝岳に関する防災教育の推進 大規模な清掃活動によるリサイクル 自主財源の確保と地域活動支援

のため物品販売やツアー事業による

収益事業に取組み、協議会会計

も２０２２年度より複式会計に移

行してきているなか、今後の職員管

理や税処理を含めた協議会のあり

方を検討
・遠軽高校：ふるさと学、オホーツク風土研究|・白滝小

学校：石育学習|

・第11回日本ジオパーク全国大会島根半島・宍道湖中海大会|・第3回

JGNオンライン研修会

ガイド組織、人材の育成 ・関係者、担当者のジオパークに関する理解向上の機会|・連携イベント

の開催

・より多くの住民を巻き込む仕組みづくり|・当事者意識の醸成 ・学校教員ならびに運営組織双方が負担にならない形で、ジオパークを活

用した学習活動の目的や内容をいかに引き継ぎ、継続していくか、そのた

めの仕組みや取組みが必要。

引き続き、町内の学校でSDGsに関連した授業を取り組んでいきたい。 検討していない ジオパークの認知度向上に関して

は、メディアの積極的活用が必須で

あると考える。

設問数や自由記述が若干多いと感じました。|１００問

以内で設定していただけると幸です。



質問

番号

Q1

質問

内容

ご回答者の地域

名を教えてくださ

い。

42 飛騨山脈（構

想）

43 桜島・錦江湾ジオ

パーク推進協議会

44 阿蘇ユネスコ世界

ジオパーク

45 下仁田ジオパーク

46 三好

47 糸魚川

48 恐竜渓谷ふくい勝

山

49 苗場山麓

50 磐梯山ジオパーク

51 三陸ジオパーク

52 山陰海岸ユネスコ

世界ジオパーク

53 伊豆半島

54 上川中部（大雪

山カムイミンタラジオ

パーク構想推進協

議会）

55 白山手取川

Q113 Q115 Q116 Q119 Q121 Q122 Q123 Q124 Q125 Q126 Q127 Q129 Q130

前問で「した」と回答した

方に伺います。実施内容

を教えてください。（例：

ジオパークの大会・会議・

研修への参加、姉妹ジオ

パーク等との交流事業、

教育旅行 等）

前問で「した」と回答した

方に伺います。実施内容

を教えてください。（例：

ジオパークの大会・会議・

研修への参加、姉妹ジオ

パーク等との交流事業、

教育旅行 等）

その他、小中学校・高校でジオパークについて学習する独

自の取り組みがあれば教えてください。

前問で「はい」と回答した方にお伺いします。具体的な活動内容を教えてく

ださい。

前問で「はい」と回答した方にお伺いしま

す。具体的な活動内容を教えてください。

運営団体として今後はどのような取り組みが必要であると考えていますか？ 都道府県や連携市町村等とは、今後どのような取り組みが必要であると

考えていますか？

住民との連携では今後どのような取り組みが必要であると考えていますか？ 学校との連携では今後どのような取り組みが必要であると考えていますか？ ジオパークとしてのSDGｓの取組み、今後の取組予定についてご自由に

記入してください。

運営組織について、法人化等組織

体制の変更を検討していますか。ご

自由に記入してください。

前問でお答えいただいたことについ

て、方法や手段、また自分や自地

域にできることややりたいことなどアイ

ディアがあれば記入してください。

本調査についてのご意見、ご要望などご自由に記入してく

ださい。（別途、他の設問で追記すべき点があればこちら

にお書きください）

地域振興、観光振興への貢献策の充実 情報共有など 地域住民も説明者側として参加するツアー等の開催 出前講座、学習プログラムの充実 県、市との連携による貢献策の検討 2022年度に一般財団法人設立

国際交流WG等| 海外ジオパークとのオンライン交流等 法人化と自主財源の獲得等 法人化と自主財源の獲得等 ボトムアップアプローチのための話し合い 中学・高校へのフォローアップ、SSH連携等

小学校におけるナゾトキ学習の実施。高校におけるジオ

パーク学の実施。

APGN l|フィンランドのaUGGpとの情報交

換

法人化。ビジョンメイキング。ユネスコであることのメリットの周知。 膝を交えた対話。 住民が主催するお祭りなどへの参加。 国立阿蘇青少年交流の家と草原再生協議会との連携の上熊本県教育

委員会と具体的な対話を進めていく。

ジェンダー平等。全ての人がアクセス出来、楽しめる阿蘇への取組み。産前

産後のお母さんのケア。

はい。 阿蘇は今年はJGNにお世話になっ

たので、JGNのお悩みをサポートでき

るよう頑張りたいです。

JGNオンライン会議、全国大会への参加、ジオツーリズム協会のガイドツアー

への参加

コロナ禍は人を受け入れることがほとんどなかったので、ガイドツアーの宣伝を

行うなどガイドの活躍ができる場を作り、少しでも地域経済に貢献できるよ

うにしていく必要があると思う。|

県内に2件のジオパークがあるので、連携しながら県に呼びかけ、県の宝とし

てジオパークのPRであったり、整備への便宜を図ってもらえるようにしていきた

い。

より多くの人にふるさとの魅力を知ってもらい、それを誇りにもって自慢しても

らい、外からの来訪者をおもてなしできるようになれればいいと思います。

学校現場とコミュニケーションを取りながら、学校が求める地域学習を提供

していくことが重要。

　住民団体の河川周辺サイトの清掃活動は、利根川上流域の一員とし

て下流域を含めて海をきれいにしようという取り組みで事業をすすめていま

す。　|　また、ガイドもツアー中に台風災害の痕跡から、災害時の自然の

驚異を語っており、ガイドツアーに参加した人が防災意識が向上した、環

境に対する考え方が変わったとなっていければいいと思います

　ジオパーク活動が社会に役立つの

見える化を全体的に行っていく必要

があると思います。|JGN全体での発

信もさることながら、各ジオパークでの

ガイドツアーでの実践の積み重ねが

大事になると思います。

室戸UGGpと合同事務局研修を実施した 保全・防災活動の発展的かつ継続的な取り組みが必要。|エリア内のジオ

に関係するものの学術的な調査研究の取り組みが必要。

飛び地となっているエリアがあり、その課題解決のために近隣町との連携が

必要。連携当初の活動としてサイトを設定することが必要。

事務局レベルでおこなっていたジオパークの普及啓発活動から推進協議会

全体での地域への普及啓発活動へ転換することが必要。

継続的なジオパーク学習が必要 推進協議会の会員及び市職員を対象とした「ジオパークとSDGsの研修

会」を実施

現時点では検討していない

教育旅行 ・子ども学迎員制度の運用|・市内全ての小中学校が集

まり、それぞれのジオパーク学習について紹介するジオパー

ク交流会の開催

・洞爺湖有珠山ジオパーク、島原半島ジオパークと連携した防災教育|・佐

渡ジオパーク、苗場山麓ジオパークと連携したオンライン講座|・佐渡ジオパー

ク、苗場山麓ジオパーク、立山黒部ジオパークと連携したガイド交流会

オンライン交流会の開催 教育・学術・防災・マーケティング戦略に関する姉妹連携 アクセス路の整備・活用等に関する情報交換 パートナーシップ制度の見直し ジオパーク学習の成果を発表できる機会の創出 ESD活動拠点の活用、SDGs出前講座の普及、特別展示・パンフレット

等による周知

法人化を含めた組織体制の見直し

について、運営団体内および関係

団体と協議している

事務局長会議で提案します

雪室を活用したジオパーク学習 協議会内での連携強化、オンラインを含むツーリズムの活性化 恐竜化石発掘現場のさらなる活用の検討 地域での取り組みをジオツアーや体験メニューにしてレベルアップし、地域に

お金が落ちる仕組みを構築する

エリア内の高校、エリア外の小中高および大学との連携 SDGsの普及啓発活動、SDGsを意識した教育活動 していない ジオパーク地域が楽しんでいる雰囲

気をもっと発信して行ければと思う。

そうじゃない地域が羨ましがるような

活動をしていきたい。

長い

ジオパークを夏休みの自由研究のテーマの一つとし、コン

クールの実施

ガイド交流、教育旅行誘致 地域内・外の住民へのさらなる周知と観光部局との連携 県からの補助金、市町村体制協力強化 認知度が低い世代へのアプローチ 教育旅行におけるジオパーク学習 ガイドや小中学校のジオ学習において、ＳＤＧｓの存在、考え方を学ぶ

研修を実施している。ＳＤＧｓに関連したゲストティーチャーの集合学習

を予定

現段階では検討していない

持続可能な事務局体制の構築 包括的な活動（ジオパーク活動の域を超え、ジオパーク活動を枠組みとし

た包括的な連携）

理解促進と保全に関する連携 現在、行っている事業の継続 外来生物対策を継続して実施する。ＳＤＧｓプログラムによる教育旅行

の受入を行う。

現時点では検討していないが、将

来的には必要だと感じている。

ジオパークを活用した授業への講師派遣、三陸ジオパーク

かわらばん（小学校における作品募集）

シンポジウムへの招聘 地域住民への普及啓発、教育旅行誘致、誘客、事務局体制の強化 地域住民への普及啓発、教育旅行誘致、誘客、事務局体制の強化 保全活動、ジオパークを活用した地域おこし ジオパークを活用した教育の実施 ESDの視点によるジオパークを活用した授業の推進等

ジオサイトを活用した防災教育、環境教育、地域研究を

実施|（大地の学習、ふるさと学習、ジオパークフィールド

学習、海の学校、青谷学）

APGN「let's　do　it」への参加 産業振興・ツーリズム分野の強化 さらなるジオパークの認知度の向上、ジオパーク活動の意義再確認、横方

向（他分野）との連携の展開

さらなるジオパークの認知度の向上、ジオパーク活動の意義再確認、横方

向（他分野）との連携の展開

多数（約180校）の学校があるので、共通して利用できる学習教材を開

発し普及することと、個々の学校の|要望にできるだけ対応すること。

SDGsカードゲーム体験を中核とする中高生向けSDGs出前授業をより多

くの学校で実施し、さらに要望に応|じて個々の学校の探究活動などを支

援する。

法人化した際のメリット・デメリットに

ついて調査

ジオパークの運営に有意義な補助

金等について当方でもリサーチしてい

る。

特になし シンポジウムへの参加 世界認定を生かした地域振興・活性化 お互いの立場を尊重したギブ＆テイクの体制 ジオパークをもっと知ってもらい、利活用してもらう機会を増やす 学校の現場でジオ教育を開催しているが、今後増加が予想される。このた

め、ジオガイドによる学校対応を進めている

SDGｓトレイン R4法人化 特になし 特になし

様々な団体と共同で事業実施していくこと。 連携事業の実施。 自分が住む地域に興味を持ってもらうことからはじめ，将来的に地域づくり

の主体となってもらうことを目指した取組。

ジオパーク授業の導入やプログラムづくり 教育や観光への活用 現時点ではなし

遠足にジオパーク巡りを取り入れたジオパーク遠足の実

施。退職教員によるジオパーク学習支援員が学校の取組

をサポートしている。

美祢秋吉台（秋芳中オンライン授業）との交流、ジオ学習支援員研修

（中止）

APGNのオンライン会議に参加、金大異

文化交流授業にてのオンライン交流

エリア内住民へのさらなる普及活動。国内外のネットワーク活動。保全活

動への積極的な取り組み。

協力体制の構築と具体的なサポート。 協働によるジオパークイベントの実施。自発的な活動への支援。 ジオパークのさらなる理解と利用。 白山市のSDGsの取り組みとの連携。地域でSDGsを取り組む個人や団

体へのサポート。

現在は特にない。 全国レベルの広告（SNS含む）、

メディアへの露出を増やす

Q81がエリア内の学校のものは含むのかどうかがはっきりしな

い。経済効果という項目や訪問という言葉を使った設問か

らはエリア外ととれるが、それでよいのかどうか。また大学以上

の項目だと、エリア内でも経済活動に貢献する移動はあり

えそうで、そのあたりの数の取り方がはっきりしない。また研

究者の項目は、どういうものを想定しているか、研究活動な

のか、それ以外なのか。研究活動が入る場合は、大学・大
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